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　久しぶりに見る洗練された王都の街並み、人々のにぎわいは、ながらく田舎いなかに閉じ込められていた私の心を晴れやかにしてくれていた。

　なので、王都に戻ってきてからの私はとても機嫌がよかった。それこそ、ここ七年で一番だというほどに。

　しかしそれも、かつての友たちが私の帰りを祝って開いてくれたこのお茶会で、衝撃の事実を知るまでのことだった。

「なぜなの！　なぜいまだにあの女がジオルド様の婚約者を名乗っているのよ！」

　そう叫んで、怒りのあまりテーブルに手を叩たたきつける。乗っていた茶器がガシャンと音をたてる。

「あんな何もできない女、すぐに婚約者から外されると思っていたのに！」

　あまりの感情の高ぶりに顔に熱があがってきているのがわかった。

「……私たちもそう思っていたのですけど……」

　友人の一人のその呟つぶやきに、

「では、なぜ！　なぜいまだにあの女は婚約者のままなのですか！」

　ぐっと食いつくと、友人は若干後ろに引きつつも、

「それが私たちにもわからないのですよ。なんでもジオルド様ご本人が婚約を望んでおられるという話で」

「ジオルド様ご本人が!?」

　そんな馬ば鹿かな！　と私は声を張り上げる。

「なぜジオルド様があんな女との婚約を望まれるのよ！」

　私の剣幕に友人はさらに後ろに下がりつつ、

「そこまではわからないですけど……でも」

「でも、なんなんですの！」

「噂うわさでは顔に傷を作ってしまった責任をとるご意思が固いからなのではないかと……」

「ああ、あの婚約のきっかけになったというものですわね。でもあんな何年も前のものもうとっくに消えているのではなくて」

　七年前に、あの女が城の庭で怪我けがを負い、そのせいで顔に傷が残ったらしい。

　その時に案内をしていたジオルド様が責任をとるという形であの二人の婚約は決まった。

　でもそれだってあの女が自業自得で勝手に怪我をしただけのこと。

「あの女のことだからきっと傷が消えていたって、それを隠していつまでもジオルド様を束縛し続ける気だわ。ああ、なんて可哀かわい相そうなジオルド様」

　優しく哀れな王子様のことを思うと胸が痛くなる。

　この国の第三王子であるジオルド・スティアート様は金髪碧へき眼がんのそれは美しい王子様である。

　初めてお会いした時は、物語の中の王子様が目の前に現れた！　と衝撃を受け、そのまま心を奪われてしまった。

　そして、この人は私の運命の王子様に違いない！　そう確信したのだ。

　だから、侯爵の地位を持つ父にお願いして、ジオルド様の婚約者候補に名乗り出ることにした。

　婚約者候補はすでに何人かいて、参入が遅かった私は一番の候補にはなれなかったけど、すぐに他の候補たちなど蹴け落おとして婚約者の座を射止めてみせるつもりだった。

　だって私はそこらへんの令嬢たちよりよほど可愛いし、勉強だってできる。それに魔力だって高い、まさにジオルド様にふさわしいお姫様なのだから！

　そう思っていたのに……私が婚約者候補に名乗り出た直後……私の王子様の婚約者の座は奪われてしまった。

　それもジオルド様が怪我の責任をとらされてというとても理不尽な形で。

　その話を聞いた時の私の絶望感といったらもうひどかった。

　それでも……相手が私でもかなわないような綺き麗れいで賢くて、魔力の高い子ならば、まだなんとか少しは納得できたかもしれないのに（まぁ、そんな子はそうそういないと思うが）、ジオルド様の婚約者に決まった人物というのが……。

　それほど美人でもなく、それほど賢いわけでもなく、魔力も大したことがない、私より上回っているのはその身分だけという、どう考えてもジオルド様に釣り合わない女。

　その女とは、父親同士が知人で六つか七つの時に少しだが会ったことがあったのだが、何もできないくせに我わが儘ままで高慢ちきな女だったと記憶していた。ジオルド様に『傷をつけた責任をとれ！』と迫ったに違いなかった。

　だから私は父にお願いし、友人たちの協力を得て、ジオルド様をあの女の呪じゅ縛ばくから解き放って差し上げようと思った。

　そしてそれが成功した後には、私が婚約者として彼の隣に立つのだ。

　しかし相手は公爵令嬢、すべて私が勝っているとはいえそう簡単には退けられない。

　ならばまず敵の評価をさげよう、そしてそこへ私がアピールするのだ。

　私は、友人や父のコネで、あの女の我儘さなどの悪評を広めにかかった。ところがそれからしばらくたった頃ころ……突然、父ともども一家で国のはずれのど田舎に飛ばされることとなってしまった。

　表向きは広大な領地を新たに開拓するための責任者に父を任命するとのことだったが、どう考えても左遷だった。

　父が何かやらかしたのだろう。何をしたのかを私たちに語ることはなかったが、その辞令を受けて帰ってきた日から父はいっきに老け込み、あんなに私を可愛かわいがってくれていたのに、それ以来、すっかり私のいうことを聞いてくれなくなった。

　私も母も何もない国はずれのど田舎なんて行きたくない！　と最後まで粘ったが、父は決して許してくれず、強制的に私たち一家は王都からはるか離れた国のはずれへ飛ばされてしまった。

　そうしてたった八歳にして華やかな王都から、はるか国のはずれ、王都の噂もまったく聞こえてこないようなど田舎に閉じ込められること七年。

　娯楽もなにもなく、あるのはただ自然だけという土地での日々はそれはそれはつらいものだった。

　しかし、七年がたちそんな日々にもやっとさよならできる時がきたのだ。

　私はついに十五歳の年を迎えた。

　十五歳、魔力を持つ者は必ず魔法学園に通わなくてはならない。

　この国の素晴らしい決まりによって、私はこうしてまた王都に戻ってくることができた。

　入学まではあと数か月あるが、少しでも早く王都にきたかった私は『準備のために』と強く主張した。

　田舎にとばされてから、すっかり私の言うことを聞いてくれなくなった父は、その私の主張にもなかなか頷うなずいてはくれなかったけれど、ひたすら粘った私に『王都に戻ったらよけいなことはしないよう、静かに過ごす』ということを条件に渋々といった様子で許してくれた。

　そう、父には約束したが……まさか、あれからまだずっとジオルド様があの女に縛られていたなんて……。

　てっきり、すでに別の婚約者に代わっていると思っていたのに……田舎にいたせいで王都の噂もまったく聞こえてこず、そんなことすら知らなかった。

　ああ、なんて可哀相な私の王子様！

　七年前は父のせいで、失敗してしまったが、今度こそあの女をジオルド様から引きはがしてみせる……そしてうまくいけば今度こそ私がジオルド様の婚約者に！

「待ってなさい！　カタリナ・クラエス。今度こそジオルド様を解放してもらうわよ！」

　私は椅い子すから立ち上がりそう宣言した。







★★★★★







「ぶへくしょん、ぶへくしょん……う～ん。風邪でも引いたかしら？　最近、寒くなってきたからな～。アン、何か温かい飲み物をお願いしてもいい」

　くしゃみとともに出てきた鼻水を啜すすりつつ、部屋に控えていてくれるアンにそう頼むと、

「かしこまりました」

　うやうやしくそう言って準備を始めてくれる。しかし、その後には「しかし、カタリナ様そのくしゃみは淑女としていけません」と小言もつけてくれた。

「はーい」

　と返事はしたものの、じゃあ、淑女らしいくしゃみって一体どんなものかしら？

　くしゃみのあとに『ですわ』とつければいいのかしら？　『ぶぇくしょんですわ』う～ん、これで淑女らしく聞こえるかしら？　よし、次からはそうしてみようかな。

　そんなことを考えていると、アンが温かい紅茶を淹いれて持ってきてくれた。お茶うけに美味おいしそうなクッキーもついている。さすがアン、できるメイドだ。

　お礼を言って、お茶を受け取り、口をつけると身体からだがほんわりと温まった。

　最近は室内にいても段々と肌寒くなってきている。秋が終わりもうすぐ冬がやってこようとしている。

　そして、その冬が終わり春になれは魔法学園に入学し寮での生活がスタートする。

　それまでに準備しなければならないことは多い。

　特に私の場合は向かう魔法学園に破滅が待ち受けているため、よりしっかり色々と準備しておかなければならない。

　それにしても過ごしてみればあっという間だったなー。

　八歳で前世の記憶を思い出し、そのままジオルドの婚約者に決まりはや七年。破滅フラグを一つでも少なくするために、なんとか婚約者という立場から逃れようと色々とあがいてみたが、結局いまだにジオルドとの婚約は継続されたままだ。

　幼い頃から美しく完かん璧ぺきな王子様と言われていたジオルド、それは成長しても少しも変わらなかった。

　むしろその美しさに磨きがかかりさらに多くの女性を引き付ける存在になった。

　勉強だって運動だってできるし、魔力も高い。その評判は年々あがる一方だ。

　それに比例して、婚約者である私に対する世の女性たちからの妬ねたみも年々ひどくなっていく。

　まぁ、でも実際には公爵家の令嬢である私に表だって何かしようという者は現れないのか実害をこうむったことはない。

　少々嫌みや、冷たい目で見られるくらいでなんてことはない。でも、これから学園に入ったら……どうなるかわからない。

　年々、人気があがるジオルド、ゲームでは腹黒くて、攻略が進むまでは主人公にも愛想笑いしか見せないような王子様だった。

　しかし、実際の彼はお飾りの婚約者にも親切で、よく笑ういい奴やつである。

　そんな彼とゲームの主人公が出会ったのなら……主人公も他ほかのたくさんの女性たちのようにジオルドに恋をするのだろうか？

　それにジオルドはどうなのだろう。たくさんの女性に言い寄られ、とても人気者の彼だが、彼の口から特定の女性の名前が続けて出てきたことはない。

　そういえば好みの女性のタイプなんかも聞いたことがない。

　ゲームでは主人公の他の令嬢たちとは違う破天荒なところに興味を持ち、その前向きで明るい性格に惹ひかれていくという設定だった。

　現実ではどうなのだろう、やはりジオルドは主人公に会ったら興味を持ち、やがて恋に落ちるのだろうか。

　もし、二人が恋に落ちたら、婚約者であるカタリナは邪魔な存在になる。

　今の私に二人を邪魔する気なんてさらさらない。むしろ心から応援する所存である。

　しかし、それでも学園に入ってゲームが始まったらどうなるかわからない。

　主人公に邪魔だと思われたら……今はよい友人であるジオルドだって、初めての恋に溺おぼれて我を忘れてしまうかもしれない。前世のマンガやアニメ、最近読んだロマンス小説にもそういった話は多々あった。

　だからこそ、学園に入るまでにしっかり準備しておかなくては！

「よし！　トムじぃちゃんの所にいって、ヘビの玩具おもちゃの調整をしよう！」

　クッキーをかじりながら、そう言って立ち上がると。

「カタリナ様、遊んでばかりいないで、そろそろ学園に入るための準備を始めたほうがよろしいと思いますよ」

　アンがぴしりとそう言ってきた。

「何を言っているのよアン、ヘビの玩具作りも大事な準備よ、学園に入るまでに完璧なものを完成させないといけないんだから！」

「え！　まさかカタリナ様、あのトムさんと作っている妙なものを学園に持っていかれるつもりですか？」

「もちろんよ！　あれは大事な武器になるんだから」

「武器って、一体なんの武器ですか！」

「破滅を防ぐための大事な武器よ！」

「また、わけのわからないことをおっしゃって……」

　そう言って額に手をあて、ため息をついたアンの元を後にし、私は庭師であり私の農業の師匠でありまた、ジオルド対策のヘビの玩具製作の協力者であるトムじぃちゃんの元へと向かう。

　よ～し！　魔法学園入学までにヘビの玩具をより完璧にしよう！

　私は鼻息荒く、さらに気合をいれて駆け出そうと踏み出して……一歩目でドレスの裾すそに引っかかって、ひっくり返った。

「はぐっう！」

　なんとか持ち前の運動神経を駆使して手をつき、顔面から床にダイブすることは免れたが、なんとも幸先が悪い感じとなってしまった。

　うぬぬ、なんでこの世界は普段着もこんな長くて動きにくいドレスなのかしら、普段着といえばジャージでしょうに！　日々、ジャージで過ごした前世が懐かしい。

　私はひらひらして無駄に長ったらしいドレスの裾を、ぐっと膝ひざまでたくしあげる。

　これでとりあえずはダッシュできる。このまま部屋に行って作業着に着替えてから庭に行こう。

　そうして、再び気合を入れ直し一歩を踏み出した。

　丁度その時、目の前の扉が開き、中からお母様が出てきた。

　がっつりと目が合ったお母様は初め『あらまぁ』という感じの少しびっくりしたような顔を見せた。

　しかし、その表情は私の全身を眺めた後に段々と険しくなっていった。

　お母様にはいつも『淑女はスカートの裾を翻ひるがえして歩いてはいけない』と注意されている。

　だが、今の私は裾を翻すどころか、がっつり膝まで全開に捲まくりあげている。

　普段はお母様の目に付くところでは、（怒られるので）こういうことをしないように気を付けていたのに、気合を入れすぎてついそんなこと忘れてしまっていた。

　もともときつめな顔つきがどんどん険しくなり、般はん若にゃに変身していくお母様。

　これはまずい……私は本能的に後ろに下がり、逃亡を試みたが……そこはお母様も長年、私の母親をやっているだけあって、私の行動をしっかり読んでいたらしく、さっとドレスの首元をつかみ瞬時に捕獲されてしまった。そして、

「ちょっと、私のお部屋へいらっしゃい」

　お母様の部屋という名の説教部屋へと連行されてしまった。

　そして結局その日はヘビの玩具作りどころか、庭にさえたどりつけなかった。

　しかも、学園へ入学してからの素行が心配だというお母様にまたマナーの勉強を増やされてしまった。

　こうして私の学園への入学準備はなかなか進まないまま時が過ぎていく。







「舞踏会ですか？」

「そう、舞踏会だよ。もうすぐ学園に入学だろう。その前に交友関係を広げるためにもそろそろいくつか出ておいた方がよいと思ってね」

　家族四人で夕食をしている時にお父様から出た言葉をそのまま聞き返すと、そう返された。

　そして『招待状がきているものからいくつか選んでおいたからよいと思うものに行ってみなさい』と言われた。

　今年で十五歳になった私は誕生日に舞踏会デビューをはたし、その後にはジオルドとアランの誕生日パーティーの舞踏会に出席したが、その他のちゃんとした舞踏会にはまだ出ていなかった。

　理由としてはジオルドたちの誕生日の舞踏会でパクパクとご飯を食べ、ごくごくとジュースを飲んでいたら、間違ってお酒を飲んでしまい、酔って会場でひっくり返り記憶をなくすという事態を引き起こしてしまったためである。

　それでも幸いにもパーティー会場の端っこでの出来事だったことと、その後に義弟や友人たちが迅速に対応してくれたことで、社交界の人々には知られずにすんだのだが……さすがにお父様たちのところにはしっかり知らせがいった。

　そのため、舞踏会はしばらく禁止、そしてお母様のマナー教室の強化が行われていた。

　そうしてこの時期まで日々、マナーマナーマナーと言われ続けてきたが……ようやく舞踏会オッケーがでたのだ。

　これでお母様のスパルタマナー教室もおしまいだと、とても喜んだが……そこはそこで継続らしい。というより、私のマナーが合格したから舞踏会がオッケーになったのではなく、そろそろ学園に入学するからいい加減に舞踏会にいくつか出しておかないとということらしい。

　魔法学園に入ると寮生活でなかなか貴族の社交界に出ることができなくなるのでというのがどうも大きいらしい。

　私のマナーが認められたわけではなかった。

　なぜだ、もう何年もこんなに真ま面じ目めに淑女らしくしているのに、一向にお母様マナー教室の合格が出ない。きっとお母様が完璧主義すぎるからなんだろう。

　まぁ、そういったわけでマナー教室は継続だが、舞踏会には参加できることとなった。

　舞踏会は子どもたちのお茶会とは違ってお菓子じゃなくて、美味しい食事がたくさん出るから楽しみだ。

　キースにも相談して、お父様がピックアップしてくれたいくつかの舞踏会から、参加するものを選んだ。







「どうして、この舞踏会を選んだんですか？」

　いつものようにうちに遊びに来ていたジオルドに、さっそく久しぶりに参加することにした舞踏会のことを話すと、なんだか微妙な顔をされ、そんな風に聞かれた。

「ああ、私は特にどこでもよかったんですけど、なんかキースが、これがいいらしくて」

　私はあまり社交界のことはわからないし、そもそもすでに私でも大丈夫そうなところをお父様が選んでくれているわけで、本当にどこでもよかったのだが、キースには好みがあったらしく、ここがよいと強い希望があったためにそこに決めた。

「キース、君、わざとですね」

　ジオルドがなぜか眉まゆをよせ、キースにどこか冷たい視線を向けた。

「なんのことですか」

　対するキースは、そう言って微笑ほほえんだ。

「何か問題があるんですか？」

　どうも微妙な顔のジオルドにそう聞いてみれば、

「舞踏会自体には問題はないんですが、この日、僕は隣国からの客人を迎える役目があって抜けることができないんですよ」

「そうですか、それは大変ですね。それで何がいけないのですか？」

　王族であるジオルドにはまだそれほど多くないが外交の仕事があることがある。王族は大変だ。

　でも、それでジオルドが抜けられないからなんなのだろう、舞踏会に出るのは私なのだから別に何も問題ないと思うのだが。

「はぁー、カタリナ。舞踏会にはエスコートが必要でしょう。そしてエスコートは基本的に婚約者がするでしょう」

「あ、そうだった！」

　そういえばお茶会と違って舞踏会にはエスコートが必要だったんだ。しばらく出てなかったからすっかり忘れていた。

　舞踏会に出る時は婚約者であるジオルドの都合も確認しなければいけなかったのだ。

「ごめんなさい。すっかり忘れてて……でももう出ますって返事しちゃったのよね。どうしよう」

　困ったな～、一度、出ますって言ったのにキャンセルって大丈夫なのかな？

「大丈夫だよ義姉ねえさん、エスコートは、一応は婚約者ってことになってるけど、家族でも構わないんだから、この舞踏会では僕がエスコートするよ」

　困る私に優しい義弟がそう言ってくれた。

「よかった。ありがとうキース」

　喜ぶ私とは、対照的にジオルドはなぜか不服そうな顔をしていた。

「やってくれましたねキース」

「なんのことでしょうか。まぁ、今回の舞踏会では僕が義姉さんのエスコートをしますから、ジオルド様はお客様のお相手を頑張ってください」

　そう言ったキースはとてもいい笑顔だった。

　こうして、私はキースのエスコートの元、人生で三回目の舞踏会に望むこととなった。
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　今回の舞踏会はクラエス家の親しん戚せき筋すじが主催したのもので、そんなに大きなものではないらしい。

　それでもやはり貴族の淑女はめかしこんでいかなければならないらしく、また早くからやれ髪を整えるだの、肌を整えるだのとさんざんと引っ張りまわされた。

　そしてさあ、舞踏会へという時間には、いつもの悪役令嬢から、そこそこ見られる悪役令嬢ができあがった。

「さぁ、義姉さん」

　本日のエスコート役であるキースが私に手を差し伸べてくれる。

「ありがとう」

　差し出されたキースの手をとり、一緒に馬車へと向かう。

　馬車に乗る時にも、キースが手を貸してくれる。

　美少年に手を貸され、ドレスアップして馬車へ、気分はすっかりお姫様だ。

　まぁ、身分的には本当にお姫様に近いのだが、なにぶん普段は周りがあまりお姫様扱いしてくれないからな（お母様からの指示があり、うちの使用人たちは意外と私に手厳しいのだ）。

　馬車が走り出すと、

「義姉さん、今日きょうはくれぐれもお酒は飲まないようにね」

　お姫様気分でウキウキしていた私に、キースがぴしりとそう言ってきた。

「もう、わかってるわよ。お母様にも何度も何度も言われたもの」

　今回の舞踏会に参加するにあたりお母様にはそれはそれは色々と言われてきた。

　決してお酒は飲まない、ドレスの裾は翻さない、食事は食べすぎてはいけない、大きな口を開けて笑わず軽く微笑む程度にする、間違っても口にものをいれたまましゃべらない、走らない、一人で勝手にウロウロしない、落ちているものは食べないなどなど（というか、最後の方もうお母様の中で私ってどういう存在なんだろうっていう感じだった）。

「前回の失敗で私も学んだんだから大丈夫よ！　私は失敗は繰り返さない女よ」

　私は胸を張ってそう宣言したが、キースはそんな私を見て、うつろな表情になった。

「……いや、全然繰り返してるから、むしろ繰り返さなかったことないでしょう。それただ失敗をすぐ忘れてるだけだから」

「……」

　なんとなくあたっているような気がして、言い返せなかった。

　結局、その後もキースの小言は続き、私のお姫様気分は一気に先生に叱しかられている生徒気分へとシフトした。

　そうしているうちに馬車は舞踏会の会場であるお屋敷へと到着した。







「ようこそいらっしゃいました。今夜はぜひ楽しんでいってください」

　そう言って迎えてくれた屋敷の主あるじに、挨あい拶さつとお礼をすませば、そこから先は自由時間である。

　といってもとりあえず知っている人同士で挨拶とか交わさなければならないらしいが、なにぶんまだ舞踏会参加は三回目である私にはそう知り合いもいない。

　しかし、義弟キースは先ほどからだいぶたくさんの人に声をかけられている。

　キースは舞踏会禁止の私と違って、社交界デビューしてから定期的に舞踏会にも出ているし、お父様について色々と回ったりしているから知り合いも多いらしい。

　そういうことで声をかけられるのもわかるが、それでもかなりの数だ。少し進むごとに声をかけられる。そして、その大半が若い女性である。

　まぁ、キースはクラエス家の跡取りで婚約者が決まっていない（しかも美形で性格もよい）という独身女性からしたら、かなりの優良物件だからな。

　なので、そんなキースにエスコートされている私への女性たちの視線は厳しかった。今までキースは舞踏会で初めから特定の女性をエスコートしていたことがなかったらしく、出会う女性出会う女性に『そちらの女性は？』と敵意ある目を向けられた。

　それでも『義姉のカタリナです』としばらく挨拶していれば、とりあえずそれも落ち着いたが……『エスコートしているのは姉らしい、ならば私が』という輩やからがわんさかやってきて気が付けば、キースと離れ離れになってしまった。

　といってもまぁ、キースはあの若い女性ばかりの人だかりの中にいるんだろうけど……あそこに入り込んでいくのもな～。

　お母様には何かしでかすといけないから必ずキースと一緒にいるようにと言われたけど……うんざりするくらいマナーのレッスンも受けたし、正直、もう子どもでもないんだから大丈夫よね。

　よし！　とりあえずキースは少しお腹なかを満たしてから迎えにいこう。

　まずは腹ごしらえだ！

　そうして、私は会場の端の方にある立食式の食事スペースへと進んだ。

　おぉ、やっぱり舞踏会の食事は手がこんでるわね。並べられた、たくさんの食事を前に私は感動した。

　柔らかそうなお肉に、綺麗に盛り付けられたサラダに魚介類、もうよだれが出そうなほど美味しそうだ。

　あぁ、どれから食べようかな、やはりここはまずお肉からいってしまうか、それともサラダからいってお腹をならそうか。

　いっぱい種類があって迷うな～。できれば全種類食べたいんだけどな～。

　うん、よし決めた！　お肉からいっちゃおう。お腹いっぱいになってはいらなくなると悪いからね。よ～し、いただきます。

「カタリナ・クラエス様ですか？」

「……はぅぐ」

　ちょうど肉にかじりついた瞬間に呼ばれて振り返ったので、変な声が出てしまった。あとついでに肉をくわえたままというなんとも間抜けな姿だ。

　相手の方もまさか肉をくわえているとは思っていなかったのであろう、振り返った私の姿を見てぎょっとした様子だ。

　しかし、そのぎょっとした顔には見覚えがなかった。

　亜麻色の髪に緑の瞳ひとみのたぶん私と同じくらいの年の女の子、それもかなり可愛い子だ。メアリやソフィアとはれるくらいの美少女。

　こんな美少女の知り合いいたかしら？　疑問に思いながらも、とりあえずくわえていた肉を体内にいれてしまうべくもぐもぐと口の中にしまった。

　美少女はそんな私を呆ぼう然ぜんとしながら見つめていたが、私が肉をしまい終わるとはっとしたように、

「お久しぶりです。私マーシャ・キャトリーでございます」

　と挨拶をしてきた。貴族令嬢の正しい挨拶だった。

　そして「お久しぶりです」ということは知り合いのようだ。しかしまったく思い出せない。困ったな。

　だが、挨拶されたならこちらも返さなくてはならない。なので私も、

「お久しぶりです。キャトリー様」

　としっかり肉を飲み込んで、とりあえず優雅に挨拶を返したのだが……。

「ところでカタリナ様はまだジオルド様と婚約してらっしゃるのですか？」

　マーシャと名乗ったおそらく知り合いの美少女は私の挨拶に食い気味に、そう言って身を乗り出してきた。

「あ……はい」

　そのあまりに急な発言と迫力に思わずやや後退しつつ返事をすると、マーシャはその綺麗な眉をキッと吊つり上げた。

「いい加減に解放して差し上げてください！」

「……え？」

　話の流れがまったくわからない。急になんだ？　かいほう？　介抱かな……。

「え、あの誰か具合でも悪いんですか？」

　とりあえずそう返すと、

「はっ、何をおっしゃってるんですか」

　冷たい目線を送られた。どうやら、違ったらしい。じゃあ、なんの話だ。なぜ、私はこんな所で美少女に凄すごまれているんだろう。まったくわからん。

　訳がわからずただ混乱していると、

「まったくわざとらしくしらばっくれて、なんて図々しい人なの！　そうやってジオルド様のことも束縛されているのでしょう！」

　おぉ、そうかジオルド関係か！

　人気者の王子様ジオルドの婚約者という立場である私は、ジオルドのことが好きな女子に徹底的に嫌われている。

　似合わない、釣り合わないなんて陰口はしょっちゅうだ。まぁ、実際に私だってそう思っている。

　しかし、

「ジオルド様がお可哀相です！　もう、七年もあの方を縛りつけたのですからもう十分でしょう！」

　こんな風に正面から言われるのは初めてかもしれない。しかも、なんか私が無理やり束縛していることになっている。

　マーシャの声がそれなりに大きいので、少しずつ注目を集め始めている。

　う～ん。これは少しまずいな。

　また、クラエスさんちのお嬢さんが何か目立ってましたよとかお母様の耳に入ったらまた怒られるかも……しかし、どう話せばわかってもらえるやら……。

　どうしようと困っていると、

「義姉さんどうしたの？」

「キース！」

　頼りになる義弟がとってもいいタイミングで、群がる女性たちの猛追を巻いてやってきてくれた。

『いや、このマーシャちゃんっていう美少女にジオルドのことでちょっと絡まれてて―』と私がキースに説明するよりも早くに、

「キース・クラエス様ですか？」

　マーシャが声をあげた。

「はい、そうですが？　あなたは？」

　いぶかしげにキースが問えば、

「私はマーシャ・キャトリーと申します」

　マーシャは私にしたようにしっかり挨拶をして、そして続けた。

「キース様のこともたくさんお聞きしましたわ。七年前にクラエス家に引き取られたと」

「……はい、そうですが」

　キースは返事をしつつ『この子は一体何なんなの？』という視線を私に向けてきたが、ごめん、それは私にもよくわからない。

　困惑をする私たち義姉弟をよそに、マーシャはひどく表情を曇らせ、

「お可哀相に」

　と顔を伏せた。

　え？　どういうこと。ますます困惑する私たちをよそにマーシャは一方的にまくしたてた。

「養子として引き取られたという弱い立場のせいで、こうしてエスコートを強要されたり、理不尽な目にあわされて」

　そこまでがーっと勢いよくしゃべると、マーシャはぐっと顔をあげ、キースに視線を合わせると、

「キース様のことも私が救ってさしあげますから！」

　キラキラした目でそういうと、今度は私にキッと向き直り、

「覚悟しておいてください！」

　敵役の去り際のような台詞せりふを投げつけ、『では』と颯さっ爽そうと去っていった。

　私たちはあまりの迫力と呑のみ込めない事態に固まっていたが……少しして正気に返ったらしいキースに、

「さっきの子は一体何だったの？」

　と聞かれたが、答えることはできなかった。

「私にも何がなんだか……」

　おそらくジオルドのことが好きで狙ねらっている令嬢の一人だとは思うのだが……なにぶん、今までに出会ったことのないタイプだ。いや出会ってはいるのか、お久しぶりって言ってたし、でもキースは初対面みたいだし、一体何者なのだろう。それになんか色々と誤解しているっぽかったし。

　ゲームのカタリナでもあるまいし、ジオルドを束縛した覚えなどまったくないのだけど、それにキースのことも養子で弱い立場だから、無理やり付き合わせてるなんてそんなこと……あるのだろうか？

　確かにキースは身分の低い遠い分家からクラエス家に養子に入っている。確かにその立場は弱いのかもしれない。

　しかし、お父様は義姉弟平等の扱いだし、お母様に至っては明らかにキース贔屓びいきなので、すっかりその辺、失念してたが……実際にキースがどう思っているかはわからない。

　私が畑を作りたいといえば付き合ってくれ、街に行きたいといえば付き合ってくれ、こうして舞踏会でエスコートもしてくれる。

　いつも「いいよ」と笑ってくれるから、つい甘えていたが……マーシャの言ったとおり養子という弱い立場から断れなかったのかもしれない。

　私が考えなしだったばっかりに、キースにいらぬ苦労をさせていたのかもしれない。

　むしろ、迷惑に思って嫌われてたかも……ああ、私の馬鹿馬鹿！

「キース、今までごめんね。これからはちゃんと気を付けるから嫌わないで」

　いっきにとても申し訳ない気持ちになり、キースにそう謝ると、

「え！　なんで、今の話の流れからごめんで嫌わないでになるの」

　意味がわからないとあきれるキースに、マーシャの言ったとおりに、キースが養子だからと遠慮し無理して私に付き合っているのではないかと考えたことを話すと、

「……義姉さんの思考っていつも一人で勝手に暴走するよね」

　そう苦笑交じりに言われた。そして、そのまま右手で優しくポンと私のオデコを叩くと、

「確かに僕はクラエス家に養子に迎えてもらった訳だけど、そのことで特に何かを我慢したり、無理に強制させられたことなんてないよ。義姉さんと一緒にいるのも僕自身の意思だよ。僕が義姉さんを嫌いになるなんてありえないよ」

　とても優しい笑顔でそう言ってくれた。

　よかった！　嫌われてなかった！

　すごく嬉うれしくなった私は、ここが舞踏会の会場だということも忘れて、喜びのあまりキースに抱き着いた。

「ありがとうキース。大好きよ！」

　いつもなら、淑女としていけない行為だとたしなめてくれるキースだったが、この時はなぜか固まったまましばらく動かなかった。

　そのため私はぎゅぎゅうとキースに抱き着き続けて……また、クラエスさんちのお嬢さんがはしたないことをしていたとお母様に伝わり、ひどく怒られることになってしまった。

　ちなみにマーシャ・キャトリーという例の美少女はお父様いわく、ジオルドとの婚約が決まる一年くらい前に少しだけ会ったことがあるらしかった。

　昔だし、一度だけだからカタリナは覚えてないだろうなとお父様は苦笑したが、まさにその通りであった。

　そして自慢ではないが、あと数日たつとまた忘れてしまう気もした。
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　私、マーシャ・キャトリーはカタリナ・クラエスの束縛から愛いとしのジオルド様を解放して差し上げようと決めた訳だが……お父様の力もなくなり、何年も王都を離れていた私には以前のようなコネもなくなってしまっていた。

　なので、カタリナの悪評を広め、周りからの圧力で婚約者の座から引き下ろすという作戦はもう使えない。

　では、どのようにすればあの女を婚約者から下ろすことができるのか。

　いくらあの女がジオルド様にふさわしくはない人物だとしても、その身分だけは私より高く力を持っている。

　そのため、単純に私の方が王子様にふさわしいと対抗したところでどうにもならないだろう。

　いい案が浮かばず、とりあえず今のカタリナについての情報を集めるべく、私と同じように以前ジオルド様の婚約者候補であった令嬢たちから情報収集を行った。

　すると、やはりカタリナは七年前と変わらずそれほど美人でもなく、それほど賢いわけでもなく、魔力も大したことがないというジオルド様にまったく釣り合わない女のままであることがわかった。

　婚約者候補だった他の令嬢たちも皆、今でも納得できないままだと憤慨していた。

　しかし『では、一緒にあの女を蹴落としてやりましょう！』と声をかけてみても、皆『それはちょっとできない』と一様に顔を伏せるのだった。いくら声をかけてもそうして断られた。

　もしかしたらあの女が何か圧力をかけているのかもしれない。ますます許せないと思った。

　より闘志を燃やした私はまだよいアイディアは浮かばないがとりあえず敵と直接対たい峙じしてみようと思った。

　実際にあれから七年たって成長した悪女カタリナ・クラエスをこの目で見てみなくては！

　私はなんとか昔の伝つ手てを頼りにカタリナが参加するという舞踏会を突き止め、自らもそこへと向かった。







　そこそこの身分の家のそこそこの規模の舞踏会。そんなに大きなものでもないが小さなものでもないため、それなりの人数が参加していた。

　正直、昔少し見ただけのカタリナの顔はいまいちうろ覚えだったが、彼女が舞踏会に参加するならばそのエスコートは現在、まだ婚約者であるジオルド様がさせられているはずだから彼を探せばよいと思っていた。

　むしろ、そうして七年ぶりにジオルド様にお会いできることを楽しみにしていたのに……そこにジオルド様の姿はなかった。

　もしかして、情報は間違っていてカタリナはこの舞踏会には参加していないのではないかとも思ったがそうではなかった。他の参加者に聞いてみれば、今日のカタリナのエスコートはジオルド様の都合が悪く、義弟が行っているということだった。

　きっと、ジオルド様はカタリナの束縛に耐えかね、都合をつけてエスコートを断っているのだ……なんて、可哀相な私の王子様。それにジオルド様の代わりにカタリナをエスコートさせられているというキース・クラエスという少年も。

　私が王都を去る少し前にクラエス家は一人娘であるカタリナが王子の婚約者に決まったために、家を継がせる養子をとったと聞いていた。どうやら、だいぶ低い身分の家から引き取ったらしいと。

　そんな養子の彼がクラエス家の実子であるカタリナに逆らうことなどできないのであろう。

　それで今日のように強引にエスコートなどにひっぱりまわされているのだ。

　カタリナ・クラエスというのは本当になんてひどい女なのだ！　許せないわ！　どうしても一言は言ってやらなくては。

　私は、舞踏会に集う人々に尋ねながらカタリナを探した。

　会場の隅に佇たたずんだ茶色の髪の少女、おそらくあれがカタリナだろうとの情報を得て私はそちらに向かった。

　そして、その少女の後ろにたどり着くと、小さく深呼吸をして声をかけた。

「カタリナ・クラエス様ですか？」

　私の声に少女が振り返る。

　そして、私は七年ぶりにカタリナの姿をこの目にしたわけだが……これは一体どういうこと？　私はあまりの衝撃に凍り付いた。

　振り向いたのは吊り上がった水色の目がきつい雰囲気を醸し出している少女、……しかし、そんなことよりも……口にくわえているのは一体何？

　そう振り向いたカタリナの口には何らかの食事と思われるものがくわえられていた。

　どういうこと、なんなのこの状況は？

　私がひたすら混乱しているうちに、当のカタリナは素知らぬ顔でくわえていたものを咀そ嚼しゃくした。

　え、なんで素知らぬ顔で食べ続けるの？　あれ？　私が王都から離れている間に淑女の在り方が変わったの？　それともこれは幻覚？　久々の舞踏会で疲れて幻覚を見ているの？　なんなの？　どういうこと？　…………はっ！　カタリナがくわえていたものをすべて飲み込んだ頃、私はようやく正気に返った。

　目の前には何の御用ですか？　というようにカタリナが微笑んでいる。

　今のはきっと幻だったのね……私は今、目の前で繰り広げられた信じられない光景を記憶から抹消した。

「お久しぶりです、私マーシャ・キャトリーでございます」

　自分から声をかけたからにはきちんと挨拶をしなければならない。私は貴族令嬢としてきちんとした淑女の礼を行った。すると、カタリナも挨拶を返してきた。

「お久しぶりです。キャトリー様」

　さすがにちゃんとあいさつは返せるようになっていたカタリナに私は、すぐに、

「ところでカタリナ様はまだジオルド様と婚約してらっしゃるのですか？」

　と確認を行うと、

「あ……はい」

　カタリナはしれっと頷いた。

　まるで当然のようなその様子に、かっと頭に血が上った。

「いい加減に解放して差し上げてください！」

　初めは穏やかに話していくつもりだったのに……気が付けばそんな風に声をあげていた。

　哀れな私の王子様のことを思うと胸が痛くて我慢できなくなったからだ。それなのに、

「え、あの誰か具合でも悪いんですか？」

　カタリナはとぼけたようにそう返してきた。ああ、なんて女なのだろう、さらに怒りが増してきた。

「はっ、何をおっしゃってるんですか……まったくわざとらしくしらばっくれて、なんて図々しい人なの！　そうやってジオルド様のことも束縛されているのでしょう！」

　ジオルド様にまったく釣り合わないくせに、些さ細さいな傷と身分をたてに無理やり婚約者で居続けるひどい女。

「ジオルド様がお可哀相です！　もう、七年もあの方を縛りつけたのですからもう十分でしょう！」

　予定とは違い怒りでどんどんと感情的に言葉があふれてくる。

　しかし、相手は何も返さずただ静かにこちらを見ている。きっと、私を下に見て相手にしないつもりなのだろう。それは七年前と変わらない高慢な態度だ。

　私は悔しくなり唇を噛かんだ。すると、

「義姉さんどうしたの？」

　一人の少年がこちらに寄ってきて、そう声をかけてきた。

「キース！」

　カタリナが声をあげた。

　もしかしてこの人が噂のクラエス家の養子キース・クラエスなのかしら？

「キース、クラエス様ですか？」

　そう尋ねると、

「はい、そうですが？　あなたは？」

　と返事がきた。麻色の髪に青い瞳のキースはジオルド様とはまたタイプの違う色っぽい雰囲気の美少年だった。

「私はマーシャ・キャトリーと申します。キース様のこともたくさんお聞きしましたわ。七年前にクラエス家に引き取られたと」

「……はい、そうですが」

　この人もカタリナにつらい目にあわされているのね。

「お可哀相に……養子として引き取られたという弱い立場のせいで、こうしてエスコートを強要されたり、理不尽な目にあわされて」

　カタリナのひどい行いを許してはならないわ！　私はキース・クラエスに視線を合わせた。

「キース様のことも私が救って差し上げますから！」

　そして、カタリナに向き直り、

「覚悟しておいてください！」

　そう宣言して、会場を後にした。

　胸がどくどくと激しくなっていたが、決意は固まった。
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　非常に非常に不快ではあるのだが、報告しない訳にもいかない。

　なぜなら、もし次の舞踏会があるのなら、（とても悔しいことだが）彼女をエスコートするのは彼になるのだから。

　初めは手紙でもと思ったが、今日はちょうど父について城に行く用事があったので、そのついでということで、僕、キース・クラエスはジオルド・スティアートの元をしぶしぶながらも訪れた。

　そうして案内された部屋へ入ると、

「やぁ、君が僕の元を訪ねてくるなんて珍しいですね」

　ジオルドは笑顔を浮かべてそう言った……しかし、どうもその笑顔には違和感を覚える。

　なんか目の奥が笑ってない感じなんだよな。まぁ、他の奴らにはわからないようなわずかな違和感なのだろうけど（おそらく部屋に待機している使用人たちは気づいていない）。

　自分だって普段、彼が義姉カタリナの前で見せる屈託ない笑顔を見ていなければ、その違和感には気づけなかっただろう。

　ジオルド・スティアート、僕が知っている限り彼が眩まばゆいばかりの笑顔を見せるのはカタリナの前だけだ。

　それだけ、彼にとってカタリナは特別な存在なのだろう。だからこそ、彼はカタリナを手にいれようと必死だ。

　でも、僕にとってもカタリナはそれはそれは特別な存在で、絶対に他者に渡したくない女性なのだ。

　だから、僕にとって彼は厄介で強力な恋敵であり、なれ合う相手ではない。

　なので、今日もこうしてやってきたが、先日の舞踏会でのことをさっと報告したらすぐに帰るつもりだった。

「実はジオルド様に、先日の舞踏会でのことでお話ししておくことがありまして」

　そう切り出すと、ジオルドはその美しい眉を少し寄せた。

「あぁ、君が僕の外交の仕事を利用してまんまとカタリナのエスコート役についたあの舞踏会のことですか」

　目の笑っていない笑顔で嫌みったらしくそう返された。これはかなり根に持たれている。

「そうです。その舞踏会です」

『いつもは婚約者だからと自分がエスコートしてるんだから、一回くらいいいじゃないか』と思いつつも、口に出すとまたどんな嫌みで返されるかわからないので、とりあえずそう頷いておく。

　なにせジオルドはその王子様らしいきらびやかな容よう貌ぼうとは裏腹に性格はあまりよくないのだ。

「その舞踏会で、義姉がある令嬢に絡まれまして」

「絡まれたですか？　それはいつもの嫌みではなくてですか？」

　そう、義姉はジオルドの婚約者という立場から他のジオルド狙いの令嬢たちからよく嫌みを言われている。

　ただし、それは面と向かってではなく、近くで聞こえるように言われるというものだ。

　それでも近くでこれみよがしに嫌みを言われれば、気持ちが沈み落ち込むようなものなのだが、義姉ときたら……。

『今日のご令嬢たちの嫌みレパートリーは少なかったわね。品がないと華がないばっかりで、あまり面白いものがなかったわ』などと話して、その翌日にはそんなこともすっかり忘れてしまっている。義姉にご令嬢たちの嫌みは全くきいていないのだ。

　そんなわけでその辺のことは、いくら牽けん制せいしても次がやってくるし、たいした害になることもなく、何より義姉がまったく気にしていないので放置しているのだが……しかし、今回のことはさすがに放っておくとまずい気がする。

　なにせ、今までの令嬢たちと違い面と向かって義姉に挑み、そしてこれから攻撃をする宣言をしてきたのだから。

　僕は舞踏会に現れたその少女のことを詳しくジオルドに話した。

「……あぁ、あのマーシャ・キャトリーですか」

　話を聞き終えるとジオルドは苦笑を浮かべながらそう漏らした。

「知っているんですか？」

　姉は婚約前に少し会ったことがあるらしい（本人には覚えなし）がジオルドも知り合いだったのか？

「ええ、以前に少しだけ。そういえば彼女も魔力保持者でしたから、春から学園に入るために戻ってきたんですね。それにしても父親は彼女に何も話さなかったようですね」

「？」

　後半、独り言のように呟かれたその言葉の意味がわからず怪け訝げんな目で見つめていると、

「ああ、安心してください。そのマーシャという女性のことは僕がなんとかしておきますから」

　そう言ってとてもよい笑顔を向けられた。

　それはよい笑顔だったのに……背中がぞわりとした。なんとなくあのマーシャという少女のこの後がほんの少しだけ心配になった。

　まぁ、でも僕だってもし本当にあの少女が義姉になにかするようならば許すつもりはないが。

「それよりキース、君に聞きたいことがあったんですが？」

　再び胡う散さん臭くさいいつもの笑顔になったジオルドがそう言ってきた。

「なんですか？」

　と聞き返せば、

「いえ、前回の舞踏会で何やらカタリナが君とだいぶ密着していたという噂を耳にしてね。その辺を詳しく教えてほしいんですが」

　再び背がぞわりとする笑顔を向けられた。しかも今度は他人事ではない。

「……」

　何かよい言い訳を考えたが、とっさに何も浮かばず、無言になってしまった僕にジオルドが、

「ねぇ、キース。教えてください」

　と迫ってきた。

　結局、その後、さっさっと帰るはずだった僕の計画は破たんし、だいぶ拘束されることになってしまった。
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　前回の舞踏会でまた少しやらかしてしまい、いつものようにお母様にたっぷり怒られた私だったが、今回はもう学園に入学するまで日もないということで舞踏会禁止にはならなかった。

　なので、また新たな舞踏会に参加することとなった。

　そして今回はジオルドの方からお誘いを受けたので、エスコートも彼にやってもらうこととなった。

　ただ今度は、前回エスコートしてくれた義弟キースが『どうしても外せない予定があるんだ』となんとも複雑そうな顔で言ってきた。きっとそうとう大事な予定なのだろう。

　心強い義弟がこられないのは残念だが、そこは『わかったわ、気を付けてね』と返事をしておいた。するとキースにも『義姉さんもくれぐれも』と言われたので、『ええ、今回はなんの粗相もしないように気を付けるわ』と返したら『そういうことではないんだけど……』となぜか微妙な顔をされた。

　ではどういうことか聞いたけど、濁されてしまった。なんだったのかしら？

　ちなみに今回参加する舞踏会は前回参加したものより規模が大きい。よって人数も多い。

　今回、何かやらかしたら……お母様の部屋という名の説教部屋にしばらく監禁されるかもしれない。

　舞踏会に出発する前に見送りに出てきたお母様の不気味な笑顔と『気を付けなさい』という地を這はうような声を思い出し、私は気を引き締めた。

「さあ、お手をどうぞ愛しの婚約者殿」

　まったく恥ずかしげもなくそう言って手を差し出したジオルドは、さすが乙女おとめゲームの王子様だった。気き障ざな台詞もすごく似合っている。

　ただそうして優雅にエスコートされているのが、彼に似合いのお姫様でなく悪役令嬢なのが残念なところだが……そんなことを考えながらジオルドの手をとり会場へと入る。

　広々とした会場にはもうたくさんの人々が集っていた。ここからまた挨拶まわりのスタートである。ああ、めんどう。

　しかも今日は王子様であるジオルドと一緒なので、挨拶してくる人も多い（同じく令嬢たちの刺すような視線も多いが、まぁこれは、ジオルドと公の場に出ればいつものことだ）。

　そんな訳で、最初こそジオルドに付き合って挨拶していたのだが……いい加減に疲れてきた。

　もう、そこそこの人数の挨拶に付き合ったし、そろそろいいわよね。よし。私は意を決して、

「私、少し疲れてしまいましたので、休憩してきますわ」

　と挨拶が途切れたすきを狙ってそう言うと、素早くジオルドから離れた。

　だてにお母様との追いかけっこを繰り返していない、私の逃げ足は速いのだ。さすがのジオルドもついてはこれなかったというより、少し歩いたところで、すぐに別の貴族につかまってしまっていた。

　そんなジオルドに心の中で詫わびつつ、会場の隅に設置された私の舞踏会唯一の楽しみである飲食コーナーへと向かった。







「うむ、ここのおうちはデザートか」

　飲食コーナーで腕を組んで私はうむうむと頷く。

　今回で舞踏会は四回目、しかし一つは自分のうちでもう一つはお城なので、よそのおうちで普通の舞踏会は二回目となるわけだが……それぞれの舞踏会を行うおうちによって用意されている食事にかなり違いがあると気づいた。

　我が家での初参加の舞踏会はそれなりに高位な家柄なのと私のお披露目会を兼ねてたので、かなり豪勢にすべての食材をまんべんなくだったし、もちろん国の最高峰の王族主催のものはそれ以上にすごいものだったが……さすがに一貴族の舞踏会で食事にいちいちそこまで力を入れてはいないらしいことが前回の舞踏会でわかった。

　それでも、前回の舞踏会ではサラダがすごく凝ったもので美味しかった。そして、今回のところはデザートがとても充実している。

　すべてを豪勢にはできないが、こだわりを持ってということかしらね。うん、粋な計らいだわ。

　そうしてこだわって作られているのに、皆、挨拶したり踊ってばかりでほとんど食事に口をつけないなんてもったいなさすぎるわ！

　よ～し、私がしっかり味わってあげましょう！

　そうして、私はお皿を片手に、まず前菜と思しきサラダから食べ始めた。

　レタスっぽい菜っ葉を口に入れ、これは新鮮でうまいわ～、かかってるドレッシングも絶妙ね～ともしゃもしゃとしていたら、

「そちらの方、よかったらこちらもいかがですか？」

「はぇ」

　ちょうど新たな菜っ葉をくわえた瞬間に呼ばれて振り返ったので、変な声が出てしまった。あとついでに菜っ葉をくわえたままというなんとも間抜けな姿だ。

　声をかけた相手の方もまさか菜っ葉をくわえているとは思っていなかったのであろう、振り返った私の姿を見てぎょっとした様子だ。

　しかし、そのぎょっとした顔にはなんだか見覚えがある気がした。

　あれ、どこかで見たことがある気がする。誰だっけ？

　黒髪に緑の瞳のたぶん私と同じくらいの年の女の子、それもかなりの美少女。

　疑問に思いながらも、とりあえずくわえていた菜っ葉を口の中にしまってしまうべくもしゃもしゃと咀嚼した。

　美少女はそんな私を茫然としながら見つめていたが、私が菜っ葉をしまい終わるとはっとしたように、

「こちらの飲み物がとても美味しいのですよ。よかったら、どうぞ」

　笑顔でグラスを差し出してきた。

　こういった場で名前を名乗らなかったということは、先ほど挨拶したうちの一人だろうが……たくさんいたので思い出せなかった。

　あえてまた尋ねるのも失礼なので、とりあえず、先ほどはどうも的な感じで微笑んで、

「ありがとうございます」

　と差し出されたグラスを受け取る。

　グラスの中身は薄い紫色の飲み物だった。おそらくぶどうジュースかワインかといったところだろう。

　ワインだとまずいと思い（母や皆にお酒を控えるように言われているので）匂においを嗅かいでみたが甘く美味しそうな匂いだけでアルコールの匂いはしなかった。よし、大丈夫そうね。

　差し出してくれた美少女にもう一度、微笑んで、飲み物を喉のどに流しいれる。

　甘くてまろやかな味が口に広がった。

　うん、美味しいわ。なんだかくせになる味わいだ。お代わりが欲しい。

「すごく美味しいですね。もっと飲みたいですわ」

　そういうと美少女は『まぁ、ではもっとどうぞ』と親切に新しいグラスを差し出してくれた。

　なんて気の利くいい子なのだろう。

「ありがとうございます」

　お礼を言って二杯目のグラスを受け取り、口に含んで少し飲み始めたら……あれ？

　なんだか以前にも感じたことのある感覚が……ぐらりと景色が回転し始めた。

　あれ？　あれ？　なんで？

　そうして私の意識はふわふわとしたまどろみの中に落ちた。

　意識が落ちる寸前に舞踏会の華と呼ばれる親友の声が聞こえた気がした。
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　私、マーシャ・キャトリーが前回の舞踏会で、カタリナ・クラエスに対峙し数週間がたった。

　思ったとおりの悪女のまま成長していたカタリナを見てなんとかしなければという思いをさらに高めた私はそれは色々と考えた。

　だが、やはり昔考えたようにまずあの女の評判を徹底的に下げ、そしてジオルド様の婚約者からひいては社交界から追いやるのが最適であると結論に達した。

　しかし、私には以前のような父のコネも、多くの協力してくれる友人たちもいないのが現状だ。

　ならば、私自身が直に動いてあの女に評判を落とすような失敗をしてもらうしかあるまい。

　それは少し汚いやり方な気もしたが、あの女自体が汚いやりかたで婚約者に君臨しているのだから、目には目で対抗しなければ。

　そうして色々な作戦を考えたが、とりあえず一番すぐにできそうなものを実行に移すと決めた。

　まずはもう一度、あの女の参加する舞踏会を調べそれに出る。そして、舞踏会の会場で皆の前であの女に失態を犯してもらう。

　実は以前、父が懇意にしていた薬師が王都におり、そこで少々怪しげな薬を売っていた。

　国が禁止している非合法なものではないが、匂いのしないアルコールや、少しの酒でも強く作用してたくさん飲んだような状態にする薬品など、あまり世間に流通してはよいことがなさそうなものをひっそりと売っているのだ。

　そして、私はそのあまりよくない二つの薬品を購入した。

　この二つの薬品を混ぜてあの女に会場で飲ませることができれば、おそらく女はかなり酔っぱらうはずだ。そのまま会場の中心にでも行かせれば完璧だ。

　きっとひどい醜聞として社交界に流れるはずだ。

　だが、これが簡単にうまくいくとは思えない。なにせ私は、先日の舞踏会で挨拶をしてなおかつ宣戦布告までしており完全に顔を知られている。おそらく警戒されているだろう。

　しかし、こうしたことに協力してくれるような人物も思い浮かばず、また他人に頼んでとんでもない失敗になったりするのも困る。

　結局、黒髪の鬘かつらをかぶり、化粧を変えて舞踏会に向かった。

　そうして見た目をそこそこ変えたとはいえ、さすがに数週間前に会ったばかりなので気づかれる可能性は高い。

　それにカタリナに薬品を飲ませる機会が果たして訪れるのかもわからない。

　前回、一人で飲食スペースにいたので、今回も同じような行動をとるのなら、できるかもしれないと思ったが、前回はたまたまだった可能性も高い。

　そのため、今日の作戦が成功する確率は非常に低い、でもまずはどのくらいのことができるか試してみることが大事だ。そんな風に考えて早々と舞踏会の会場で待機した。

　待ち人が会場にやってきたのはすぐにわかった。やってきた瞬間に会場がざわつき始めたからだ。

　もちろんあんな女が注目されている訳ではない、女の隣に立つ人が皆の視線を集めているのだ。

　この国の第三王子、ジオルド・スティアート様、容姿端麗、文武両道な完璧な人物。老若男女たくさんの人が彼とお近づきになりたいと思っている。

　人々の間から私も彼かの人をそっと盗み見た。そこには七年前から変わらず美しく、そしてぐっと男性らしくなった王子様がいた。

　その姿に大きく胸がなった。七年前に恋に落ちた運命の王子様はさらに素敵になって再び私の前に現れた。

　しかし、その美しい姿の隣には、吊り上がった瞳に薄い唇のいかにも悪人といった雰囲気のあの女が当然のような顔で立っている。

　なんて図々しく忌々しい女なのだろう、思わず眉み間けんにシワが寄ってしまう。

　そうしてカタリナの方を見ていると……え！　なんと横のジオルド様と視線が合ってしまった。そして、ただ驚く私を見てジオルド様はそっと微笑んだのだ。

　あぁ、ジオルド様が私に微笑んでくれた、彼は私を待っていてくれたのだ！　愛しの王子様、必ず私がその女の魔の手から救ってみせますから！

　そして、ほとんどの来客がそろったらしく、舞踏会は本格的に始まった。すぐに恒例の貴族同士の挨拶まわりも始まる。

　しかし、長年王都を離れていた私には特に挨拶してまわる相手もいないため、会場の端の飲食スペースにてそっと機会が訪れるのを待った。

　あのような田舎に父が左遷されることがなければ、今、あの女がいる華やかな場所に立っていたのは私だったはずなのに、むしろあんな女よりすべてが上回っている私はきっと舞踏会の華と呼ばれるような存在になっていたはずだ。

　なのに、今、こんな風に会場の隅に佇んでいる自分のなんてみじめなことか……そんなことを考え、沈んだ気分でいた時だった。

　目の前に茶色の髪が靡なびいた、顔をあげるとあの女が飲食のスペースにやってきていた。それも他に人を連れることなく一人で。

　ほとんど無理だと思っていた状況がまさに今、目の前に出来上がっていた。これはまさに神様がくれたチャンスに違いないわ。

　私は、おそらく使う機会がないだろうと思いながらも懐に忍ばせておいた例の薬品を、そっと取り出し近くに用意されていたぶどうジュースの中に注ぎ込んだ。

　そして、カタリナの背後へと近づき、声をかけた。

「そちらの方、よかったらこちらもいかがですか？」

「はぇ」

　私の声にカタリナが振り返る。

　そして、私は再びカタリナと対峙したわけだが……これは一体どういうこと？　私はあまりの衝撃に凍り付いた。……口にくわえているのは一体何？

　振り向いたカタリナの口には何らかの野菜と思われるものがくわえられていた。

　どういうこと、なんなのこの状況は？

　私がひたすら混乱しているうちに、当のカタリナは素知らぬ顔でくわえていたものを咀嚼した。

　え、なんで素知らぬ顔で食べ続けるの？　あれ？　私が王都から離れている間に淑女の在り方が変わったの？　それともこれは幻覚？

　というか前にもこんな場面に出くわしたことがあるような気が……しかもわりと最近に……いや、でも気のせいよね。きっと色々考えすぎて疲れているんだわ…………はっ！　カタリナがくわえていたものをすべて呑み込んだ時、私はようやく正気に返った。

　目の前には何の御用ですか？　というようにカタリナが微笑んでいる。

　今のはきっと幻だったのね、この世にあんな奇天烈すぎることをする淑女がいるはずない……私は疲れているんだわ。そして私は、目の前で繰り広げられた信じられない光景を記憶から抹消した。そして、笑顔でグラスを差し出した。

「こちらの飲み物がとても美味しいのですよ。よかったら、どうぞ」

　じっとこちらを見つめるカタリナ、さすがについ先週、宣戦布告を叩きつけたばかり、少しくらい見た目を変えたくらいでは気づいて警戒するかと笑顔の下で固かた唾ずを呑んだ。しかし、

「ありがとうございます」

　こちらがびっくりするほどあっさりと彼女はグラスを受け取った。

　鬘や化粧の効果があって気が付かれなかったのだろうか、それとも受け取って捨てる気なのかしら？

　じっと見守っていると、カタリナはグラスを顔に近づけ何かを確認するようなしぐさをした。

　気づかれた！　どきっとしたがその後すぐに彼女はこちらに微笑んでグラスに口をつけ、ぐっとそれを飲み干した。

　やったわ！　まさかこんなにうまくいくとは思っていなかったのに、神様が味方をしてくれたようだわ。

「すごく美味しいですね。もっと飲みたいですわ」

　カタリナは無邪気にそんな風に言ってきた。本当に何も気づいていないようだ。

「まぁ、ではもっとどうぞ」

　私は笑顔で新しいグラスを差し出した。

「ありがとうございます」

　そう言ってカタリナは二杯目のグラスを受け取り、口に含んで飲み始めたと同時にフラフラと体勢を崩した。

　どうやら、薬が効いてきたようだ。

　この酔っぱらった状態のカタリナを会場の中心の方へと導き、そこでカタリナが酔っぱらっていると少し騒ぎ立てれば完璧だ。

　ついでに酔ったカタリナに絡まれたとオロオロすれば可哀相な被害者にもなれ、ジオルド様が気遣ってくださるはずだわ。

　よし、ではさっそくこの酔っぱらいを皆の注目を集められる場所へ引っ張っていこう。

　そう思いカタリナに手を伸ばしかけた時、ふらつくカタリナに私とは反対方向からすっと手が伸びてきた。そして、

「大丈夫ですか、カタリナ様」

　そう言ってカタリナに寄り添いふらつく身体を支えたのは、見覚えのない少女だった。

　おそらくカタリナの知り合いなのだろう彼女は、赤褐色の髪に大きな瞳、形のよいピンクの唇、なかなかの美少女だった。

　それに、そのしぐさはとても洗練されている感じで……悔しいが、同じ女でも思わず見み惚とれてしまうような美しさだった。

　少女はカタリナを支えながら、じっとこちらを見てきた。

　その目はこちらに状況を説明せよと語っていた。こんな風に目で命令されるようなのは気に食わないが、その目の強い力に抗あらがえず思わず口が動き出す。

「あ、あのどうもお酒を口にされて酔ってしまわれたようで、私は手を貸そうかと思っていたところで」

　なんとか取りつくろってそう言うと、

「ああ、そうでしたの。では、このまま休憩室までお運びしようと思いますのでお手を貸していただいてもよろしいですか、マーシャ・キャトリー様」

「え！　なんで私の名前を……」

　名乗ってもいないのに、さらっと私の名を呼んだ少女に驚きの声をあげると、

「あら、昔何度か、お茶会でご一緒したことがありましてよ」

　え、昔、お茶会で会っている？　こんな迫力ある少女に見覚えなどない。

　困惑する私に少女は洗練された微笑みを浮かべて、

「ハント家の四女のメアリ・ハントですわ。お久しぶりです」

　そう名乗った。

　確かにハント家の令嬢たちとは何度かお茶会で一緒になったことがあった。長女のリリアとはそれなりに仲よくしていた。

　だが……四女のメアリって……あの、存在感のないおどおどした子！

　私は思わず目の前の少女を凝視した。確かに髪や目の色は同じ、顔だちもこんな風だった気もするが……あまりにも雰囲気が違いすぎる。

　昔のメアリはひたすら自信のなさそうな終始、人の顔色を窺うかがいおどおどしている子どもだった。

　それなのに今、目の前にいるのは凛りんとして自信に満ち溢あふれ洗練された少女、まるで別人である。

　人は七年でこんなにも変われるものなの？

　茫然とする私にメアリは、

「では、昔むかし馴な染じみにお手をお貸しくださいな。マーシャ。丁度、休憩室を確保しておきましたの。それに、あなたに会いたがっている人もいらっしゃるのよ」

　そう言って再び微笑んだ。

　なんだか背にぞわりと嫌なものが走った。本能が行かない方がいいと行きたくないと言っている気がしたが……その有無を言わせぬ雰囲気に抗えず、私は彼女に手を貸しカタリナを休憩室へと運ぶこととなった。

　思えばもうここで作戦は失敗していたわけで、後にさっさっと家路につけばよかったと深く後悔することになるのをまだ私は知らなかった。







　舞踏会での疲れをとったり、または崩れた衣装や化粧を直したり、あるいは逢あい引びきに使う者もいる休憩室は必ず何室か用意されているものだ。

　だいたい会場近くの何室か普段客室などに使っているものを使うのが通例なのだが……メアリ・ハントに案内されともにカタリナを運ばされたのはだいぶ会場から遠い部屋だった。そして家具や調度品の質がよいかなりいい部類の客室だった。

　なんでこんなところに休憩室が、それにただ何人かに貸し出す休憩室にしてはよい部屋すぎる。

　もしかしてこれはあらかじめ、用意されていた部屋なのかもしれない。

　カタリナいや、ジオルド様が王族だからそういう方には特別に部屋が用意されるものなのかしら？　私の習った知識にはなかったが、最近はそういう風になったのかしら？

　疑問に思ったが、それを馬鹿正直に尋ねて田舎者だと思われるのが嫌で、私は口をつぐんだまま、メアリとともに黙ってカタリナを備え付けてある上等なソファに座らせた。

　だいぶふらついてはいたが支えられながらも自分の足で歩いてきたカタリナは、酔うと上機嫌になるたちなのか、ずっと楽しそうに『ここはデザートがお勧めなのよ～』『ああ、まだサラダしか食べてないのに』『あの鶏肉の料理が食べたい』とひたすら食べ物の話を続けていた。

　そしてソファに着くとスヤスヤと寝息を立て眠り始めた。

　そうなると私の仕事は終わったわけだ、『カタリナは酒で酔った』と友人らしいメアリに伝えた。

　酔ったカタリナに絡まれたという作り話を今さらするのもなんだか不自然だし、なにせメアリはカタリナが飲み物を飲んでからすぐにやってきたので、私がまったく絡まれてなどいなかったことも見ていたかもしれない。

　むしろ、その前に私がカタリナに飲み物を差し出したところも……いや、きっと大丈夫よ、あくまでカタリナが勝手に酔ったというようにワインのように見えるぶどうジュースに薬を混ぜたのだし、そのジュースはありがたいことにカタリナが一気に飲み干してくれているから証拠だってない。

　でも……先ほどから、いや初めてこちらに声をかけてきてからこのメアリという少女からなんとなく嫌な気配を感じるのだ。

　このままここにこの人と一緒にいたくない、だから、

「では、私はこれで失礼いたします」

　そう言って早々に部屋を後にしようと思ったのだが……、

「あら、まだ帰らないでくださいな。先ほど言いましたでしょう、あなたに会いたがっている人がいらっしゃるって」

　顔には淑女の上品な笑みを浮かべながら、メアリは強い力で腕をつかんで離さない。その声色にも威圧感が満ちている。

　これはいけない、ここにきて、私はメアリについてきてしまったことがかなりまずいことだったと気づき、動揺する。

　言葉が出ず固まる私に、笑顔のままにメアリが続ける。

「本来なら、あなたの罪に私が直に鉄てっ槌ついをくわえたいところですが、今回はあくまであの人に頼まれた立場ですので……自じ粛しゅくします……ですがもう一度、カタリナ様に何かしようとするなら――」

　メアリはぐっと顔を近づけ、

「決して許しませんよ」

　と低い声で言った。その表情はどこまでも冷たく、私は恐怖を覚えた。

　そして、メアリの言葉から私が行ったことがばれているのだということもわかった。

　怖い、逃げなければ、私はメアリにつかまれている腕を剥はがし取ろうと、もう片方の手をメアリの手にかけた、その時だった。

　部屋の入り口のドアが開き、そこから一人の人物が入ってきた。あまりにも優雅に入ってきたその人の姿に私は、今の自分の状況も忘れ思わず見惚れてしまった。

「お久ぶりですね。マーシャ・キャトリー嬢」

　ジオルド・スティアート様はそう言って私に美しい微笑みを向けられた。

「は、はい」

　間近に見る七年ぶりの王子様の姿に私はまるで熱に侵されたようにボーっとなった。

　初めて出会った時からずっと憧あこがれていた私の王子様がやっと迎えにきてくれた。

　きっと子どもの頃に読んだおとぎ噺みたいに、田舎に追いやられた可哀相な私の手をとってお城に連れて行ってくれるんだわ。そんな風に想像していると、

「では、メアリ嬢、カタリナをここまでありがとうございます。後でお礼をさせていただきますよ」

「いえいえ、お礼など結構です。カタリナ様のためにしたことですので、ジオルド様は関係ありませんわ」

「いや、カタリナは僕の婚約者でこの後は妻になる存在ですから、そこは夫としてお礼をさせてください」

　私をそっちのけで、ジオルド様とメアリが話し始める。ただその内容がどうもおかしい。

「あら、今、婚約者なだけで今後など、わからないではありませんか。なにせ、肝心な時にはいないような頼りない方ではカタリナ様には釣り合わないのでは」

「それは作戦だと説明しておいたはずですが、そんなことよりカタリナはなんであんな状態になっているんですか？　僕は確かあなたにカタリナに害が及ばないように見張っていてくれるように頼んだはずですが？」

「そ、それは……思っていたよりカタリナ様の動きが早くて見逃してしまって……申し訳ありませんでした。しかし、使われたのは害のないものだと調べはついておりますので問題はないかと思います」

「まぁ、その辺は僕も調べたので大丈夫なのはわかっていますが」

　ポンポンと私にはわからない話を繰り広げる二人を、私はただ茫然と見つめていた。

　ただ、この会話で気になったことと言えば……。

「ジオルド様はカタリナ・クラエス嬢を疎んでいらっしゃったのでは……」

　婚約も無理やりさせられて、カタリナに嫌々縛り付けられているだけなのだ。そう思っていたのに、この会話を聞くとまるでジオルド様がカタリナを望んでいるように聞こえた。

「ああ、あなたもそんな風に思っていたくちですか？」

　私が漏らした呟きに、ジオルド様が反応をしめした。

　そして、再び見惚れるような美しい微笑みを浮かべて私の方を向く。

「これだけ堂々と僕は望んでカタリナと婚約しているんですと、彼女を愛しているんですと言っているのに、そんな風に言う輩が一向に減らなくて本当に迷惑しているんですよ」

「……ジオルド様が望んで婚約しておられる」

　しかも……カタリナを愛している……そんな、だって、

「……だって、カタリナ・クラエスなんて、美しくもなく、魔力も弱く、優秀でもない、何もない女なのに！　なんで！」

　その私の言葉にジオルド様の顔つきががらりと変わった。それは見たこともないような冷たい表情で、いつもの笑顔の王子様とは別人だった。

「自分の聞きたいことしか聞かず、見たいことしか見ない君のような人間にカタリナの魅力はわからないのだろうね。それも仕方ないかもしれない。ただね、彼女に害をなすことだけは許すわけにはいかない。君の父親は君に話をしなかったのですか？」

　今まで他人に向けられたことのないほどの冷たい響きの言葉に私はひどくたじろいだが、それでもどうしても気になった言葉をなんとか聞き返す。

「……お父様が……なんの話ですか？」

「本当に何も聞いていないのですね。いや、聞こうとしなかったのですかね」

　今度は侮ぶ蔑べつするような表情を向けられる。

「君の父親はね、君のせいで今の土地に飛ばされたのですよ」

「え!?」

　父があの田舎に飛ばされたのが私のせい？　あれは父が勝手に何かやらかしたのではなかったの？

「……どういうことですか？」

「君の父親は君がカタリナの悪評を流した罪のために飛ばされることになったのですよ」

「……私が、カタリナの悪評を流したから……」

　確かに、父が左遷されたのは私がカタリナの悪評を流し始めてすぐのことだったけど……まさかそんなことで……というか、

「……一体、誰に？」

　まさかこの隙すきだらけのカタリナ本人とは思えない。彼女を溺でき愛あいするというクラエス公爵だろうか？

　そうして、考え込んだ私にジオルド様が近づき微笑んだ。

「ふふ、誰だと思う」

　その口元は笑みを浮かべているのに、まったく笑っていない瞳。それは冷たく、そして語っていた、それは自分だと―――。

「あぁ……あぁ……」

　言葉にならない声が出た。

　優しく完璧で理想の王子様だと、自分の運命の人だと思っていたジオルド様、信じていた人物像がガラガラと崩れていく。

「もう次はないから、娘にはよく言っておくように警告したはずなのにな」

　確かに父は『王都に戻ってたら大人おとなしくしていろ』とさんざん言っていたが……まさかそんなことがあったなんて……なぜ、話してくれなかったのか……いや、それともジオルド様に言われたように自分がただ聞いていなかっただけなのか。

「なので今回、カタリナを傷つけたことは、もう許さないよ」

　その言葉が本気であることがその目から読み取れた。

　身体がガクガクと震え始める。目の前にいるのはもう憧れた王子様なんかではなく、容赦のない恐ろしい悪魔。
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　怖くて助けを求め、目をさまよわせて、目に入った後ろの女も同じように冷たい表情をしている。ここには味方なんていない。

　今まで大事に育てられてきた私はこんな風な仕打ちを受けたことがなかった。

「あぁ……」

　再び言葉にならない声が出る。怖くて、でも怖すぎて足が床に張り付いて逃げ出すこともできない。

「さぁ、君にはどんな罰を受けてもらいましょうか」

　悪魔が恐ろしい笑みを浮かべる。身体からさっーと血の気が引いていく。

　誰か、助けて。心の中でそう叫んだ時だった。

「ジオルド様、もういいのではないですか」

　誰かの凛とした声が響き渡った。

　えっ！　私が驚いて声の方を向くと、部屋の隅に設置されたソファの上、先ほどまでそこにぐったりと横たわっていた少女がすっと起き上がり、こちらを向いていた。

　目の前の悪魔も彼女を見て、目を見開いていた。

「……カタリナ、目が覚めたのですか？」

「もう十分だと思いますけど」

　悪魔の問いには答えず、カタリナは凛とした声で再びそう言った。

　どこまでも澄んだ青い瞳がじっとこちらを見ていた。

　その瞳はもういいのだ、ここから逃げてもいいと言っているようだった。

　すっと身体の呪じゅ縛ばくは解け、震えは止まった。

　私は一目散にその場から逃げ出した。悪魔たちは驚いた様子だったが、幸い追ってくることはなかった。

　安全な場所へと必死に走りながら、私の胸の中はひどく荒れていた。

　ずっと憧れていた王子様はとんでもない悪魔だった。そして、ひどい悪女だと思っていたあの女は―――。
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　走り去っていった少女の後ろ姿を見送りながら、僕、ジオルド・スティアートはため息をつく。

「逃げられてしまいましたね」

　苦笑とともにもらした呟きに、後ろにいたメアリが続けた。

「まぁ、あれだけ怯おびえさせればもう大丈夫なのではないでしょうか」

「まぁ、確かにね」

　確かにあれだけ真まっ青さおな顔で震えるほど怖がっていたのだから、もう何かしようとすることはないだろう。

　自分の周りにはあの手の令嬢は多い。

　この見た目と周りに適当に合わせて演じている王子様らしい人物像のせいで、令嬢たちは勝手に僕という人物を作り上げる。

　彼女たちの中で僕は理想の王子様らしい。そうして理想を押し付け、本来の僕なんて見もしない。だから、少しだけ別の顔を見せただけであんなにも動揺するのだ。

　それにしても……僕は部屋の隅に備えつけられたソファに再び目をやった。

　そこでは愛しの婚約者が、スウスウと寝息を立てて眠っていた。そのあまりに心地よさそうな様子につい作り物でない笑みがこぼれる。

　彼女は他の令嬢たちのように自分の理想像を押し付けたりしてこない。彼女の澄んだ青い瞳は真っ直すぐに本来の僕だけを見てくれる。

　正直、自分は性格がいいなんて思っていない。むしろ世間一般的には悪い方だとも思う。それでもそれが僕であるので気にすることはない。

　しかし、少し本来の僕を見せただけで逃げていく令嬢たちにはうんざりする時もある。勝手に押し付けられる理想を重く感じる時もある。

　そして、そんな時はカタリナに会いたくなる。彼女はどんな僕にも変わらぬ無邪気な笑顔を見せてくれる。

　その笑顔を目にするといっきに気持ちが軽くなる。今や彼女という存在は僕になくてはならないものになった。

　だからこそカタリナを害そうとするものを僕は決して許す訳にはいかない。

　僕の婚約者という立場は、僕のことを理想の王子様と勘違いする馬鹿な令嬢たちにとって羨うらやましいものなのだろう。

　カタリナが僕の婚約者に決定してから、彼女に対する嫌がらせが始まった。まぁ、すぐに僕が対処を始めたが、その数のすごいこと、すごいこと、さすがにうんざりした。

　そのうち、カタリナは非常に強い精神を持っており嫌みくらいならまったく気にしないということがわかってからは、実害のありそうな者だけを潰つぶすようにしてきた。

　今回のマーシャ・キャトリー嬢もそのうちの一人だ。婚約が決定した当時、かなり過激にカタリナの悪評を広めようとしてきたので、だいぶ黒いことをしていた父親ともども、もう何にもできないような国はずれのど田舎に飛ばしてやったのだ（まぁ、実際に手をくわえたのは僕ではなく、情報をちょっと流しただけなのだが）。

　そうして王都を去るマーシャの父親には少し脅しをかけておいたのだが、どうやらそれがきちんと娘にまで伝わらなかったようだ。

　戻ってきてそうそうに再びカタリナに手を出してきた。

　さすがに二度目となれば、かなりの仕置きが必要だろうと、今回、メアリ・ハントの協力のもとに彼女を罠わなにかけ、捕らえることにした（ちなみにメアリ・ハントに協力を仰いだのは顔がマーシャにわれていないことと、彼女の性質が僕に似ているためこのようなことを頼んでも躊躇ためらわないだろうということからだ）。

　そうして、僕の用意した罠に簡単にかかったマーシャをこうして特別に用意した部屋へと導くことができた訳だが……もう少し色々と追い込んでやろうと思ったんだけどな。

『ジオルド様、もういいのではないですか』凛と響いたその声に思わず言葉を失ってしまった。

　そして見つめてくる真っ直ぐ澄んだ瞳になんだか、もういいかという気分になってしまった。

　いったいどんなつもりであんなことを言ったのか、自分を貶おとしめようとした人物だと知っていて、あんな風にかばうようなことを言ったのか、すっかり夢の中に入ってしまったカタリナに問いただすことはできそうもなかった。

　僕は、だいたいの人間は少し付き合えば、その性質がわかるのだが……この不思議でおかしな婚約者殿だけは何年たってもわからないまま。わかったつもりになっても、また今日のような見たことのない顔で、自分には考えられないことをする。

　本当に面白い。見ていて飽きることがない。

　彼女の傍そばにいる限り、彼女に出会う前の退屈な日々はもう訪れないだろう。

　僕は穏やかに眠る彼女に近づき、そのなめらかな茶色の髪を撫なでる。

　後ろからメアリの刺すような視線を感じたが無視し、そしてカタリナにだけ聞こえるようにそっと呟く。

「愛してますよ」
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「カタリナ様、カタリナ様、起きてください。そろそろお屋敷に戻らないといけませんよ」

　アンがそう言って私を呼ぶので目をあけると、そこは見覚えのない場所だった。

「あれ？　ここはどこ？」

「ああ、ここはジオルド様が主催者様から用意して頂いていたお部屋だということです」

「ジオルド様が……なんで私、そんなところにいるの？」

　訳がわからずアンに尋ねれば、なんでも私は舞踏会の途中に気分を崩したらしく、偶然近くにいたメアリに介抱されてここに連れてきてもらったらしい。

　まったく覚えていない。最後の記憶は誰かにもらったジュースを飲んだところまでだ。

「はっ、まさかあのジュース、実はお酒だったとか！　鼻が詰まっててわからなかったとか！」

　そう慌てたが、『今回はカタリナ様に非はありません』とアンは言ってくれたので、どうやら大丈夫なようだ。お母様にも私が失敗したとの報告はいかないらしい。一安心だ。

　具合が悪くなったらしいが一寝入りしたらすっきりした。気分は爽そう快かいだ。一応、もう舞踏会には戻らず早めに帰るように言われたので、早々に帰宅することにした。

　それにしてもメアリも同じ会場にいたのに、すぐに来てくれなかったんだ。いつもなら一目散に来て挨拶してくれるのに、遅れてきたのかしら？　まぁ、とにかくメアリにはまた今度きちんとお礼を言わなくちゃ。

　そんなことを考えながら私はジオルドを（本人に了承をもらって）置き去りにして家路についた。

「そういえば、嫌な夢を見たわ」

「嫌な夢ですか？」

　私は帰りの馬車の中でアンに先ほどの場所で眠っていた時に見た夢について話した。

「なんかジオルド様が、私が食べようとしていたサラダを全部食べちゃおうとするのよ、だから私『もういいのではないですか』と言うんだけどまだ食べ続けるから、『もう十分だと思いますけど』ってもう一度、言ったらようやく食べるのをやめてくれたのよ」

「……なんですかそれ、というかそれが嫌な夢なんですか？」

「嫌な夢じゃない、食べようと思っていたものを食べられちゃうのよ。すごく嫌な夢だわ」

　アンはなんとも言えない目を向けてきた。そんな話をしているうちに屋敷に到着した。

　そして今回はついにお母様のお説教を免れた。私もやればできるのだ！







　何回か舞踏会にも参加して、すっかり慣れてきた。

　さすがにメアリのように舞踏会の華とか言われる存在にはなれないが、もう少しこなれてくれば舞踏会の山菜くらいの存在にはなれそうな気もしてきた。

　しかし、最近一つ気になることが……。

「どうしたんですか？　カタリナ」

　今日も偽爽さわやか笑顔全開のジオルドがそう言って声をかけ、寄ってくるとさっとその人は消えていった。うん、やはり気のせいではないようだ。

「いえ、なんか最近、舞踏会で飲食コーナーに行くとすごく私好みで美味しい食材をチョイスしてきれいに盛ってくれる親切な人がいるんですけど……ジオルド様が来られるとさっといなくなってしまうんですよね。かなり可愛い女の子なんですけどジオルド様心当たりありませんか？」

　最初はジオルドのファンかしらとも思ったが、それだったら本人が来ると同時にいなくなるのもおかしい。それにライバルである私に親切にするのも変だ。

「どうも、前に見たことがある気もするんですけど」

　首をかしげる私に、ジオルドも怪訝な顔をする。すると、そこへ義弟キースがばっとやってきて、ジオルドにつかみかかるように言った。

「ジオルド様、どうなってるんですか！　あのマーシャ・キャトリーって子、なぜか義姉さんに熱い視線送るようになって、最近じゃあ義姉さんの食事のとりわけまでしてくれるようになってるじゃないですか、一体、どういうことなんですか？」

「え！　キース、あの子のこと知っているの？」

「えっ、義姉さんはもう忘れたの！」

　どうやら以前、挨拶されたことがあったらしい。いや～、どうも人を覚えるのは苦手である。

　キースがなんだかもの言いたげな目で見てくる。

　うん、なんか言いたいことはわかるよ義弟、でもね、君の義姉のスペックはこの程度なのよ。君たちのように一、二回挨拶されたら覚えられるなんてことはできないのよと目で返しておく。

　そうして、目で会話する義姉弟の横でジオルドがボソッと呟く。

「まさか、こうなるとは……」

　ちなみに、キースにあの親切な人の名前を教えてもらったので、今度はちゃんと名前を呼んでお礼を言おうと決めた。

　そして、

「さぁ、今日も食べるわよ」

　私はいつものように舞踏会の一番の楽しみ、食事を開始するのだった。
















キースに義姉としてできることは







キースに義姉としてできることは







　キースの引きこもり事件が無事に解決してはや数週間がたち、キースもすっかりクラエス家に馴な染じんできた。

　お願いしていた魔力の家庭教師も無事に迎えることができ、魔力の訓練も始まった。

　キースは、それは真剣に取り組んでおり、この分だと割とすぐにでも魔力をコントロールできるようになりそうだ。

　私も早く土ボコ以外の魔力が使えるように頑張らなくては！

　ちなみにキースは勉強面においても実に優秀である。

　クラエス家にくるまでは特に誰かに勉強を教えてもらってはおらず本などを読んで独学で学んでいたらしいが、それでもびっしり家庭教師をつけられていた私となんら変わらないくらい……いや、正確にいえば私よりも賢かった。

　そしてちゃんとした家庭教師から学ぶ機会を得たキースは驚くべきスピードで知識を得てさらに賢くなっていった。

　しかも、ダンスも礼儀作法も難なくこなしてしまう。さすが乙女おとめゲームの攻略対象である。

　しかし、キースがそうして優秀すぎるために私が教えてあげられそうなことがどんどんと限られてきてしまっている。

　私の長年の夢である『下の兄弟きょうだいができたらお姉さんとして世話をやく』という野望が一向に達成できない。

　現在、私が教えられることといえば木登りや、魚釣り、虫取りなどの外での遊びくらいである。

　それだってなんでもそつなくこなすキースのことだから、すぐに私よりうまくなってしまって私の世話などいらなくなってしまう気がする……せつない。

　もっとこう姉として弟の世話をやける方法はないものだろうか……。

　私がキースにしてあげられること……何か何かないだろうか、もっと姉として頼ってもらえるような何かが。







「う～ん。日ひ頃ごろからスキンシップを図るか～」

　図書室から借りてきた本を覗のぞき込み、うんうん唸うなっていると、メイドのアンが話しかけてきた。

「お嬢様、先ほどから難しい顔をして一体、何を読んでいらっしゃるのですか？」

「ああ、これはどうやったらお世話をできるか調べているのよ」

「お世話とは？」

「姉として義弟おとうとキースの世話をやいてあげたいのよ！」

　私がそう胸をはって宣言すると、アンはなぜか怪け訝げんな目を向けてきた。

「……やりたいことはわかりましたが……どうしてその本なのですか？」

「ああ、これ？　だっていくら探しても兄弟の世話っていう本がなかったから、とりあえず似たようなものをと思って」

　私は、目の前に広げた本に目をやった。

『子どものお世話』『初めての育児』『動物の世話の仕方』

　とりあえずなんとなく世話をやくにはどうすればよいのかというのが、大まかにわかればと借りてきてみたものだ。

「……いや、全然、似たようなものじゃないと思いますよ。特に最後のやつなんて絶対に違うと思うのですが……」

「そうかな～、でも他ほかに参考にできそうなものなんてないしな～」

　現世はずっと一人っ子で蝶ちょうよ花よと育てられてたから下の子の世話のやき方などまったくわからない。

　また前世の兄たちを思い出してみても、彼らは基本的に妹の世話をやくような人たちではなかった。

　彼らは常に俺おれたちの後についてきたければ勝手についてこいという自由な方針をとっていた。

　まぁ、強いて世話をやかれたことがあるとすれば、まだだいぶ幼い頃、兄たちのまねをして木に登り、落ちて動けなくなった時に、まるで丸太のように担がれて家にポイっと運ばれたことくらいだが、残念ながら、今の私とキースの体格差ではそれも難しい。

「まぁ、とりあえずは他に案も浮かばないから、ここに書いてあるのを少し参考にしてみるわ」

　結局、他に策は思いつかなかったので、借りた本を頼りにやってみることにした。

「……くれぐれもやりすぎませんよう」

　アンがどこか遠いような目をしてそう言った。







　私は借りてきた本を熟読した。どうやら子どもを健全に育てるにはスキンシップがとても大事だということだった。なので、

「おはよう、キース」

　朝の挨あい拶さつとともに義弟の部屋を訪ねた私は、そのままガバッとキースに抱き着いた。

　そしてそのままキースの亜麻色の髪をいい子いい子と撫なでた。動物の世話では撫でてあげることがとても大事だと書いてあった。

　そうして完全に本で学んだことを実践してみたのだが……あれ？　腕の中に抱き込んだ義弟からまったく反応がない。

　なんだろう？　何か間違ってしまっただろうか？　私はあわててキースを腕の中から離し、その様子を見ると……義弟は真まっ赤かな顔をして完全に固まっていた。

　え、なに！　どうしたの？　まさかぎゅっと絞めすぎて苦しくなったのかも！

「あ、あのキースごめんね。つい加減がわからなくて強くしすぎてしまって……次からは気をつけ……」

「お嬢様！」

　キースにあわあわと謝っているとなぜかアンがすごい勢いでやってきて、

「キース様、申し訳ありませんでした」

　とキースに深々と頭を下げ、そして私に自室へと戻るように促した。

「いや、今スキンシップを図っているとこで……」

　と言い募ろうとした私だったが……アンの有無を言わせない様子に、逆らえず「はい」と素直に従った。

　部屋に戻るとアンに「淑女があのように殿方に不用意に抱き着いてはいけないのだ」と懇こん々こんと言い聞かされた。

「いや、でも姉弟きょうだいだから……」

　という私の主張は「身内でも、そういうものなのです」と一網打尽にされた。

　軽いスキンシップはともかく過度なスキンシップを人前で行うのは貴族社会ではあまり歓迎されないらしい。

　貴族社会とはなかなか難しいものだ。

「それに、キース様のお気持ちも少しは察して差し上げてください」

「……キースの気持ち……」

　キースは今までずっと一人で過ごしてきた。よって家族のスキンシップに慣れていない。

　そうか、だからいきなりいくとどうしていいのかわからなくなるのね！

　それなら、少しずつ慣らしていくしかないわね！

　人前ではだめだとなれば……よし！

「よくわかったわ！　アン、ありがとう！」

　晴れやかな気持ちでそうお礼を言うと、アンはどこか怪訝そうな目を向け、

「本当にわかったのですか？」

　と返してきたので、私は笑顔で「ばっちりよ」と返したのだが、アンの目つきが変わることはなかった。







　つまりキースのへのスキンシップは少しずつ慣らしていけばいい。そして貴族として人前ではだめだということならば、

「はいはい。キース、失礼するわね！　お義姉ねえちゃんが背中を流してあげるわよ」

　私は入浴しようと準備している義弟のもとに背中流し用の桶おけとスポンジとタオルを持参し、頭にハチマキを巻いてのり込んだ。

　ここでも前世の知識がフル活用だ。スキンシップといえば、風呂で背中を流すが定番だろう。

　前世の幼い頃、じぃちゃんの背中をごしごしこすってあげたのはいい思い出だ。

　ただ、スポンジとタワシを間違えてごしごししてしまったため、じぃちゃんの背中は見るも無残なほどに血まみれになってしまい、その後、二度と背中は流さなくてよいと言われてしまったのは幼い日の可愛かわいい失敗であった。

　まぁ、とにかくスキンシップと言ったら風呂での背中流し、じぃちゃんでの失敗を教訓にタワシではなくちゃんとスポンジを持参しているので完かん璧ぺきである。

「さぁさぁ、キース準備して！」

　私は腕まくりしながら、上着を半分脱いだまま固まった義弟に声をかけて近寄った。

「……え、あの義姉さん……一体、どういうこと？」

　完全に固まっていたキースだったが、私がさぁさぁと手を取ると混乱したようにそう口を開いた。

　ああ、そうかキースはこれまでほとんど家族とコミュニケーションをとったことがないから、お風呂の背中流しとかも知らないのだな。

　私はそんな義弟に、「家族はお風呂で背中を流してコミュニケーションを図るのが常識なのだ」と説明を始めた。しかし……。

「だからね、今日きょうは私がキースの背中を……」

　とまでしゃべったところで……。

「そんな常識は存在しません！」

　バンと大きな音を立てて扉が開き、まるで般はん若にゃのような形相の女性……我が母が室内に突入してきた。

「え、どうしてお母様が……」

　突然の母の登場、それもものすごくご立腹な様子に茫ぼう然ぜんとしている私に、母はそれはどすの利いた声ですごんできた。

「この間のことも含めて、アンからすべて聞きました。あなた一体、何を考えてこんなことをしているの！」

　あ、よく見たらお母様の後ろになんだか沈痛そうな表情をしてアンが佇たたずんでいた。母の怒りの理由はいまいちわからないが、とにかくこのお母様の登場はアンが関わっているらしい。

「あ、あのそのせっかく姉弟になったのだから家族のスキンシップを図ろうと思って」

　なんとなく義弟の世話をやきたくてと言い出しづらくて（なんだかそう発言するとさらに怒られそうな予感を感じた）そう言うと、

「……それがどうして抱き着いたり、入浴を手伝うという発想になるの……」

　それまで般若のような顔をしていたお母様は頭を抱えて沈痛な表情でうつむいた。

「……あの、お母様？　大丈夫ですか？」

　あまりにぐったりしてしまった様子のお母様にそう声をかけると、母はきっと顔をあげた。

「……きっと、今まで旦だん那な様とのことを色々と考えるあまりちゃんと教育をしてこなかったことが原因なのね……それが悪かったのね」

　お母様はまるで自分で自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやき、

「カタリナ、貴族として淑女としての在り方を改めて教えます」

　何かを決意したような顔でお母様はそう言うと、私の襟をつかみそのまま自室へと引きずっていった。

「え、え、え……」

　訳がわからぬまま引きずられていった私は、その後、母の自室で長い長い長い、それこそこれまでにないお説教を受けることとなった。







　貴族の淑女はむやみに人に抱き着いたりしてはいけない、また身内とはいえ入浴中の殿方のところに自ら入っていくなどもっての他である。

　その他、貴族として淑女としての心得や行動など、もうそれこそ夜明け近くまで永遠と語られた。もう途中からほとんど頭になど入ってこなかった。そんなこんなでさすがの私もぐったりした。

　なので、翌日である今日はいつものようにご飯をお代わりする気力もなく、そもそも睡眠時間も短かったために終始うとうとしていた。

　キースには、朝一で、お母様の言うところの失礼すぎる行為をしてしまったことを謝ったが、いつもの笑顔で許してくれた。

　むしろ、昨日、怒りに満ちたお母様に連行されていった私をとても心配してくれていた。本当に優しい義弟である。

　本日は予定どおりに学問の家庭教師、そして魔力の家庭教師からの授業を受けた。学問の授業中などもう瞼まぶたが今にもくっつきそうなくらいに眠かった。アンにそう言ったら、もう完全にくっついてましたけどと言われた。

　それでもなんとか乗り切り、気分転換にとキースと釣りをして遊び、庭のお気に入りの木の下で休憩をしたら、完全に夢の世界に入ってしまった。

　涼しい木陰の下での心地よい居眠りに、お菓子食べ放題のそれは楽しい夢を見て、幸せな気持ちで目覚めると、なんとキースも横で眠りについていた。

　私が学問の授業中や、庭のぽかぽか陽気の中そこらへんで居眠りしてもキースはそっと横についてくれていたが、一緒に眠っていたことなど初めてだったのでびっくりしてしまった。

　アン曰いわく「昨日きのう、色々あってキース様も寝不足だったのではないですか」とのことだった。

　それは申し訳ないことをしてしまった。

　私はスヤスヤと眠るキースの顔を眺めた。

　改めてこうして見るとキースは本当に綺き麗れいな顔をしていた。まつ毛なんてきっと私より長い気がする。さすが乙女ゲームの攻略対象である。

　間違っても前世の兄たちのようにひどいイビキなどかきそうにもない寝顔である。

　そうして、キースの寝顔を見つめていたのだが……しばらくしてその綺麗な寝顔が少しずつ歪ゆがみ始めた。

　瞳は閉じたままだが、綺麗な眉み間けんに深いシワがより、とてもつらそうな表情が浮かんだ。

　何事だろうと様子をうかがっていると、しだいに苦しそうにうなされ始めた。

　あまりにつらそうな様子に私はキースを揺さぶり声をかけた。

　すると、すぐにキースは目を開けたが、その青い瞳はどこか遠くを見ているようで心配になった。

「キース、大丈夫？」

　私の声にキースははっと目を見開いた。そして、

「……大丈夫だよ、義姉さん。少し怖い夢を見てしまっただけだから」

　そう言ってどこか力なく微笑ほほえんだ。

「そっか、だいぶうなされていたから心配したわ。怖い夢かー、ならもっと早くに起こせばよかったわね。ごめんね」

　目覚めた後もどうも調子の悪そうなキースの様子にそうとう怖い夢だったのだなと思った。

　悠長に様子を観察している場合ではなかった。本当に申し訳なかった。

「大丈夫だよ。心配かけてごめんね」

　反省する私にキースはそう言って微笑んだ。しかし、

「ううん。でも、もしまたキースが怖い夢を見ているようだったら、次はすぐに起こしてあげるからね」

　少しは義姉として義弟のために何かしたくてそう宣言した。

　そして、改めて気が付いた。そうかこれなら、少しはお世話ができるかもしれないと。







　初めて私の前で眠るキースが、夢にうなされている様子を目にして、もしかしてキースは頻ひん繁ぱんにこんな風にうなされているのではないかと考えた。

　そして、こっそりキースつきのメイドにリサーチしてみると、予想どおりよく夜もうなされていることがあるとわかった。

　どうもキースは夢見があまりよくないようだ。

　私自身はあまり怖い夢を見るたちではないので、気が付かなかったが……よく考えれば小さい時から色々な場所を転々とさせられてきたキースには夢に見てうなされてしまうほど怖いことだってたくさんあったことだろう。

　よし！　そうとわかれば、やっとここで義姉としてキースのためにできそうなことが見つかった。

　そして私は思い立ったその日の晩からそっとキースの元へと向かった。

　突然、部屋に現れた私に驚くキースに、

「怖い夢を見たら、私が起こしてあげる」

　とキースが眠りにつくまで手を握った。

　しばらくは動揺していたキースだったが、やがて落ち着いて眠りについたようだ。

　ただし、私自身も一緒に眠ってしまったので、キースがうなされていたかどうかがわからなかったが、翌朝、尋ねたら怖い夢は見なかったそうだ。よかった。

　そうしてさすがに毎日ではないがたびたびキースの元に行って手をつないだり、怖い夢を見ないように眠る前に楽しい話をして過ごした。

　キースの元に夜に通う私にアンも気づいているようだったが、今回は叱しかられなかった。

　アン曰く「今回のことはキース様にとってもいいことであるようなので」だそうだ。

　やがてキースの方から「もう怖い夢も見なくなったから大丈夫」と言われるまで私はキースの元に通った。

　そしてキースから「義姉さんのお蔭だよ」と憧あこがれの言葉をいただくことに成功した。

　まぁ、この少し後にはすっかり義姉、義弟の立場が逆転し完全に私が面倒を見てもらうような立場になってしまったのだが……。







★★★★★







　クラエス家に引き取られて数週間がたち、ここでの暮らしにもだいぶ慣れてきた。

　キース・クラエスという新しい名前もしっくりくるようになってきた。

　初めて人から教わる勉強はとても興味深くて楽しいものだった。

　今まで制御の仕方がわからなかった魔力も、家庭教師の先生の指導の元、コントロールの仕方を知った。

　もう二度と大切な人を傷つけないために僕は必死に魔力を学んだ。

　また貴族の子息としての礼儀作法、ダンスなども学んだ。

　義姉であるカタリナは木登りや、魚釣り、虫取りなど相変わらず貴族の令嬢としては可笑おかしな遊びをたくさん教えてくれた。

　そういったすべてが新鮮で日々はあっという間に過ぎていく。







　ある日の朝、カタリナが部屋を訪ねてきた。

　義姉が唐突に部屋を訪ねてくるのはこれまでもよくあったことなので、僕はなんの疑問もなく、彼女を出迎えた。

　だいたいこうして朝にくるときは散歩や、畑のお誘いなので本日もきっとそうなのだろうと思っていたのだが……この日はどうやら違ったようだ。

「おはよう、キース」

　笑顔で朝の挨拶をしてきたカタリナはなぜかそのまま僕にガバッと抱き着いてきた。

　何がなんだかわけがわからない。そして、抱き着かれたまま髪を撫でられた。

　こんな風にきつく抱きしめられ、優しく頭を撫でられたのは初めてで、しかも相手はほのかに思いを寄せている相手。

　僕の思考は完全にフリーズし、顔にどんどんと熱が集まってくる。どう対応したらよいのかまったくわからないまま、僕はただただ固まっていた。すると、

「あ、あのキースごめんね。つい加減がわからなくて強くしすぎてしまって……次からは気をつけ……」

　言っていることはまったくの不明だが……そう言ってカタリナはとりあえず少し僕の体を離した。その時、

「お嬢様！」

　そう言ってカタリナ付きのメイドが部屋にやってきた。

　固まる僕と、まだ僕に抱き着いたままのカタリナを見た彼女はさすがカタリナといつもともにいるだけはあり、すぐにこの訳のわからない事態を察したらしい。

「キース様、申し訳ありませんでした」

　と僕に深々と頭を下げ、そしてカタリナに自室へと戻るように促す。

「いや、今スキンシップを図っているとこで……」

　カタリナは何やらブツブツ言っていたが……メイドの有無を言わせない様子に、素直に従い部屋へと戻っていった。

　結局、カタリナは何がしたかったのかいまいちわからなかったのだが……後に聞いた話からどうも家族のスキンシップを図りたかったということだったらしい。

　僕にはこのクラエス家にくるまで本当の家族と呼べる存在がいなかったので、よくわからないが……カタリナの行動はやはり少しズレているような気がした。

　それでも、抱きしめられたことや頭を撫でられたことは恥ずかしかったが、嬉うれしくもある出来事だった。







　カタリナが突然、抱き着いてきた日の翌日、その日の朝にはもうあの突撃はなかった。どうやらカタリナのメイドが色々と話をしてくれたらしい。

　正直、またあのようにこられたらどうしたらよいのかと心配だったため（嬉しくはあったがやはり恥ずかしすぎて耐えられそうもなかったため）ほっとした。

　そして何事もなく、いつもと同じ穏やかに日を過ごしたのだが……その日の終わりに再び彼女はやってきた。

「はいはい。キース、失礼するわね！　お姉ちゃんが背中を流してあげるわよ」

　そう言ってカタリナが、右手に桶とタオル、左手にスポンジを持って、頭にハチマキを巻いてやってきたのは……浴室。まさに今、入浴しようと上着を脱ぎかけているところだった。

　昨日以上に動揺し、固まったまま何も返せない僕に、

「さぁさぁ、キース準備して！」

　カタリナが腕まくりしつつ、ずんずんと近寄ってくる。

　このままではいけない！　なんとなく本能的に危険を悟り、なんとか口を開いた。

「……え、あの義姉さん……一体、どういうこと？」

　すると義姉はどこか自信満々といった様子で「家族はお風呂で背中を流してコミュニケーションを図るのが常識なのだ」という説明を始めた。

　正直、ずっと屋敷にこもっていた僕は常識には疎いほうだと思うが……それでもカタリナの語る常識は……何かが違う気がする。しかし、得意満面に語るカタリナに気おされ、ただポカーンとして話を聞いていると……、

「だからね、今日は私がキースの背中を……」

　とカタリナが言いかけたまさにその時、

「そんな常識は存在しません！」

　バンと大きな音を立てて扉が開き、今度はそれはそれは怒り心頭といった様子の義母が室内に突入してきた。

「え、どうしてお母様が……」

　それまでの得意満面の表情から一気に驚きとそして困惑の表情になったカタリナに、

「この間のことも含めて、アンからすべて聞きました。あなた一体、何を考えてこんなことをしているの！」

　義母がそれは低い声でそう告げた。

　やはり、カタリナのこの行動は常識ではなかったようだ。そりゃそうだよね、僕はほっとした。

　その後、カタリナと義母はどこかいまいちかみ合わない会話を繰り広げ、やがて義母がカタリナを引きずって連れていってしまった。

　茫然としたままの僕に、カタリナ付きのメイドが、

「大変、お騒がせしました。どうぞごゆっくり入浴されてください」

　と声をかけて部屋を出ていったので、僕はなんとなくドアの方を気にしながらもいつもより急いで入浴をすませた。

　そして、どうやらカタリナはその後、ほぼ一晩中、義母からお説教を受けたようだ。







　翌日の朝、カタリナがいつもよりやや元気がない様子で「昨日はごめんね」と謝りにやってきた。義母に色々と言われたようだ。

　特に怒ったりしていたわけではないので（ただただ驚いて恥ずかしかっただけだ）気にしないでと告げた。

　どうも明け方近くまでお説教は続いたようで、カタリナはだいぶ眠そうだった。

　食欲もないのだといつもするお代わりはしなかったが……その分、お菓子を多量に食べていたようだったが……。

　そうとう眠かったのだろう。カタリナは学問の授業中など、完全に眠っていた。

　いつもならそっと起こすのだが、目の下にクマを作っている義姉を今日はなんとなく起こせなかった。

　学問の授業でがっつり眠ったからか午後には少し元気になった義姉は気分転換にと釣りに誘ってきた。クラエス家の庭を流れる小川での釣りは最近の義姉のお気に入りだ。

　そして、釣りを楽しんだ後、カタリナ曰く木登りに最適だという木の下で休むと、彼女はすぐに寝息を立て始めた。

　そんなカタリナを見ているうちに僕も眠気に襲われ始めた。釣りではしゃいでしまったのと、昨日色々驚きすぎていまいち眠れなかったので、気が付くと僕も深い眠りについてしまっていた。

　そしてとても嫌な夢を見た。暗く狭いところに閉じ込められ、振るわれる暴力と暴言、つらかった昔の夢。

　ひどく苦しい気持ちで目をあけると、そこには日の光を背にしたカタリナの姿があった。

「キース、大丈夫？」

　そう言って僕を覗き込むカタリナの心配そうな顔に、夢の嫌な記憶はすっと消えていく。

　怖い夢を見たのだと説明した僕に、

「またキースが怖い夢を見ているようだったら、次はすぐに起こしてあげるからね」

　カタリナは胸を張ってそう言った。

　それからカタリナは、その宣言どおり時折、夜にやってきては、

「怖い夢を見たら、私が起こしてあげる」

　と僕が眠りにつくまで手を握ったりするようになった。

　淡く思いを寄せている女の子にそんなことをされて複雑な気分にはなったが……そうしてカタリナが傍にいてくれたお蔭か、その後、すっかり夢にうなされることもなくなった。

「もう怖い夢も見なくなったから大丈夫」

　とカタリナに告げると、なんだか寂しそうな顔をされてしまったので、

「義姉さんのお蔭だよ」

　とお礼を言うと、カタリナは、それは満足そうに微笑んだ。

　しかし、その後もカタリナの淑女としてはいただけない行動は続いた。







　月日がたつのは早いもので、八歳でクラエス家に引き取られてから、もう七年が過ぎようとしている。

　僕、キース・クラエスは今年で十五歳になる。

　少しだけ早く生まれているカタリナはもうじき十五歳の誕生日を迎える。

　この国では十五歳から成人とされ、社交界デビューの年となる。

　クラエス家では社交界デビューもかねたカタリナの誕生日パーティーの準備が進んでいる。

　出会った頃にはまだ小さな少女だったカタリナはこの七年ですっかり大人おとなの女性になった。だが、残念ながらそれは見た目だけであった……。

　喜ばしいことなのか、なげかわしいことなのか、七年たってもカタリナの中身はさほど変わることがなかった。

　よく言えば純粋で無邪気なのだが、悪く言えば子どものまま……いや、しかしお茶会などの公の場では貴族令嬢としてきちんとできているので、常識がないわけではないのだが……。

　ただ、自分の身内（仲のよい友人を含め）と認識している人の前では途端に気を抜くという傾向がある。

　そして、特に一番の身内である僕のことは完全に異性だと認識していない節がある。

　義母の長年の教育の賜たま物ものか昔のようにいきなり抱き着いてきたり、ましてや入浴中に侵入してくることはなくなったが、それでも僕の前で平気で薄着でうろつくなど警戒心などゼロの淑女としていただけない行動を繰り返していた。

　完全にその行動は八歳の頃から変わることがない。

　ただ、そんな無邪気で純粋なカタリナは、やたら人を引き付けた。

　婚約者であるジオルド王子を筆頭にその弟アラン王子、その婚約者のメアリ、また現宰相の息子のニコルにその妹ソフィア。

　カタリナを慕うものは年数とともにどんどん増えていった。

　中でも婚約者であるジオルドのアプローチは積極的だったが、凄すさまじく鈍感なカタリナはいまだに寄せられる好意にまったく気が付いていない。

　むしろ、ジオルドが自分と婚約しているのは他の令嬢が言い寄ってくるのを避けるためだけだと思い込んでいる。

　よって、婚約者であるがジオルドの立場はまったく意識されていない僕と同じものである。

　それ自体は喜ばしいことなのだが……心配でもある。

　なぜならジオルドはまったく自分に気がないと思い込んでいるカタリナが、まったく彼を男として警戒しないからである。

　ジオルドはそれを逆手にとり、ドンドンとスキンシップを図ってくるのだ。はっきりいって気が気ではなく、できればジオルドをカタリナに近づけたくない。日々、あの手の早い男めと憎々しく思ってしまう。

　そして正直、そうして簡単にカタリナに触れられるジオルドを少しだけ羨うらやましいと思ってしまうこともある。

　幼い頃からカタリナに「女性には優しく親切に」と言いきかされて育ったため、とにかく女性には特に親切に優しく接するようにはしてきた。なので、女性をエスコートすること自体は難なくできる。

　正直、それなりに女性からも好かれる存在にはなったと思う。

　しかし、ジオルドのようにカタリナにさりげなくアプローチするということが僕にはできないのだ。

　そもそも自分から触れることすら、通常時では難しい。

　なんでこのようになってしまったのか、原因はおそらく当のカタリナのせいだと考えられる。

　少年から育っていく多感な時期に、それこそ女性らしくなってきた身体からだを薄着で見せつけられ、遠慮なくスキンシップを図られる。

　しかも相手は思いを寄せている女の子、ひたすら緊張し戸惑い、そして我ながら情けないとは思うのだが……気が付けば緊張しすぎて自分から触れることができなくなってしまっていた。

　そんな情けない僕は、カタリナの一番近くにいながら触れることもできず、ただジオルドをやっかむことしかできない。







　カタリナの誕生パーティーの日がついにやってきた。

　非常に残念でそして不愉快なことにカタリナのエスコートは婚約者であるジオルドが行う。

　手の早いジオルドがこのパーティーで何かしないようにひと時も目を離さないよう気合をいれる。

　そうして僕と、そして思いを同じくするメアリたちもじっと目を光らせているし、大勢の人の目もあるところだ、そう不ふ埒らちなことはしないだろうと思っていたのだが……。

　考えが甘かった。それは二人のダンス中に起こった。

　ダンス中にバランスを崩したカタリナをジオルドがぎゅっと抱きとめたのだ。

　ただし、これはわざとジオルドがカタリナを引っ張ったからである。他の人たちは気づかなかったようだが、ひたすら二人だけを観察していた僕にはわかった。

　本当なら、もうこの時点で飛び出していって二人を引きはがしたい衝動に駆られたが……さすがに曲も途中のこのタイミングで飛び出ていくのはクラエス家の子息として正しい行動ではなく、僕はじっと耐えた。

　しかし、長く抱き着きすぎだ。いい加減離れろ！

　視線に殺意すらこめ睨にらみつけていると……なんとジオルドはそっとカタリナの首筋に唇をつけたではないか！

　もう！　待っていられるか！　僕はずんずんとカタリナの元へ向かった。

　突発的に飛び出してしまった僕だったが、運よく丁度、曲も終わり相手交代の時となっていた。

　カタリナからすっと離れていくジオルドが意味深な笑みでこちらを見てきたので、思わず頬ほおがひきつった。

　おそらく何もわかっていないのだろう。あいかわらず無防備なままのカタリナの元へ行けば、その首筋にはしっかりと赤い跡がついていた。

「義姉さん、ちょっと」

　僕はそう言ってカタリナを引き寄せると、忌々しい跡をハンカチでゴシゴシとこすった。

「え、ちょっとキース、何？」

　やはりまったくわかっていなかったカタリナ。

　もちろん、わからせるつもりもないし、ましてや二度と同じことをさせるつもりもない。

「ああ、ちょっと、虫がついて汚れていたから、拭ふいておいたよ」

「あ、そうだったの。ありがとう」

　素直なカタリナはあっさりと僕の説明を信じ、微笑んだ。

　その無邪気な笑顔に、先ほどのジオルドの愚行に対するイライラが少しだけ薄れた。

　それに、こうして改めて間近で見ると今日のカタリナは、一段と綺麗だった。

　普段から美しい少女だが、この時のために磨き上げられた姿はまた一段と美しかった。

「義姉さん、今日は、特に綺麗だね」

「ありがとう」

　ダンスを申し込み、そう言って微笑む。

　あまりダンスが得意ではないカタリナだったが、この日のために必死に練習をしたかいがあって今日はとてもスムーズに踊れている。

　普段より一層美しい姿に、ダンスによるこの密着の具合、ジオルドがあんなことしたのもまったく理解できなくもない。

　それに……この義姉は特に無防備すぎるのだ。

「あのね、義姉さん。義姉さんはもう少し、色々と危機感を持った方がいいよ」

「……ききかん？」

「そう。特にジオルド様と関わる時はね」

　いくらなんでもまったく危機感のなさすぎるカタリナに今日ばかりは少しは自覚してもらわなくてはとそう告げると、

「大丈夫よ！　ジオルド様への危機感ならばっちりよ！」

　まさかの返事がきて、僕は唖あ然ぜんとする。

「……本当に？　正直、まったくそうは思えないのだけど……」

　思わず怪訝な目でカタリナを見つめると、彼女は胸を張って答えた。

「完かん璧ぺきよ！　ジオルド様に好きな人ができたらすぐに婚約解消する準備は万端だし！　さっきだって、『いつでも身を引きます、決してジオルド様の恋路を邪魔しません』とちゃんと言っておいたわ！」

　あまりに的を外しすぎている返答に僕は思わず頭を抱えた。

「………どこが、完璧なんだ……全然、駄目じゃないか……というかむしろそんなこと言ったからさっきはあんなことを……」

　憎い恋敵のことなれど、義姉のあまりの言い分に少しだけジオルドを憐あわれに思ってしまう。

　思わず頭を抱えたそんな僕の様子を見てどう思ったのか、カタリナは、

「それだけじゃ、まだ足りないかしら、なんだったらいつでも婚約解消できるように書類を作っておいて、ジオルド様にもそれを見せておけば……」

　またとんでもないことを言ってきた。

「それは、絶対やめて！　……これ以上、余計なことして煽あおったら……それこそあの人なら実力行使に出かねない……」

　一体、この義姉の頭の中はどうなっているんだ！

　そもそもなんであんなに激しいアプローチを受けながらまったく気が付かないんだ。

　どれだけ鈍すぎるんだ！

　とりあえずは、「ジオルド様と二人だけでは絶対に会わないように！」ときつく言い聞かせた。

　あきらかにちゃんと理解してはいない様子だったが、とりあえず「わかったわ」と神妙に頷うなずいた彼女を今は信じることにする。

　クラエス家に引き取られカタリナの義弟になって七年、僕の日々はいつも騒がしい。それでもそんな日々がとても愛いとおしくて仕方ない。

　僕はここにこられて、カタリナの傍にいられて本当に幸せだ。
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　魔法学園に入学してあっと言う間に二年の月日が流れ、もう数か月で卒業を迎える。

　休日のうららかな昼下がり、学園の中庭で俺おれ、アラン・スティアートはこの学園に入ってからのことをぼんやりと思い出していた。

　たった二年の学園生活だったが、なかなか濃いものだった。

　一年時の秋あき頃ごろには失踪・意識不明事件、そして二年の学園祭で誘拐・監禁事件、一生のうちにそう何度も関わることのないような事件に、たった二年で二度も関わってしまうことになろうとは驚きだった。

　そして、それよりもっと驚きなのは実際に事件の当時者であったはずのカタリナ本人だ。

　普通、闇やみの魔法なんて物騒なもので意識を奪われたり、誘拐され監禁されたりしたらかなりのトラウマになってもよさそうなものなのに……彼女ときたら『そんなことあったかしら』くらいの様子でまったく気にしていないのだからさすがである。

　しかし、そんな濃かった学園生活も、もう数か月で終わりである。さすがにこれ以上、事件は起きないと信じたい。

　そんなことを考えていると、中庭を通り過ぎる風に乗ってなんだか美味おいしそうな香りが漂ってきた。

　学園は今日きょうから数日の休日となり、ほとんどの生徒が自宅に帰宅していた。実際に、兄であるジオルドも生徒会の友人たちも皆、自宅へと帰宅している。

　なので今、学園に残っている生徒は数えるほどしかいない……そんな中に漂うこの香りは一体なんなのか？

　おそらく食べ物の匂においだとは思うが、なぜそれが中庭から漂っているのか、まさか休日にわざわざ学園でお茶会を開いている者でもいるのか。

　どうも気になり出して、俺はその匂いのする方へと足を進めた。そして、木の生い茂る中庭の隅の方に、それを見つけた。

　そこにはシートの上に箱に入った食事がずらりと並べられていた。どうやら弁当を広げているようだ。そしてその弁当の持ち主と思わしき人物は弁当に囲まれシートに足を投げ出している。

　その人物の顔はこちらから見えないが、その後ろ姿とそしてこの貴族ばかりの学園でこのような行動に出る人物ということですぐに誰だれだかわかった。

　俺はその人物の後ろへ歩み寄り、声をかけた。

「おい、カタリナ・クラエス。こんなところで何をしてるんだ」

「むぁ」

　よくわからない声をあげカタリナは振り返った。予想外というか予想どおりというかその口いっぱいに食べ物を頬ほお張ばっていた。そして、そのまま、

「ばぁ、ばらんだぁまどぉごびでごごにゅ」

　何か言ってきたが……。

「何を言っているかわからん。とりあえず、口の中のものを食べてしまってからしゃべれ」

「ばぁい……もぐもぐもぐもぐ」

　そうして口の中に入っていたものを飲み込んだらしいカタリナが再度口を開いた。

「アラン様はなんでこんなところに？」

「その質問、そっくりそのままお前に返すぞ」

　確か生徒会で今日の休日の話をした時に、カタリナも皆と同じくこの休日は自宅に帰ると言っていたのだ。それがなぜまだ学園にいて、それもこんなところで弁当を広げているのか。

「お前、今日は自宅に帰るんじゃなかったのか？」

「そうするつもりだったんですけど、朝、休みだからと二度寝したら、気づいたら昼になっちゃってて」

　なんとも彼女らしい理由だったが、ならば彼女にいつもくっついている義弟はどうしたのだろう？

「ならキースも残っているのか？」

「いいえ、キースは今日、お父様のお仕事に同行するからって朝早くに出かけましたよ。私も『すぐに自宅に帰るね』とは言ってたんだけど、そこで二度寝しちゃったから」

　なんとなく彼女が今、学園に残っている経緯はわかった。しかし、

「なぜ、こんなところに一人でいる？　いつも連れているメイドはどうした？」

「あぁ、アンですか？　アンなら屋敷のメイド仲間が今度嫁ぐのでその準備を手伝うのに朝、キースと一緒に屋敷に戻りました」

「じゃあ、この弁当は誰が準備したんだ？」

「これは、食堂のおばちゃんが作ったというのを分けてもらったんです。休みの間は食堂も閉めるから材料も使いきっちゃうのにいつも残り物で料理を作ってるんですって、素晴らしいですよね。それを私も少し食べたいなってお願いしたら、こんなに綺麗にお弁当にしてくれたんですよ。本当に嬉うれしいです。でも普段は、欲しがってくる生徒はいないんですって、皆、知らないのかな、もったいないですよね」

　そう言ってキラキラした目で弁当を掲げて見せてきた。

　この貴族ばかりが集う学園で、残り物で作った食事を欲しいと言う者など今まではいなかったことだろう。しかも言い出したのは国の最高峰とも言える身分の令嬢、食堂の料理人もそれは慌てたに違いない。

　必死に少しでも見栄えよくしようとしたのか、残り物ということだが、なかなか豪勢に仕上がっていた。

「それでせっかくこうしてお弁当にしてもらったことだし、天気もいいし、外で食べようと思ってここで食べてたんです」

　楽しそうにニコニコと語ったカタリナに、ここまでの経緯がほぼ明らかになった。

　おそらくキースに続いて家に帰ることになっていたカタリナに昼食は用意されておらず、腹をすかせた彼女は食べ物を求めてフラフラと食堂に行き、偶然、食堂の料理人たちが残り物を使って料理を作っているのを発見した。

　そして少し分けてほしいとねだり、慌てた料理人たちが少しでも豪勢に綺き麗れいにと弁当に詰めて渡してきた。それを受け取ったカタリナは天気がいいので外で食べようと思いつき、こうして中庭にシートを敷いて食べ始めたというところだろう。

　毎度のことながら行動的というか、思いつくままというか、よくよく見ればこのシートも普段花壇にかけておくのに使われているものだ。

　だいたいこの中庭は一年前にカタリナが一人でいたために闇の魔法をかけられた場所であるのに、まったく気にならないのか。

　そして少し前にも誘拐されたというのに、ニコニコ楽しそうな彼女にはまったく気にした様子もない。そもそも警戒心というものすら芽生えていないように見える。

「アラン様は、バイオリンの練習ですか？」

　俺が手にしているケースを目にして、警戒心ゼロの気の抜けた顔でカタリナが聞いてきた。

「あぁ、天気がとてもよかったから」

「じゃあ、私と同じですね」

　そう言われれば、確かにそのとおりではあるのだが……思いつきのまま行動している彼女と一緒にされると複雑な気持ちになる。

　今日、俺もジオルドとともに城に帰る予定だったのだ。ただ朝目が覚めて、晴れ渡った空を見たら、帰りたくなくなったのだ。

　城に帰ること自体は嫌なことではないし、以前のように家族との間にわだかまりを抱えている訳ではない。

　むしろ今後、王族としての外交について学ぶのは興味深くて面白いくらいなのだが……成人してからここのところ、次の王位の後継者の問題で周りが少し騒がしくなったのだ。

　もともと、上の兄二人にはそれぞれを支援して担ぎ上げる派閥ができていたのだが、俺たち双子も近年、その後継者争いに巻き込まれてきている。

　正直、俺は王位などに興味はないし放っておいてくれというところだが、周りはなかなか簡単には諦あきらめてくれない。

　なので今日、起きて空を見た時、この天気のよい一日くらいは煩わしい派閥希望の貴族に寄り付かれることなく静かな青空の下で自分の好きなことをして過ごしたいと思ったのだ。

　そして城には帰らず、ほとんど人気のない学園にきて中庭で思う存分バイオリンを奏でていたのだ。

　しかし、こうして大きく予定を変えたことで、こんな風にカタリナに偶然、会えるなんて……あとで城の連中には小言を食らうだろうが、予定変更は正解だったな。

「アラン様、お昼は食べました？」

「そういえば、まだだったな」

　早くから長いこと中庭にいたので、まだ昼の食事はとっていなかった。腹が減ってきたら部屋に戻って適当に食べようと思っていたのだ。

「それはよかった。じゃあ、このお弁当一緒に食べませんか？　なんだかかなりの量を詰めてくれたので、とても一人では食べきれなくて困っていたんです」

　そう言ってカタリナが再び掲げた弁当は確かにかなりの量が詰まっていた。

　高位な貴族だとそれぞれの食材を少しずつ食べて、余りは残すという方式が多いからな、それで料理人も気を使ったのかもしれない。

　まさか、公爵家の令嬢が食事を残すのはもったいないという持論のもとに、常に完食を目指しているとは思いもよらなかったのだろう。

　丁度、腹もすいてきていたところだったので、カタリナの誘いをありがたく受け取り、完食の手伝いをすることにした。

「あ、これピリッとしてて、なおかつほふぁっ～としてかなり美味しいですよ」

「いや、お前の例えの意味がわからん。だが、確かにうまいな」

「これも、外身はぴっしりしてて、中身はぼじゃわ～として美味しいですよ」

「やはり、お前の例え変だぞ。ん、でもこれもうまい」

　そんな風に言い合いながら、二人で弁当を分けて食べた。

　いくら豪華に盛り付けてあっても、結局は残り物でさっと作ったものの詰め合わせであるはずだったが、青空の下であるからかそれとも一緒に食べているのがカタリナだからなのか、どれも今までに食べたこともないくらいに美味しく感じた。

「はぁ～、お腹なかいっぱい、もう食べられない」

　目標どおり弁当箱を空にしたカタリナがそう言って足を投げ出しシートの上に仰向けに倒れこんだ。

　こんな中庭に敷いたビニールの上に寝転がるのは、貴族としてはあまりにはしたないことだなとは思ったが、まぁ今日は他ほかに人もいないのでいいかと俺も足を投げ出す。

　昼を過ぎ太陽は少しだけ西に傾いてきていたが、変わらずに暖かい日差しを届けてくれていた。庭を覆っている芝しば生ふが日差しを浴びてキラキラと光っていた。

　足を投げ出しシートに座りながらそんな光景を見ていると、なんだかとても穏やかな気持ちになる。

　幼い頃、この隣に座るカタリナに出会わなければ知ることができなかったかもしれない穏やかで満たされた気持ち、この気持ちを知ることができたことは本当に幸運なことだった。

「あ～もう我慢できない」

　人が穏やかで満たされていたら、突然、隣のカタリナがそう叫んだ。何事だと横を見ると、彼女は履いていた靴の紐ひもを外し始めた。

　やがて紐が外れると靴を芝生の上へ脱ぎ捨ててなんと裸足になった。そして裸足のまま芝生の上へと踏み出した。

「あ～、やっぱり芝生の上の裸足は気持ちいい～」

　満面の笑みでそう叫ぶとカタリナは空に手を伸ばして、ぐっと伸びをした。

　いくらなんでもはしたなすぎるだろうと、

「お前な、貴族令嬢として、それはだめだろう」

　と一応、注意をする。いつもなら、こういうのはジオルドかキースの役割であるのだが。

「あら、でも今は誰もいないからいいじゃないですか。それに、すごく気持ちいいですよ。アラン様もやってみてくださいよ」

　俺の慣れない注意はさらっと流され、逆にそんな風に勧められた。

　これが普段からカタリナをたしなめ慣れているジオルドやキースなら、もっとうまく彼女を止められるんだろうが、俺では難しい。

　それに、日をたっぷり浴びて伸びている芝生の上を裸足で歩くカタリナの様子はそれは気分がよさそうで……自分もやってみたいと思ってしまった。

　普段なら一応、王族としての意識で思いとどまっただろうが、暖かい日差しに青い空の下、カタリナと二人だけという非日常感が俺を普段ならしないような行動に移させてしまった。

　気付けば俺もカタリナに倣って靴の紐をとき、靴を脱ぎ捨てると裸足で芝生の上に踏み出していた。

　裸足で踏んだ芝生の感触はなんともいえない気持ちよさだった。これはカタリナでなくても我慢できなくなるかもしれない。

　これはすごいなと感心していると、いつの間にか傍そばにいたはずのカタリナの姿が見えなくなっている。
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　え、こんな一瞬のすきにどこに行ったんだ。まさかまた誘拐！

「おい、カタリナ、どこ行った！」

　慌ててその姿を探すと、

「お～い、アラン様ここ、ここです」

　なぜか頭の上の方から呑のん気きな声が返ってきた。そして上の方に視線を向ければ、

「！」

　頭上の木の枝に、カタリナがちょこんと座っているではないか、驚きに思わず固まってしまう。

「な、なんでお前また木に登ってるんだ！　もう木登りはやめたんじゃないのか！」

　カタリナの特技ともいえる木登り。幼い頃はよくやっていたが、社交界にデビューしてからはさすがにもうやめろと周りに言い聞かされて、やめたと本人が言っていたはずなのだが……。

「いや～、ずっと我慢してたんですよ。でも久々にこんな風に外で裸足になって、傍に木があったらもう我慢できなくて」

「……そこは我慢しろよ。ここはお前の家でなく学園だぞ」

　あははと笑うカタリナに、思わずため息がでる。

「大丈夫ですよ。ここから見渡しても誰の姿も見えませんから。それよりここからの景色すごく綺麗ですよ。アラン様も登ってきたらどうですか？」

　まったく危機感なんてないのだろう、とてもいい笑顔で、俺に向かって手招きした。

　学園で木に登るなんてありえない行為だとわかっている。だが、なぜか今日の俺はカタリナの影響かどこかネジが緩んでいた。

　すでに裸足にもなっているし、少しくらいならと普通じゃ考えられない思いになり、カタリナの登っている木に足をかけた。

　木に登るのはもう八年ぶりくらいだ。クラエス家でカタリナと競って登ったのは今となってはかなり恥ずかしく、そして懐かしい思い出だ。

　あれ以来、木に登るなんてことはなかった。貴族の身分で木に登るなんてことをしている者がそもそもいないのだが。

　とても久しぶりだったが、意外と身体からだが覚えていたのかスムーズに上ることができた。

　なのであっという間にカタリナの座っている枝のところまで登ることができた。

　登ってきた俺をカタリナが笑顔で迎えた。

　幼い頃なら同じ枝に座っても大丈夫だったかもしれないが、さすがに今では折れてしまうだろう、隣の枝に俺は腰かけた。そして中庭を見下ろした。そこにはいつも見るのとはまるで違う景色が広がっていた。

　眼下に広がる中庭は日の光を浴びキラキラと光り輝いて見えた。そんな大きなものではなく美しくもないと思っていたが、ここから見下ろすと大きくそして美しいと感じた。

　クラエス家の木に初めて登り切った時もこんな風に感じた。ああ、少し見るところを変えるだけで世界はこんなに違うのだ。久しぶりにそう強く感じた。

「ねぇ、綺麗でしょう」

「……あぁ」

　得意そうに言ったカタリナにそう返事をすれば、

「でしょう」

　と昔と何も変わらない無邪気な笑顔を見せる。

　その笑顔にドクンと鼓動が鳴る。

　この無邪気で奔放な少女に自分が恋をしていることに気づいたのは一年ほど前だ。本当はもっと昔から恋をしていたのだろうが鈍い俺はずっとそのことに気づかなかった。

　そしてようやく気づいても相手は双子の兄の婚約者で失恋は決定、気づいた思いをそのまま消しさらなければならなくなった。

　しかし、長年の思いはそう簡単には消えてくれない。こんな風に彼女の仕草一つで鼓動は大きく高鳴る。

「風も気持ちいいですね」

　キラキラした目で笑うカタリナとの距離は腕を伸ばせばすぐに届く、だがその少しの距離を縮めることはできない。

　俺はこの気持ちを伝えないと決めている、早く消しさって、そう遠くない日にやってくる兄と彼女の結婚を祝福しなければならない。

　わかっているんだ、自分の立ち位置は理解している。

　しかし、こうして偶然手に入れたカタリナを独占できる幸運な時につい願ってしまう、このまま時が止まればいいのにと。

　そんなありえない願いが叶かなうことはなく、またいつまでも木の上にいるわけにもいかない。何より人目についたら大変である。

　どちらともなく木から下りて帰ろうかということになり、後から登った俺がそのまま先に下り、後から下りてくるカタリナに手を貸そうと思ったのだが……俺は今のカタリナの服装のことなどまったく頭になかったのだ。

「わぁ、ちょっとまて！」

　するすると下りてこようとするカタリナを見上げて俺はそう叫んだ。

　なぜなら、今の彼女の服装は普通にドレスなのだ。枝に座っていた時は広がっていなかったので気にならなかったが、こうして下りてくる時には……中が丸見えなのだ。

「ちょっとスカートの中が見えるから！」

　俺はひたすら動揺した。スカートの中が見えないようにするためには、俺がどいて目をそらしていればよいのだが、スカートでちゃんと下りてこられるのか心配で、下りる手伝いをするべきではないかと思いどく決断もできない。そうしてあわあわする俺に、

「あ、大丈夫です。スカートの中に半ズボンはいてるんで」

　そう言ってカタリナはスカートをめくりあげた。

　そうしてあらわになったスカートの中は確かに短いズボンをはいていたが……太ももまでしっかりあらわになってるじゃないか！

　そうして目にしてしまった白い足のせいで、心臓は壊れそうなほどどくどくいっているし、顔に血が上ってきた。

　それでもひょいとまるで舞うように木から降りてきたカタリナになんとか手を貸しながら、俺はおそらく真まっ赤かになっている顔で叫んだ。

「お前、もう成人したんだからいい加減に女としての自覚を持て！」

　しかし、カタリナ本人は「はぁ」とまるでわかってないような返事をしてきて、俺は深い深いため息をつくこととなった。

　結局、なにか悪かったのかしら？　と自覚のない様子のカタリナとともに寮に戻り、俺の偶然訪れた幸福の時間は終わった。

　ちなみにこの日、目にしてしまったカタリナの白い足の映像がしばらく俺の目にやきついて大変な思いをすることとなったのはまた別の話だ。
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ニコルのお見合い







ニコルのお見合い







　学園を卒業し、俺おれ、ニコル・アスカルトは本格的に伯爵家を継ぐために父について仕事を手伝い始めた。

　以前から伯爵家の跡取りとして色々と教えてもらっていたので、おおむね問題なく順調に過ごしている。

　強いて問題をあげるとすれば十八になった現在、まだ婚約者がいないということ。

　正式に伯爵家を継ぐことになれば次の跡継ぎが必要であり、そのためには妻を娶めとらなければならない。

　たいていの貴族は社交界デビューの前後に婚約者が決まっている中で、この年まで一度も婚約者がいたことのない者はそう多くない。

　婚約する相手がいないというわけではなかった。婚約者になってもよいと言ってくれる者もそれなりにいたのだが、なかなか決断できないでいたのは他ほかでもない俺自身であった。

　その理由は、俺が妹の友人で、幼おさな馴な染じみの王子の婚約者であるカタリナという少女にもう長いこと不毛な片思いをしているからだ。

　彼女に初めて出会ったのは妹の付き添いとしてクラエス家を訪れた時、あの時はまさかここまで彼女に惹ひかれてしまうなど夢にも思わなかった。

　澄んだ瞳ひとみに無邪気な笑顔、会えば会うほど惹かれていった。しかし、友人の婚約者、それも友人が本気で愛している人にちょっかいをかける訳にはいかない。

　だが、よく言えば行動的、悪く言えば考えなしの可愛かわいい妹が、どうもそんな俺の秘めた思いに気づいているらしく、やたら俺に彼女を射止めろなどと言ってくる。

　常識的にそんなことはできないと返しても『そんなこと気にする必要はありませんわ。時代の流行は略奪愛ですわ』などと言って諦あきらめる気配はない（そして、そう言いながら妹が『ぜひ、これを読んでください』と興奮気味に薦めてくる本のタイトルに並ぶ『略奪』『裏切り』『策略』という文字に彼女の今後が心配になる）。

　よってこの長年の片思い、それも口に出して伝えられない思いを抱えたまま、どうしても婚約者を作る気になれずここまでずるずるときてしまったのだ。

　それに本来なら、そんな俺に早く婚約者をつくるよう急せかす立場であるはずの両親も、なんとなく俺の気持ちに気づいているのか、はたまたただのんびりしているだけなのか、特に何も言ってこなかったこともあり、他の貴族子息ならこの年になれば当然、いくつか行っているだろう令嬢との面会という名のお見合いのようなことすらしたことがないままに、ここまできてしまった。

　しかし、社交界デビューも終え学園も卒業し、爵位を継ぐ準備をし始め、ようやくこのままではまずいと焦り始めた。それというのも、父とともに行く先々で婚約者について問われるようになったことが大きい。

　また、仕事で出会った者の中に、自分と同じ年ですでに家庭を持ち、子どもがいるという人物もいたのだ。

　さすがにいい年の男が悠長に実らない思いを抱えうじうじとしている場合ではないと自覚した。

　よって、俺はようやく婚約者を得るべく行動を始めることにしたのだ。

　まずは父に、うちと条件が合い自分と婚姻を結んでもいいと思ってくれる者がいたら会いたい旨を伝えた。

　すると、俺のその言葉を聞いた父は、

「そうか……本当にそのように進めていいのか？」

　とどこか硬い表情で言った。これには両親も俺の思いに気づいているという説が濃くなった。しかし、もう決めたことだ。

「はい。お願いします」

　俺ははっきりとそう答えた。







　父にお見合いのことを頼んでから数日、あっという間にお見合いのセッティングがなされた。

「すごい人気で、相手を絞るのに大変だったぞ」

　などと言う父の言葉は冗談だろうが、まだそれなりに候補がいてくれたようで安心した。何人かとの約束をし、日取りなどを調整までしてくれた父にはとても感謝した。

　そして、ついに本日、その一人目と会うこととなった。

　現れたお見合い相手は大人おとなしそうな見ための愛らしい少女だったのだが……困ったな、どうしようか。俺は少女を前に困り果てていた。

　というのも、やってきた少女が挨あい拶さつをしただけで、顔を赤くして固まってしまったからである。

　正直、こういったことは初めてではない。なぜか俺の顔を見るとこんな風になってしまう者がたまにいるのだ。そして、そういう時は口くち下手べたな俺に代わって気のいい友人たちがフォローしてくれていたのだが……だが、今日きょうこの場に彼らはいない。

　そのため、自分でなんとかしなければならない訳だが……なにせ俺はあまりしゃべるのが得意ではない。仕事で必要なことや、決まった台詞せりふならばいくらでもしゃべれるのだが、こういったプライベートな場面、それも女性と一対一で何を話してよいかもわからない。

　結果、無言で見つめあって固まったままというこのどうしようもない状況を生み出してしまっている。

　ああ、どうしたものか、これならばもう少し付き添いの方にいてもらえばよかったのか、部屋にはこちらの話が聞こえない所に使用人が残っているが、彼らからこちらに話しかけてくることはないし、このままではどうにもならない。

　妹や幼い頃ころからの友人たちは、俺の口下手をわかっているからあちらからどんどんと話題を振ってくれこんなに言葉に詰まることはないのだが……それに、そのなかでも特にカタリナの話は話題に事欠かない。彼女にかかれば些さ細さいなことでも、とても興味深く楽しい話になるのだ。そしてそれを語るキラキラした瞳を見るだけで幸せな気持ちになれる。

　ああ、ここにカタリナがいてくれれば、そんな風に思い、はっとする。こんなところでカタリナを思い出すなんて……そもそも彼女への思いをきっぱり捨て、新たに踏み出すために、このような場を設けてもらったのだ、このままではいけない。

　俺は気持ちを奮い立たせ、目の前の少女にしっかりと向き合った。

　じっと見つめると、少女の顔がさらに赤くなった。よく見れば少し震えているようにも見えた。

　これはもしかして具合が悪いのだろうか？　妹が幼い頃に何度かこんな風になって熱を出していたことがあった。もしかして少女も熱があるのではないだろうか？

　心配になった俺は席を立ち少女の方へと近づいた。

「大丈夫ですか？」

　声をかけると少女はこくこくと頷うなずいたが、近くで見るとかなり顔は赤かった。

　これはかなり熱があるのではないだろうか？　思わず手を伸ばし彼女の額にそっと触れる。

　うん、見た目ほど熱くはないが熱は少し高いかもしれない。

　そこまで考えて、ふと自分の今の行動を振り返り、かなりまずいことをしてしまったことに気づいた。

　つい妹にするように接してしまったが、年頃の女性の額に気安くさわるなどあまりに失礼な行為だった。すぐに謝ろうと口を開いたが

「失礼しました。すみま……」

　そこまで言ったところで……バタン！　お見合い相手の少女が大きな音を立てて座っていた椅い子すごとひっくり返った。

　あまりの予想外の出来事に驚いたが、咄とっ嗟さに少女を抱きとめることに成功し、彼女が床に倒れ込むことは防げた。

「だ、大丈夫ですか？」

　突然、倒れた少女にやはり具合が悪かったのかと、抱きとめたまま顔を覗のぞき込めば……。

「……あぅ」

　彼女は何やら声を発すると意識を失った。そしてその鼻から血を流していた。

　熱が高すぎてのぼせたのだろうか？　これは医者に診てもらった方がよいだろう。

　そうして、別室に彼女を運びすぐに医者に診せたが、特に大きな異常はないとのことで安心した。

　しかしその後、相手の少女はまるで逃げるように帰宅し、こちらが何か言うより先にお断りされてしまった。

　なんでも『もう恥ずかしくてとてもお会いすることができません』とのことだった。

　こうして、初めてのお見合いは、俺にお見合いというのはなかなか難しいものだということを学ばせてくれた。







　初めてのお見合いは何もなさずに終わってしまったが、まだ父が取り付けてくれたお見合いはいくつかあるので、気を取り直し次に挑むこととなった。

　二回目のお見合い相手は、落ち着いた雰囲気の令嬢だった。

　しっとりとして優雅な挨拶をしてきた彼女は、前回の相手のように赤くなって固まってしまうことなく、挨拶後も積極的に話をふってきてくれた。

　先日行った舞踏会でのこと、お茶会でのこと、口下手な俺はほとんど相づちくらいしか打てなかったが、それでも長く無言になることもなく、それなりによい感じに進んでいった。

　彼女は貴族令嬢とはこういうものだというような女性だった。よく手入れされた髪に、白い肌、おそらく力仕事などしたことなどないのだろう滑らかな手。

　カタリナとは大違いだな、畑仕事でよく外にいる彼女の肌はほどよく健康的に焼けていて、その綺き麗れいな髪も平気でかぶりものの中に押し込めてしまっている。手も鍬くわを振り回しているから手の平が少し硬めだ。それなのに彼女はとてもキラキラしているのだ。

　……またカタリナのことを考えてしまった。今は目の前の令嬢のことをしっかり考えなければならないのに。

「それで、そのご子息と婚約者様のご令嬢のダンスがとても素敵でしたの」

　楽しそうに語る彼女に『そうですか』と相づちを打ちながら、普通の貴族令嬢が舞踏会で注目しているのはこういうことなのだなと思う。

　これがカタリナだと、あの舞踏会ではこんな料理が出て美味おいしかったとか、あのデザートは素晴らしかったなどおおよそが食事のことだからな。それもいつもとても詳しく美味しそうに話すから思わず食べてみたくなったりするのだ。

　……しまった。またカタリナのことを考えてしまった。

　こんな風に見合い相手を前にしていても、ついカタリナと比べたり、カタリナだったらとばかり考えてしまい。内心、気まずい思いを覚えながらも二回目のお見合いは終わった。

　今回はもう会えないと断られることはなかったが、こちらからもう一度会おうという気持ちが起きなかった。

　その後、二人と同じようにお見合いをしたが……結果は同じだった。

　どうしても、やってきた相手とカタリナの違いばかりが目につき、カタリナのことばかりを考えてしまい、お見合いに集中できず来てくれた相手にもほとんど興味を持てずに終わってしまった。

　このままでは、いけないとわかりつつも次のお見合いに行くのが憂ゆう鬱うつになっていた時、カタリナの義弟であるキースが行方ゆくえ不明になってしまった。

　行動的なカタリナはキースを捜すために旅に出た。そして、その旅には彼女の婚約者であるジオルドも同行していた。

　もう諦めようと、カタリナへの気持ちは捨ててしまおうと思っているのに、そうして二人が（他に同行者がいるとはいえ）ともに旅に出ていることに複雑な気持ちになり、キースを連れて戻ってきたカタリナたちが前と変わらない様子であることにひどく安心した。

　こんなことで本当に他の誰だれかと婚約し婚姻を結ぶことができるのだろうか……大きな不安を抱えたまま俺は、父が約束してきてくれた最後のお見合いへと向かった。







　五回目のお見合い相手は俺より先に席についていた。

　それまで相手は皆、俺より後からやってきており、またこの国のお見合いでは女性が後からやってくるほうが当たり前なのだと聞いていたので少し意外だった。

　こちらがやってきたことに気づき、立ち上がった相手はどこかこれまでの相手とは違っていた。

　今までの相手は大人しそう、落ち着き穏やかそうといった雰囲気の如何いかにも貴族の令嬢らしい女性だったのに対し、今回の相手はどこか凛りんとした強い雰囲気の少女だった。自分の知っている女性ではメアリ・ハント令嬢に似た雰囲気だった。

　そして、互いにお決まりの挨拶を行った後、少女はいきなりこう切り出した。

「私、誰とも婚約をするつもりはありません。今回も親にどうしても行けと言われて断り切れなくてきただけですので、アスカルト様もご安心ください」

　社交的な微笑ほほえみではっきりと言われたその突拍子もない発言に、驚きのあまり固まってしまった。

　言い放った本人は優雅にテーブルに準備されたお茶を啜すすっている。

「……今日のこの場が、あなたが本意ではないのはわかりましたが……なぜ安心してくださいなのですか？」

　ようやく気持ちを持ち直しそう尋ねると、

「あら、だって、アスカルト様もお見合いは乗り気でないのではありませんか？」

　ケロッとそんな風に返してきた少女に、

「……なぜ？」

　思わず敬語も忘れて聞き返してしまった。

　なぜ、俺が乗り気でないと思ったのか、そう見えたのだろうか、いや、そんなはずはない。俺は自分からお見合いをしたいと言い出したのだから、ちゃんと婚約相手を見つけたいと思っているのだから。

「今までお見合いをされたという方からお聞きしたんですよ、誰も次のお誘いもなく、お見合いにもあまり乗り気なようには見えなかったと」

「……」

　なんということだ。そんな風に思われていたなんて……でも確かにそうかもしれない。お見合いの最中もカタリナのことばかりを考えて目の前の相手に意識がいっていなかった。

「もしかして、自覚がありませんでしたか？」

　茫ぼう然ぜんとする俺の様子で察したらしい少女が聞いてくる。

「……あぁ、ちゃんと乗り気でお見合いをしているつもりでいたんだ」

「そうですか、でも女性は意外と鋭いですから、本当に乗り気かどうかはなんとなくわかるものですよ」

　そうか、俺が考えているより女性はずっと鋭いものなのか、しかし、そうすると、

「……このままでは俺は婚約者をつくることができない」

　思わず考えていたことが口に出ていた。いつもならこんな風に初対面の相手に口を滑らすことはなんて絶対にないのだが、最近、色々考えすぎて少し疲れていたのかもしれない。

　そうして気まずい思いになった俺とは対照的に、今までこちらにまったく興味ありませんといった風だった目の前の相手の瞳がキランと輝いた気がした。

　その目に『なんだか面白そう』という好奇心が見えた気がした。

「それは、どういうことですか？」

　そうして、キラキラした目で促されて、俺は不覚にも今日あったばかりの令嬢に悩みを話してしまった。

　相手の名こそ言わなかったが、昔から思う相手がいること、しかしその相手には婚約者がいること、だから早く諦めてちゃんと別の人と婚約し婚姻を結びたいと思っていること。

　正直、お見合いの場でお見合い相手にこんな話をするなんてありえないことだ。

　しかし、本来なら気軽に悩みを相談できる存在である友人たちにも、この秘められた思いを伝えることはできず、ずっと一人で抱えていた。だから、誰でもいいからずっと誰かに聞いてほしかったのかもしれない。

　俺の突然の暴露話を、少女は真剣な顔でじっと聞いてくれた。そして、最後まで聞き終わるとこう言った。

「どうして諦める必要があるんですか？」

　きょとんとした表情で言われた、またも予想外の言葉に再度、俺は固まってしまう。

　そんな俺におかまいなく少女は続ける。

「だって、好きな人に婚約者がいるだけじゃないですか、それとも二人は愛し合っているんですか？」

　婚約者がいるだけじゃないと言い切るとは……。

「……あぁ、彼女の婚約者は彼女のことを愛している」

「じゃあ、その彼女本人の意思はどうなんですか？　彼女も婚約者を愛しているんですか？」

「……今はまだそうではないようだが」

「そうですか、二人は愛し合ってる訳じゃないんですね。じゃあ、何にも問題ないじゃないですか、今から彼女の心をあなたが射止めて奪ってしまえばいいじゃないですか」

「……」

　この子は……完全にうちの妹と同じ考えのようだ。もしかしてこの少女も妹と同じ種類の本を愛読しているのだろうか。なんとなく頭を抱えたい気分になりつつ、

「彼女の婚約者とも俺は親しくしているし、常識的に考えて婚約者から奪うなんてありえないことだ」

　いつも妹に言い聞かせているように返した。ここで妹なら『時代は略奪愛ですわ！』などと言って不謹慎な小説に毒された思考を熱く語るところだが、目の前の少女は違うようだった。

　クスクスクスと笑って少女は言った。

「その顔で、すごい色気まき散らして、さんざん老若男女たぶらかしておいて、常識的にって……話のとおりですね」

『すごい色気をまき散らす』それは非常に不服ながら妹や友人にもよく言われていることだった。

　なんでも俺には人を引き付ける不思議な魅力があるとのことだった。妹いわく色気がすごいのだそうだ。

　初めは何をそんな馬ば鹿かなことをと思っていたが……幼い頃から知らない者に付けまわされたり、さらわれそうになったりするのが当たり前だった俺の日常は、どうも他人から見たら可笑おかしいらしい。てっきり、皆がそうだと思っていたのだが……俺が特殊だったらしい。

　なので今は、そういうものだと諦めているが……それにしても、この少女の口ぶり。

「俺の話を誰かから聞いたのか？」

　そう問えば、

「あぁ、すみません。アスカルト様のことは、よく生徒会の先輩たちがお話ししているもので、特にソフィア様はよくお話しされていらっしゃるので」

「君は魔法学園の生徒会に入っているのか!?」

　まさかの答えに俺はひどく驚いて、思わず大きな声を出してしまった。

「はい。お見合いの資料にも書いてあったと思うのですけど、やはりほとんど目を通されていないんですね」

「……」

　そんなことはないつもりだったのだが、やはり段々と憂鬱に感じるようになってきており、見合い相手の情報もほぼ流し読みで、しっかり目を通していなかった。これでは他の見合い相手にも乗り気ではないと思われても仕方ない。

　それにしても、まさか今日の見合い相手が生徒会メンバーの後輩だったとは、ということは、ジオルドやカタリナとも面識があるはずだ。まずい相手に話してしまったと今さらながら後悔する。

　これはしっかり口止めしておいた方がいいのか、いや、そんなことをするとかえって怪しく思われるのではないか。

　そんな風に思い悩む俺の心情などお構いなしに、少女は楽しそうに話し続ける。

「色々とお話を聞いていたので一度はお会いしてみたいと思っていたんです。でも、ソフィア様は今回のお見合いの件は何もおっしゃってなかったのですが、もしかしてご存じないのですか？」

「……あぁ」

　そのとおりだった。妹に見合いをすると話せば確実に反対され面倒なことになるとわかりきっていたからだ。

「そうですよね。アスカルト様がお見合いをするとなればソフィア様、大反対されて大変でしょうしね」

　そのとおりだ。しかし、なんでこの少女はそこまでわかるのだろうか？

「なぜ？」

「ソフィア様には、アスカルト様と結ばれてほしい方がいらっしゃるようなので」

　俺の短い問いがちゃんと通じたらしく、そう答えが返ってきたが……妹が家以外でもそのような話をしていたとは、まさか相手までは話していないと信じたいが……。

「よく、カタリナ・クラエス様にアスカルト様の素晴らしさを語っていらっしゃるので」

　にこりと微笑んで告げられた言葉に、思わず目の前のテーブルに突っ伏しそうになった。

　妹よ、お前は学園でしかも他者もいる生徒会の場でなんてことをしているんだ。これは次に会った時に説教をしなければなるまい。

　妹の奔放すぎる行動に思わず頭を抱えると、

「ソフィア様はカタリナ様をとても慕っておられるので、カタリナ様がお兄様のお嫁さんになってくれればいいなと思っていらっしゃるのでしょう」

　少女はそんな風に言って、慕ってる友人にまだ婚約者のいない兄を薦すすめるなんて可愛らしいものだというようなフォローをしてくれた。

　年下の少女にこんな風に気を使われるとは、やや気まずい思いをした。

　しかし、もうこの話題はまずいな、このまま妹のことを話せば先ほどの好きな人がいるという話の相手がカタリナだとばれてしまうことだってありえる。俺は思い切って話題を変えることにした。

「君は、先ほど誰とも婚約をするつもりはないと言っていたが、それはなぜだ？」

　やや強引かとも思ったが、相手の話をふってみた。思えばこちらはほとんど話してしまっているのに相手のことは何も聞いていなかった。

　それによく考えれば、この少女に婚約者がいないというのもだいぶ可笑しな話だ。

　いいところのご令嬢で、しかも魔力持ちで、おまけに生徒会に入れるほどに優秀で、見た目だって愛らしい少女だ。これまでいくらでも婚約の話が出てきたはずだ。

　それなのに、まだ婚約者が決まっていないとは、もしかしてこの少女も自分のようにすでに婚約者のある人を思ったりしているのだろうか？　そんな風に思ったのだが、

「それは、私が自分の力で生きていきたいからです」

　なんだか得意そうに返ってきた答えは、また予想とはあまりに違うものだった。

「……それと婚約者をつくらないことに何か関係があるのか？」

　正直、意味がわからずそう聞き返すと、

「もちろんです！　だって、どこかの貴族と婚約してそのまま結婚したら私は貴族の奥様になってしまうではないですか」

　なんだろうこの少女、うすうす感じてはいたが……少し変わっている？

「……貴族の奥様ではダメなのか？」

「いえ、貴族の奥様も家のために尽くさなければならない立派な存在だとは思うのですが、どうしても家に縛られてしまいます。私は家の外でバリバリと働きたいのです！」

　少女は意気込んでそう言った。

「……外でバリバリ働くとは……男性のようにということか？」

「そうです。私は、貴族夫人として家をとりしきって生きるのではなく、男性のように外で働きたいのです！」

　他国と比べて豊かであるこの国では近年、女性の社会進出も進んできている。国の最高機関である魔法省でも積極的に女性を雇い入れており、女性で役職を持つ者も出てきている。

　しかし、古いしきたりが多い貴族社会ではまだまだ女性は家にいるものだという風習が強い。そのため今の貴族女性の将来は、男性の後継ぎがない家ならば婿をとるか、後継ぎがある家ならば嫁ぐかの二択であるのがほとんどだ。

　ましてや、彼女のような身分の高い貴族令嬢が外で働いているなんて話はほとんど聞いたことがない。

「でも、親にも反対されて……早く婚約して結婚するように急かされていますし、難しいことなのはわかっています」

「……わかっていてなぜ？」

　常識的に考えて彼女が男性のように働くことが今の世で許されるとは思えない。

「憧あこがれの人がいるんです。魔法省で女性ながらに上に立ってバリバリ働いている人が。私はその人みたいになりたいんです」

　魔法省で上に立ってバリバリ働く女性……なんとなく一人の人物の顔が浮かんだが、友人の日々、疲労した様子と聞かされる愚痴から、彼かの人物がその憧れる人物とは思えず、すぐにかき消した。

　そんな俺の頭の中など知らない少女はキラキラした目で話し続ける。

「その人は身分の高い貴族ではないようで……まだ魔法省でも高位の貴族令嬢が勤めるということはなかったらしいのですが、最近、カタリナ・クラエス様が魔法省に入られるらしいとお聞きしまして、より希望が高まりました」

　せっかく話をそらしたのに、まさかここでも名前が出てくるとは……確かに、カタリナは学園卒業後に魔法省に入ることが最近、決まった。

　しかし、それはカタリナが闇やみの使い魔を有してしまったことの特例のようなもので（あと友人の上司である彼の人物のごり押しで）おそらくこの後、ジオルドと結婚するまでという期限付きであるだろう。そもそも、この国の貴族社会で結婚した女性が働いているというのは聞いたことがない。

「それは事実だが、彼女は特例でおそらく婚姻までの期限付きだと思うが」

　あまり淡い期待は抱かない方がよい、それで無理だとわかればよりつらくなる。そう思い忠告したつもりだったが、

「知ってます」

　少女は、はっきり答えた。そして強い意志を宿した目で、

「でも、諦めたくないから、諦められないから、やれるだけやってみようと思ってるんです」

　そう言い切った。

　そんな少女の姿に、ああ、この子は本気なんだなと改めて思った。

　そして、そんな風に世間的にも認められず親にも反対されても、諦めないと言い切れる少女を少しだけ羨うらやましいとも感じてしまった。

　たとえ諦められない思いがあっても、それを捨て家のために家族のためにも早く婚約者を見つけて婚姻を結ばなくては、そんな風に焦る俺とはまるで違う。

　キラキラした目の少女をまぶしく感じながら見つめる。すると、彼女はにっと意味ありげに笑った。

「ですから、アスカルト様もまだ諦めずに、好きな人にあたってみてはどうですか？　やれるだけやってみないと何事もわかりませんよ」

　忘れてなかったのか、そして完全に話を戻されてしまった。

　にやりと笑うその顔はどうやら確信犯らしい、最初からまたこの話に戻すつもりだったのだろう。しかも、

「それに、キース様も、メアリ様も少しも諦める気なんてないではないですか、アスカルト様だけが一人、無理に諦めるなんてもったいないですよ」

　そんな風に続けたのだ。

　つまりこの少女は俺の思い人も、また他にも彼女を思っている友人たちのこともすべてわかっているということだ。

　キラキラした目で夢を語った少女は、実はとんだ曲くせ者ものだった。俺は思わず深くため息を吐いた。

「しかし、俺はもう社会に出た身だ。伯爵家を存続させていかなければならない責任もある」

　もうすべては知られてしまっている。誤魔化すことはもう諦め、そう答えた。

「社会に出ても皆が婚姻を結んでいる訳ではないでしょう、それに家のために無理に婚姻するなんて可笑しいと思います」

　少女はさらっとそう返してきた。訂正する、この少女は少しどころか、かなり変わっていた。

「……婚姻を結んでいない者がいるのはわかるが、貴族社会で家のために婚姻を結ぶことは当たり前のことだろう」

　この少女も高位の貴族の令嬢として育ったならそのように教育されているはずだ。

「ええ、私も婚姻は家のために決められた人とすると言われて育ちましたが、でももうそんなものは時代遅れだと思うんですよ」

「……時代遅れ」

　なんだかぐさりと突き刺さった。なんというか先ほどからこの少女……なかなか遠慮がない。

「それに……そうやって、無理に婚姻を結んで不幸になる人だってたくさんいるはずです」

「……無理やりに婚姻を結び不幸に」

　顔を険しくしてそう言った少女の言葉に、一年ほど前に起こった事件のことを思い出した。生徒会でともに仕事に励んだ友人が起こしたその事件で、闇の魔力に手を出していた侯爵夫人は、政略結婚で嫁ぎ夫に捨て置かれ、心が壊れていったらしい。

　俺の身近に結婚で不幸になったという夫婦はいないが、政略結婚が当たり前の貴族社会でそういった話はたびたび耳にしていた。

「だから、アスカルト様も無理に結婚などしないほうがよいです。何よりそうして、他の人を思うあなたとともに生きることになってしまう女性が可哀相です」

　その言葉はこれまでのどんな言葉よりも心に刺さった。俺は自分のことばかりで、相手のことを深く考えていなかった。

　いや、もちろん一緒になった女性を敬い、愛していこうとは思っていた。だが、果たして本当にそうできるのか……こうして少しの時間のお見合いですら、相手に興味がないことに気づかれてしまっているのに。

「……そのとおりだな。俺は家を継ぐために自分のことばかりで、肝心の相手の気持ちを考えることができていなかった。君のお蔭でそれに気づけた、ありがとう」

　俺は少女にそう言って頭を下げた。すると、少女は少し困ったように、

「わかってもらえればいいんです。ただ、アスカルト様のそれは自分のことばかりとは、言わないと思いますよ。ご家族のためにと思われたんでしょう」

　家族のため、確かにそれは大きいかもしれない。ここまで育ててくれた優しく尊敬できる両親のためにも早く結婚し、次の跡取りを設けなければと思った。でもそれは、

「やはり俺のためだ。俺が家族の安心した顔が見たい、喜ぶ顔が見たいと望んでしていることなのだから」

　そう言った俺に少女はまたクスクスと笑った。

「やっぱり噂うわさどおりの真ま面じ目めぶりですね。でも、アスカルト様が焦ってお見合いをして結婚相手を探すことを本当にご家族が望んでいるのですか？」

「……それは」

　正直、わからない。今回のお見合いの話を切り出した時、父はどこか硬い表情をしていた。

「まずは、そこをちゃんと確認した方がよいと思いますよ」

　そう言うと、少女はにこりと笑った。そしてこの話は終わった。

　そこからは共通の話題である学園でのあたりさわりのない話をいくつかして、『ではここまでで』と話を終えた。

　少女、曰いわくあまり長すぎても短すぎても色々面倒なのだそうだ。彼女は俺よりよほどお見合いに慣れていた。

　そうして、かなり離れて待機していた使用人を、手をあげて呼ぶ。すると、彼らが近づいてくる前に、

「アスカルト様は好きな方のことを皆さんには秘密にしているのでしょう。でしたら、また煮詰まったら私が恋愛相談に乗りますよ」

　少女がにっといたずらが成功した子どものような笑顔でそう言った。

「……」

　思わずあっけにとられて言葉を失う俺に、それまでの様子から一転してすっかり猫をかぶった少女は恭しく淑女らしい挨拶をして去っていった。

　こうして俺のこれまでとはあまりにも違うお見合いは終わった。







　奇妙なお見合いを終えて家に帰ると、俺はさっそく父に『自分から頼んでおいて申し訳ないが、しばらく見合いを休みたい』という旨を伝えた。今日の見合い相手の少女に言われた言葉に色々と考えさせられたからだ。

　そして、その俺の言葉を聞いた父はなぜか晴れやかな顔になった。

「そうかそうか、まぁ、お前はまだ若いしそう焦らなくてもよいだろう。いずれこの人だと思う人と結婚を考えればよい」

　あまりに当主らしくないその言葉に思わず、

「それでいいのですか？　伯爵家のためにも早く結婚したほうがいいのでは？」

　そう言ってしまった。すると、

「なんだお前はそんなことを気にしてたのか、今どきそんなに家のことなど気にしなくてよい。お前にこの爵位が不要なら親族から養子でもとればよいことだ」

　なんとかなるなんとかなると父は愉快そうに笑い、

「ニコルは、ラディアに似て本当に真面目だな」

　と締めくくった。なんだか拍子抜けしてしまった。

　確かに、あの少女の言ったとおりであった。俺の考える家族の幸せと実際の家族の思いはまるで違っていた。

　それにしても、国の宰相にその実力だけで抜ばっ擢てきされた優秀な父、とても尊敬していたが……今日のあの貴族当主としてはあまりである発言……どうもその性格はかなり大おお雑ざっ把ぱなのかもしれない。

　常々、妹のあまり考えずに突っ走る大雑把なところは一体誰に似たのだろうと疑問だったが、もしかしてあれは父譲りのものだったのかもしれない。







　父との話を終え、部屋に戻ろうとすると、廊下で仁王立ちの妹が立っていた。そして、

「お兄様、私に内緒でお見合いなんてしていたそうじゃないですか！　どういうことなんですか！」

　と頬ほおを膨らませて言ってきた。どうやら、隠していた情報が漏れたらしい。

　まさか今日の見合い相手かとも思ったが、今日の今日でさすがに考えられない。情報元を尋ねたら、俺の動向が何か怪しいと、父を問いつめたらしい。

　そして妹に甘い父があっさり白状したらしい。

「さぁ、どういうことか聞かせてください」

　聞くまでは絶対にここをどきませんといった風の妹に、かいつまんで事情を説明した。

　働き始めて、婚約者がいないことを色々言われたこと、伯爵家を継ぐためにも早く結婚をしなければならないと思ったこと。

　とりあえず俺が話し終わるまでは真面目に聞くことに徹していた妹は、話を聞き終わると、

「本当にお兄様って真面目ですわね」

　と父と同じことを言ってきた。やはり父と妹は似ているのかもしれない。

「父さんにもそう言われたよ。結婚はこの人だと思う相手とすればよいとね。伯爵家の当主としては驚きの発言で拍子抜けしたが」

　そう言うと、妹はなぜか少し驚いた顔をした。

「あら、だってお父様が家のために結婚しろとか言うわけがないじゃないですか」

　それは断定的な言い方だった。

「どういうことだ？」

「だって、お父様はお母様に一目惚れして、当時のお母様の婚約者からお母様を奪い取って結婚したのだから」

「!?」

　本日、いや人生でかなり上位にくるほどの驚きに俺は完全に言葉を失った。

「あら、お兄様知らなかったの？」

　呑のん気きにそんな風に返してきた妹にめまいを覚える。

「ちょっと待て、それは事実なのか父さんが母さんを婚約者から奪い取って……」

　自分で口にして、また激しい衝撃に襲われる。あの父が、母を婚約者から奪った。

　確かに、子どもの目から見て少し恥ずかしいと感じるくらいに仲のよい夫婦だとは思っていたが……まさか妹の好きな小説で言うところの略奪愛の果ての結婚だったなんて思いもしなかった。

「そうよ、当時、すでに婚約者がいたお母様にお父様が一目惚れして結婚を申し込んだけど、お母様のお父様、お祖父じい様にあっけなく断られて『お前が宰相にでもなれれば娘はくれてやる』って言われてお父様は宰相まで上り詰めて、また結婚を申し込みに行ったんだって、最終的にはお祖父様に『お前には負けた』と言わせたらしいわ」

　まさかの宰相になったのも母と結婚することが目的、いやすごい速さで出世したとは聞いてたが、そんな理由だったなんて、気が遠くなりそうだ、というか、

「……それはそんなに有名な話なのか、俺は聞いたこともないのだが」

　この十八年そんな事実全く知らなかったのだが……。

「あぁ、一応、略奪であまり外聞がよくないから外にはあまり漏れないようにお父様が色々したらしいけど、お母様に聞けばすぐに詳しく話してくださるわ。ただかなり話が長くてお父様の美化が激しいお話になるのだけど」

　父が色々か、それではもう社交界では話題にものるまい。

　そして、どちらかというと大人しく落ち着いているあの母が嬉き々きとして父とのなれ初めを話してくるというのもかなりの驚きだ。

　はぁ～と俺は大きなため息をついた。生まれて十八年目にして、初めて知ってしまった、まさかの両親のなれ初めになんだか頭痛を覚えてしまう。

　そんな俺を見て、つい先ほどまであんなにご立腹だった妹はなんだか機嫌がよさそうな顔になっていた。そして、

「お兄様ってなんでも知っていらっしゃると思っていたけど、案外、知らないことも多いのですね」

　とにやりと笑った。いつも、俺にたしなめられてばかりの妹だ、俺の知らないことを自分が知っていたのがそうとう嬉うれしかったのだろう。極めつけに、

「わからないことがあったら私に聞いてください」

　などと言ってきた。その得意満面といった顔にとても複雑な気持ちになった。

　それに今までそれは完璧で立派だとただ尊敬していた父を見る目が少しだけ変わりそうな気がした。
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　そして、俺はもう無理に見合いをするのをやめた。

　ついでに妹の薦すすめてくる『略奪』の文字が入った怪しげな本に少しだけ目を通してもいい気がしてきた。
















ラファエルの大変な職場







ラファエルの大変な職場







　僕、ラファエル・ウォルトが魔法省に勤め始めてもうすぐ一年がたとうとしている。

　昨年、大変な事件を起こし色々と問題を抱えていたため、強制的に連れてこられた場所だった。

　だが、そうして連れてこられたのにもかかわらず、抱える問題の面倒くささから、誰だれからも目を背けられていた。

　そんな僕を『なんだ、どこの部署も欲しくないのか？　こんな稀まれな存在、素晴らしいじゃないか。皆、いらないならもらっていくぞ』と言って自分の部下に引き入れてくれた変わり者の上司ラーナ・スミス。

　変装の達人でもある彼女は、その本当の姿はおろか素性すら謎なぞという魔法省でもかなり異質な人物であると同時に、仕事は誰よりもでき、魔法省の幹部として君臨しているできる女なのである。

　しかし、そのような人物であるがゆえに敵も多く、彼女が率いる僕らの部署を目の敵にしている者も多い。

　よって、ただでさえ仕事ができるからと普段からたくさんの仕事を回されているのに、そのような輩やからに嫌がらせでさらに大量の仕事を回され……。

「……もうだめだ、ラファエル……もう寝てもいいか？」

「だめです！　今眠ったら、二日は起きられなくなります。なんとかもちこたえてください」

　自分の手を休めることなく、今にも机に突っ伏して眠ってしまいそうな同僚に檄げきを飛ばす。

　しかし『あぁ……』とか細い声でそう返してきた相手は、今にも目を閉じそうだ。

　これは非常にまずい。『ほらこれを飲んでください』と冷たい水を差し出す。

　そうして水を飲み込み必死に目を覚まそうとしている同僚を見守りつつ、仕事を続けていると部屋の扉が開いた。

　眠気覚ましのために外に顔を洗いに行っていた同僚が戻ってきたのだ。そうとう顔をこすってきたのだろう、その顔はだいぶ赤くなっている。そんな彼に、

「どうですか？　ラーナ様の姿はありましたか？」

　と尋ねると、彼は沈痛な顔で首を横に振り、僕は落胆でため息をつく。

　クラエス公爵家の養子であるキース・クラエスが誘拐された事件が無事に解決して数日、一度はとてもご機嫌な様子でここに戻ってきた上司ラーナは、ふと気が付けばまたフラフラとどこかに行ってしまったのだ。最悪の事態である。

　事件の後処理だけでも大変なのに、さらに他ほかから押し付けられた仕事にもう部署の誰もが疲労困こん憊ぱい、今の皆の願いはただ一つ『布団で眠りたい』である。

　ここにラーナさえいてくれれば、あの尋常じゃない仕事の速度でこの山になった仕事をかなり片付けてくれるはず……というか皆、彼女が帰ってきてくれる、そう期待していたのに。

　僕らの上司はとにかく仕事ができる……ただ能力は凄すさまじく高いが、そのぶん変わり者なのである。

　彼女はとにかく自分が興味を持ったら、自ら突っ走っていかなければならない性格で、こちらが気づくともうふらっといなくなっていたりするのだ（まぁ、それでも基本的に部下はしっかり守り、責任は自分がとると言い切る、それは頼もしい存在であり、皆に慕われてはいるのだが）。

　あぁ、なんでしっかり見張っていなかったのだろう。まさか、帰ってきて早々にいなくはなるまいと油断していた。深い後悔でまたため息が出る。

　しかし、落ち込んで止まっている時間もないので、ため息を吐きつつ仕事を続ける。

　黙々と、目の前の書類を片付けていく。しかし、片付けれど片付けれどまったく減る気配はない。

　なんだが目がかすんで、頭がぼんやりしてきた気がする。

　これは僕もそろそろまずいかもしれない。最悪、三日寝てない部署の同僚が可笑おかしなテンションで作成した『眠気が覚めるドリンク』とかいう怪しげな液体に手を出してみるかな。

　手だけは止めることなく、ぼやける視界でそんなことを考えていると、部屋のドアが再びガチャリとあいた。

　今、この部署で外に出ている職員はトップのラーナしかいない。

　戻ってきたのか！　期待に満ちた目でそちらを見たが……残念ながらそこにいたのは最近、魔法省の預かりになり、ラーナがうちの部署に引っ張ってきたソラという名の青年だった。

　彼は仕事を少しずつ教え始めようとしたところで、ラーナに研修旅行だと連れていかれたために、今はまだ仕事を任せられる状態にない。

　本来なら一から仕事を教えてあげなければならないのだが、今の僕らにそのような余裕はない。そもそもまともに寝る時間すらないのだから……無理だ。

　そのため、魔法省の図書室で自習というまるで学校のような状態でいてもらっている。

　ただ、今回のキース・クラエスの事件に彼は深く関わっていたので、その報告書だけ簡単に書いてもってくるように言っておいた。おそらくそれが出来上がったのであろう、彼は手に書類を持っていた。

「ウォルトさん、これ言われていた報告書です」

　僕の予想どおりだった、ソラはそう言って僕に書類を差し出してきた。

「ああ、ありがとうございます」

　書類に手を伸ばすと、彼は少し困った表情でこう言った。

「こういうちゃんとした書類って書いたことなかったんで、一応、さっきちらっとチェックしてもらったんですけど」

「え、チェックって誰にしてもらったんですか？」

　彼の配属された部署の職員たちはこのとおり今は皆、目を充血させて書類と向き合っているし、まさか他部署の人間に頼んだのだろうか？

「はい、ラーナ・スミス様にしてもらいました」

　彼の口から飛び出した名前に、僕だけでなく、部署内の職員皆の手が一瞬、止まる。

「……ラーナ様、どこにいたんですか？」

　高ぶる感情を押し付けながら、そうソラに尋ねると、

「はい。図書館からここにくる途中でお会いしました」

　なにも事情をわかっていないソラはきょとんとした様子で答える。

「……こっちに来ていたのか……それはどのあたりですか？」

「え～と、確か図書館を出てすぐのあたりだったかと思いますが」

　ソラがそう答えるのと同時に、部署内で一番足の速い同僚がこちらを見てさっと立ち上がる。僕は彼に目で『頼みます』と語った。

　そして僕にしっかり頷うなずいた俊足の同僚は、素早く部屋を後にし、上司の捕獲に向かった。

　とりあえず、これでラーナが捕獲できれば少しは楽になる。うまくいけば今日きょうは机に伏して少し意識を手放すだけではなく布団で眠ることができるかもしれない。

　わずかだが、希望が生まれ僕の心は晴れやかになる。気のせいか少し目のカスミもよくなってきた気がする。

　少し余裕ができた僕はソラから渡された報告書に目を通す、これは上から早めに上げるように言われているのだ。

　だが、ラーナもチェックしたというからおそらく大丈夫なのだろうという軽い気持ちだった。その文章にしっかりと目を通すまでは……。
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「……ソラさん、これを見てラーナ様はなんと言ってましたか？」

「ああ、なんかすごい笑って、これはこれでいいんじゃないかって言ってましたが……ダメでしたか？」

　困惑した様子のソラにおそらく悪気はない。悪気はないと思うのだが……文章があまりに砕けすぎていた。

『そしたら、カタリナ・クラエスが犬、すごい可愛かわいいとかやたらと言ってきた』って！

　下町の兄ちゃんの会話文じゃないのだから、これはダメだろう！

　しかもラーナも笑って『いいんじゃないか』って、ダメだろうこれはどう考えても、上に出したとしたら僕が呼び出されるわ！　というかなんでこの人、こんなに文が書けないの、確かこの人って、

「……あの、ソラさんは以前、公爵家で執事とかやってませんでした？」

「ああ、確かにやってましたけど」

　だよね、そうだよね、そういう情報があったから、だから報告書も特に指導とかしなくても大丈夫だと思っていたのに……。

「その時に文章とか作成しなかったんですか？」

「え～と、確かに執事はしていたんですけど、そもそも俺おれ、学校とか行ったことないんで文字は読めるし書けるけどちゃんとした文章とか作ったことないんで、他の人にやってもらって、あとは魔法で情報操作してぱぱっと」

　つまり闇やみの魔法で誤魔化していたわけだ。ということは……。

「……報告書の書き方、教えなきゃ無理そうですか……」

　思わず頭を抱える僕に、ソラは少し申し訳なさそうに「お願いします」と頭を下げた。

　また仕事が増えてしまった。げっそりして肩を落とすと、部屋の扉が開き、先ほど上司を捕獲すべくかけて行った同僚が戻ってきた。

　僕と同じくがっくり肩を落としているその様子から、結果を聞かなくてもすべてを察した。

「……すでに魔法省内では発見できず、居場所もわかりません」

　悲痛な顔でそう告げた彼に、部署全体は大きく落胆した。

　治りかけてきたと思った目のカスミがまたひどくなった気がした。

　同僚に例のドリンクを頼んでおこう。おそらく今夜も布団では眠れない。
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乙女たちの恋愛トーク







乙女たちの恋愛トーク







　私、カタリナ・クラエスは恐れていた卒業式を何事もなく乗り越え、この春から無事に二年に進級した。張っていた気もすっかり抜けた日々はとても快適である。

　ぽかぽかの春の日差しはキラキラと輝き、小鳥たちも楽し気にさえずり、学園内を歩くカップルの姿も増え、私が無事に破滅を乗り越えたことを世界中が祝福しているようだ。

　ああ、なんて幸せな私……ってあれ、カップル姿も増えって、なんでだ？

「あぁ、毎年春になるとなぜか増えるらしいですよ」

　そう言って私の疑問に答えてくれたのは、幼おさな馴な染じみで親友のメアリである。

　本日、メアリの部屋に集まって女子会をしているのだ。

　メンバーは私とメアリ、そして同じく幼馴染みで親友のソフィア、それに乙女おとめゲーム主人公で、今やすっかり仲よしになったマリアの四人だ。

　そんな女子だけの楽しいお茶会で、私は本日、ふと感じた疑問を口にしてみたのだ。

「なんだか最近、学園で寄り添うカップルの数が増えていない？」と、そんな私の疑問に返ってきた答えが上記のものだった。

「え、なんで？」

　まさか本当に私が破滅を乗り越えたことを祝ってとかじゃないだろう。

　そもそも、ジオルドの女おんな除よけで婚約者をさせられていて、三次元では恋の経験もない私にとってそれは祝いでなく嫌がらせ以外のなにものでもない。

「暖かくなってきたからですかね？　動物は春が繁殖期のものが多いですし。あとは年齢的なものですかね。高位貴族は幼い頃ころから婚約者がいるものがほとんどですが、そうでないものは成人して社交界にデビューしてから婚約者選びを始めたりするので、このくらいの時期に初めて婚約者ができて親交を深めているのではないですかね」

　うむ、私への嫌がらせではないようで何よりである。

　それに最初の動物うんぬんにはなんとも言えないが、婚約者になりたてで親交を深めているというのは大いに納得である。

　なんていうか初うい々ういしい感じのカップルが多い気がしてたのよね。

「婚約者になったばかり、お付き合いが始まったばかり。なんかいいですね、どきどきしますね～」

　どうやらこちらも最初の動物がどうのっていうのは完全に聞き流したらしいソフィアが、うっとりと言った。しかし、

「う～ん。でも婚約者といっても政略的なものでしょう？　どきどきとかあるのかしら？」

　私はジオルドが婚約者に決まった時、特にときめきは感じなかった（この先どうしたらいいんだという不安でどきどきはしたが）。

　そんな私の発言を聞いてソフィアがしゅんとなる。ソフィアは割とロマンチックな思考をしているからな。

　ソフィアのあまりにしょぼんとした様子に、メアリがフォローを入れる。

「でも、最近の婚約は本人同士の意思を尊重することが多いらしいですわよ」

「そうなのですか？」

　ソフィアの目がキラキラと輝く。

「ええ、最近では舞踏会にデビューした令嬢にある子息が一目惚れして、熱烈にプロポーズしたという話を聞きましたわ」

「一目惚れして熱烈にプロポーズ、素敵ですわね」

　ソフィアの目がさらにキラキラと輝く。

「貴族の方でも恋愛して結婚されるんですね」

　とマリアも感心したように言った。

「昔は政略結婚が当たり前でしたけど、段々と変わってきているみたいですよ」

　とメアリ、さすが社交界の華、情報にたけている。

「じゃあ、学園で増えてきたカップルもお互いに好きになって婚約していた人も多いのかしら？」

　そう問えば、少し考えたメアリの答えは、

「だいぶ仲なか睦むつまじそうな人たちが多いのでそうかもしれませんね」

　というものだった。

　そう考えると、増えてきているあのカップルは普通の恋人同士みたいなもので、まさに青春を謳おう歌かしている人たちである訳で……前世の言葉を使えばリア充などと呼ばれる存在……なんだろう、なんとなく少し複雑だ。

　前世の私はオタク一直線で三次元での恋だのなんだのとは無縁だった。

　当時は二次元さえあればよいと思っていたが……実際にデート一つすることなく人生が終わってしまったとなると名残惜しく感じたものだ。

　しかし、こうして転生したら今度はまさかの破滅フラグしかない悪役令嬢で、破滅を乗り切るためにここまで必死にやってきたら……これまた恋愛ごとには無縁の日々だった。

　そして、破滅を乗り越え一息ついて気が付けば周りはカップルだらけ……すごい切ない気分になる。

　この女子会だって本来なら、年頃の女の子らしく恋バナに花を咲かせていてもいいものを、私たちときたら、やれ畑の野菜の調子がどうだ、食堂の新しいメニューがどうだと年頃の女の子たちの話にしては花のないものばかり、一体、どうしてなのかしら？

　唯一、女子らしい話といえばロマンス小説の話くらいだが……それもなぜか最近、ソフィアがマダム向けのドロドロした話にはまり出したことにより、とても年頃の女の子が話すことではない『不倫』『愛あい妾しょう』など怪しげな単語の飛び交う状態になりつつある。

　あぁ、前世同様に完全に恋愛沙ざ汰たから取り残されていることに今さらながら気づかされた。

　いや、でも今世の友人たちはそろいもそろって美少女で、しかも性格もいい超優良物件である。恋愛に無縁なんて本当にありえるのだろうか？

　もしかして私にあまりにもそういう話がないから、気を使って話さないでいてくれているとか……考え出したら、そういうこともありえる気がしてきた。

　そして本当にそうだったらなんかすごい惨めである。

「ね、ねぇ、皆はそういう話はないの？　素敵なロマンス的な話は？」

　気になったら聞いてみるに限る。

　もし気を使われているようなら、もう使わなくていいと言いたいし、というか私も年頃の女子的な恋愛トークしてみたい。

　しかし、思い切った質問に、皆う～んと首を傾かしげた。

　え～、なんで何かあるでしょ、それとも私には話せないの～。

「メ、メアリは社交界の華と言われてるくらいだし、たくさんのアプローチがあるんじゃないの？」

「……私ですか？」







★★★★★★★







　なんだか必死な目のカタリナに見つめられて少し困ってしまう。そう言われても、

「私にはアラン様という婚約者がおりますし」

「そうだけど、メアリなら舞踏会とかで素敵な男性にアプロ―チかけられることはないの？」

「……舞踏会で素敵な男性にですか？」

　舞踏会で……確かに声をかけられることは少なくない。

　私、メアリ・ハントにはアラン・スティアートという立派な婚約者がいるというのに……といってもアランとの婚約は形だけのものだ。まぁ、それは二人だけの秘密であるのだが。

　昨年の事件で自分のカタリナへの思いを自覚したアランに婚約破棄の話を持ち出されたのはそんな前の話ではない。

　正直、カタリナへの思いを自覚すればそういう行動に出るかもしれないことは薄々気が付いてはいた。なぜなら、アランは王族とは思えないほど馬ば鹿か正直な方だから。

　しかし、そんなアランの一世一代の告白と提案をあっさり断り、形だけの婚約者でいることを頼んだのは私自身だ。

　そこにはアランが好きだからとかそんないじらしい気持ちなどまったく存在せず、ただその方が都合がいいという打算的な考えだけだった。

　八歳の時に婚約者となったアランのことは決して嫌いではない。むしろその（腹黒の双子の兄とはまるで違う）素直な性格は好ましいと思っている。

　でも私の一番はカタリナだから……もし彼女に出会っていなければ家族以外で一番近い存在でもある婚約者であるアランに恋をしたかもしれない。そして喜んで彼と婚姻を結んだかもしれない。

　でも私は出会ってしまったから、唯一無二の存在である人に。彼女の言葉が私を変えた。彼女の存在が私を救ってくれた。こんなに誰かを愛いとしいと感じる気持ちを他ほかに知らない。

　だから私はアランの形だけの婚約者でいることを望んだ。他に私を望む婚約者などいらない、カタリナと引き離されよくわからないところに嫁ぐなんて冗談じゃない。

　それなのに、言い寄ってくる男が後を絶たないのはどういうことなのだろうか。

　婚約者がいる令嬢にちょっかいをかけてくる男の気がしれず、しばらくは苛いら立だちを感じていたのだが……舞踏会にも慣れてくると、その手の輩やからの考えがわかってきた。

　彼らはソフィアが好きな物語のように一目惚れして婚約者から略奪したいとか、そんなロマンチックで大それたことは考えていない。彼らはただ少し火遊びを楽しみたいだけなのだ。

　恐ろしいことだが、貴族の社会において婚約者がいても、または結婚していてもちょっとした火遊びを行う者は決して少なくない。

　なにせ（今でこそ少しずつ変わってきているが）好きでもない相手と強制的に結婚させられ子どもを作らされているのだ、男も女も子どもだけできれば、後は自由にしてよいという考えが根付いているのだ。よって貴族の貞操は平民よりもずっと緩い。

　そんな中で社交界の華などともてはやされて目立ってしまっている私は、一度くらい遊んでみたい相手という存在に位置づけられているのだろう。

　それに舞踏会で、エスコート役のアランと一緒に行動していないことが多いのも原因であるかもしれない（いや、アランも一緒にいてくれと言えばついていてくれるんだろうけど、色々と動くのにはやはり一人が都合がよいので……）。

　それでも、そんな軽いのりのチャラついた子息たちに言い寄られても、優雅に躱かわしていたのだが……先日の舞踏会では不覚にもだいぶ危ない目にあってしまった。







　それはわりと大きめの舞踏会の終盤での出来事だった。

「ねぇ、少しでいいからさ、付き合ってよ」

「いえ、本当に結構ですから」

　裏町の柄の悪い兄ちゃんかよと思うような男に、しつこくまとわりつかれ、いい加減にうんざりし、口調も声音もすっかりきつくなってきていた。

　それでも、空気を読むという能力を携えていないのか、それとも酒に酔いすぎて判断能力を失っているのか、酒臭い息を吐く男は一向に引く気配を見せなかった。

　おまけに気が付けば、段々と隅の人気のないところへと誘導されてきていた。

　これはまずい、もうここはヒールで思い切り踏みつけて逃げよう、そう思ったのだが……。

「もう、いいだろここまで来たんだから少しくらい付き合ってくれたって」

　にやけた気持ちの悪い笑みを浮かべた男に、壁に強く押し付けられて身動きがとれなくなってしまっていた。これは本当にまずい。さーっと血の気が引きかけたその時、

「おい、お前、人の婚約者になにしてる」

　まさにヒーローのような登場をしたアランがそう言って私から男を引きはがした。

　慌てて何か言い訳でもしようと思ったのか口を開きかけた男もアランがひと睨にらみすると、ものすごい勢いで逃げていった。

「大丈夫か？」

　そう言って私をそっと覗のぞき込んだ彼の顔を見て、やっと安心して息を吐くことができた。

　よくよく目の前の彼を見ると少し息が切れていた。おそらく私の危険に気付いて急いできてくれたのだろう。そう思うと自然と笑みがこぼれた。

「ありがとうございます」

　笑顔でお礼を言うと、アランは少し照れたようでそっぽを向いて『んっ』とだけ返してきた。

　馬鹿正直で子どもっぽいところも多い王子（形だけのものだけど）、私の婚約者が彼でよかったと思った。そしてこの時、少しだけ彼にときめいたのは秘密だ。

　ちなみにこの時の迷惑男は、色々して社交界から追放しておいた。







　こうして思い出してみたが、やはりカタリナの期待しているようなロマンチックな話はできそうにない。

「……やっぱりお話できるようなことはないですわね」

　するとカタリナはシュンとしてしまった。なので、少し悪いと思いつつ、

「え～と、ソフィア様は何かありませんか？」

　と隣の友人に振ってみた。

「え、私ですか？」







★★★★★★★







「ソフィアどうなの？」

　そう言って期待に満ちた目で見つめてくるカタリナ。

「……そう言われましても……」

　令嬢の中の令嬢と言われる人気者のメアリに話すことがないというのに、私が話せる素敵な話なんてあるはずもないと思う。

　そもそも私は皆とは少し事情が違う。

　白い髪に赤い瞳ひとみ、他の人とは違う見た目で生まれた私は幼い頃、皆から向けられる奇異の視線や言葉が怖くてほとんど外に出られなかった。

　カタリナに出会って髪も瞳も綺き麗れいだと言ってもらえて、ようやく外に出られるようになった。

　そうして外に出て、よくよく周りを見てみれば皆が皆、私を気味悪く思っている訳ではないこともわかった。

　それでも、長年の苦手意識はなかなか消えてくれず、今でもお茶会も舞踏会も最低限のものしか出ていないのだ。

　だいたいカタリナやメアリのように素敵な令嬢ならともかく私が舞踏会で素敵な男性に声をかけられることなんてありえないことだ。

　少し前に出させられた親しん戚せき筋すじの舞踏会でだって……。







　だいぶ久しぶりになる舞踏会、自慢の兄がエスコートして連れてきてくれたのはよかったのだが……兄はまだ婚約者がおらず独身女性にとっては最高のターゲットである。入場して早々に獲物を狙ねらう女性たちの群れに連れ去られてしまった。

　よって、私はすぐにひとりぼっちになってしまった。

　今までの舞踏会にはカタリナやメアリたちがいてくれたのでよかったのだが、今回は伯爵家の親戚筋のものでそう大きな規模のものではないため、兄以外に親しい人はいない。

　ただでさえ人が多いところも初対面の人も苦手で、誰だれとでも社交的に話せる性格ではないので心細くてしかたない。

　もう帰ってしまいたい、そう思いながらもまさか来て早々に兄を置いて一人さっさと帰るわけにもいかないので、とりあえず壁際に寄ってじっとしていることにした。

　こうして壁際で気配を消して兄が解放されて戻ってきてくれるのを待とう。

　そう決めて私は壁になりきり華やかな会場を眺めていた。

　眺めているだけならばそこはとても華やかで素敵な場所だった。素敵なロマンスが始まりそうね。そんなことを考えて自分なりに舞踏会を楽しんでいたのだが……しばらくして、私はそれに気が付いてしまった。

　どうも見られているようだ。それに何か言われている。

　自分から少し離れてたテーブルにいる私とそう年の変わらないどこかの子息たちが、チラチラとこちらを見ながら何か話しているのを見つけてしまったのだ。

　初めは気のせいだと思ったが……そっと様子をうかがっていると何度か目が合った。やはり私のことを言っているのか。

　何を言っているのだろう？　どうも彼らの口元が笑っているように見える。この見た目の悪口を言われているんだろうか、子どもの頃には何度かそんなことがあった。きっと可笑おかしな見た目の娘だと笑われているのだわ。

　昔の嫌な記憶を思い出し、先ほどまでは楽しかった気持ちも一気に沈んだ。

　もう、帰りたいなと思ったその時だった。なんとテーブルで話していた若者の一人がこちらに歩み寄ってきたではないか！

　これは子どもの頃のように『お前なんかが舞踏会になどくるな』と言われるのではないだろうか、私はぎゅっと身を固くした。

　そして、いよいよ若者は私の前に立った。

　どんなひどいことを言われても聞き流せるように、大好きなロマンス小説のシーンを思い浮かべることにしよう。

　よし、舞踏会である令嬢に恋をした王子が愛をささやくシーンにしよう。確かあれは……。

「……あの、そ、そこの美しい人、こんなところで壁の花になっているのなら僕と踊ってくれませんか？」

　ああ、すごいリアルに想像できたわ。まるで目の前で本当に言われたかのようだったわ。我ながら素晴らしい想像力だわ。

　しかし、現実を無視し続けるわけにもいかない、実際の目の前には王子ではなく先ほどから私を見ていた若者の一人が突っ立っている。

　結局、彼は何しに来たのかしら？　何か悪口を言ったのかしら、想像の世界に没頭していてまったく聞いていなかったわ。

　しかし、そんな彼の顔をよく見れば異様に赤いではないか。もしかしてどこか具合が悪いのではないか？

「……あの、どこか具合が……」

　口を開きかけたところで、すぐ近くに兄がきていることに気が付いた。

「お兄様！」

　やっと女性たちの元から戻ってきた兄に喜んで思わず駆け寄る。すると、兄はなぜか非常に複雑そうな顔をして、

「……お前、返事はしなくていいのか？」

　とよくわからないことを聞いてきた。

「返事？　なんのことですか？」

　そう返すと、なぜか先ほどの若者がとても切なそうな顔になり、逃げるように舞踏会会場の外へと出ていった。

「どうしたのかしら？」

　訳がわからない私に、兄がここまでの経緯の説明を求めてきたので、壁になりきって色々、想像していたこと、今来た若者が悪口を言ってきそうな気がしたので、ロマンス小説のシーンを想像していたらとてもリアルにセルフが想像できたことを話した。

　すると、兄は『こういうところは、カタリナから影響されてしまったのか』と深いため息をついた。

　どういうところかはわからなかったが、とりあえずカタリナから何か影響を受けているなんて嬉うれしいなと思った。







　こうして舞踏会のことなども思い出してみたが、やはりカタリナの期待しているようなロマンチック話はできなさそうだ。

「……やっぱりお話できるようなことはないですわ」

　するとカタリナはまたシュンとしてしまった。なのでここは学園での人気が高く美しい、

「マリア様は何かありませんか？」

　と優秀で可愛かわいらしいマリアに聞いてみた。

「え、私ですか？」







★★★★★★★







「マリアどうなの？　マリアくらい可愛ければたくさんアプローチされているんじゃない？」

　そう言ってキラキラした目で見つめてくるカタリナ様。

「……いえ、そんなことは……」

　私は返答に困ってしまった。

　平民である私の立場は貴族である皆とは違う。皆が話題に出すお茶会、舞踏会なんてものにも行ったこともないから、皆の言うところの素敵な人と出会う場所がまずない。

　平民の普通の子たちなら学校や仕事先などで出会ってお付き合いしたりするのだろうが、私は魔力持ちなせいで学校でも浮いていた。好きな人どころか、友達すらいなかったくらいだ。

　あの頃に比べたら、こんな素敵な人たちと友達になれて、こんな風に楽しくお話できているだけでも奇跡みたいなことで、さらに恋人をつくるなんて考えたこともなかった。

　それに今、私が通っている魔法学園は私以外の生徒は皆、貴族の方々であり、そもそもの身分が釣り合わない、こんな平民の娘なんて眼中にないだろう。

　恋に憧あこがれがないと言ったら嘘うそになる。カタリナ様たちがお薦すすめして貸してくれる小説での素敵な恋の話を読むのはとても楽しくて、自分もしてみたいと思うこともある。

　でも、今はまだここにある幸せだけで胸がいっぱいだから、それ以上を欲する気持ちにならない。

　昨年の今頃は、孤独でたくさんの嫌がらせにただ耐えていたのに、今ではもう嫌がらせなど受けることはない。それはここにいる皆が守ってくれたから。

　貴族でも特に高い位を持つ友人たち、特にカタリナ様は率先して私を守ってくれた。

　それこそ小説のヒーローのように素敵に……そのため今ではもうあの頃のような嫌がらせにあうことはない。それどころか、親切な人が増えてきているくらいだ、この間も。







　授業が終わってから先生にわからなかったところを質問しに行くと、ついでだからと寮までの荷物運びを頼まれた。だいぶ量があったのだが『大丈夫です』と安請け合いして、運び始めたのはいいが、段々と重さがきつくなってきた。

　やっぱり簡単に大丈夫ですと言わないで、半分にしてくださいと言っておけばよかったと後悔し始めた時だった。

「おい、それどうするんだ？」

　突然、後ろから声をかけられた。振り返ると、そこには同じクラスの男の子が一人立っていた。

「あ、あの、寮まで運ぶように頼まれて」

　そう返すと、男の子はさっと私の運んでいた荷物を奪い取るとスタスタと歩き出してしまった。あまりの一瞬の出来事に驚いて、慌てて後を追う。

「あ、あの」

「寮まで運べばいいのだろう？」

「あ、はい。そのありがとうございます」

　ほとんど話したこともないクラスメイトだったのに、なんて親切な人だろう。笑顔でお礼を言うと彼は「ああ」とぶっきらぼうに返してきた。

　それからしばらく一緒に歩いた。少しは私も持ちますと言ったのだが、頑かたくなに彼は頷うなずかなかった。

　やがてもうすぐ寮に到着するというところで、

「……あぁ、その、なんだ、マリア・キャンベル、お前は生徒会の方々の中に個人的にお付き合いしている方がいるのか？」

　彼が突然そんな風に聞いてきた。

「個人的にお付き合いとはどういう意味ですか？」

　よく意味がわからずに聞き返すと、

「……そ、その恋人関係の方がいるのかということだ」

　真まっ赤かな顔でそう言われた。

「こ、恋人まさか、そのようなことありません」

　びっくりしてあわててそう返すと、彼は「……そうか」と小さく呟つぶやくとすごい勢いで先に寮へと行ってしまった。

　実はこんな風なことは最近よくあった、この彼だけでなく他にも何人かのこのような親切な男の子がいた。

　時には荷物を持ってくれたり、生徒会の雑用を手伝ってくれたり、すっと現れてはしてくれるのだ。

　なので私はこう推察した。これはきっとカタリナ様たち生徒の顔である生徒会の皆が親切で優しいことに、他の生徒たちが影響され始めたのだと。

　あの素晴らしい皆様の生徒会が発足され二年目、他の生徒にも影響を及ぼすなんてさすが皆様だ、本当に素晴らしい。







　こうして考えてはみたが、皆様が素晴らしいという話ならいくらでも出てくるのだが、カタリナ様の期待しているようなロマンチック話はできそうにない。

「……やっぱりお話できるようなことはないです。すみません」

「……いや、いいのよマリア、そんな謝らなくて、ないものはしかたないわ」

　私が頭を下げるとカタリナ様はあわててそう言った。







★★★★★★★







　メアリ、ソフィア、マリアの答えを聞き、私はほっと息を吐いた。

　カップルで溢あふれる学園内の雰囲気に触発されて、実は私に内緒にしているだけで皆にも素敵なロマンスがあるのではないかと疑って尋ねてみたがどうやら皆、本当に何もないようだ。

　私だけのけものじゃなくてよかった。それにこれだけ綺麗な子たちになんのロマンスもないなら悪役顔の私になくても納得だ。

　そもそも、ロマンス小説であるように、ピンチの時にヒーローが颯さっ爽そうと現れて助けてくれたり、舞踏会で一目惚れされてダンスを申し込まれたり、たくさんの男の子にモテモテで皆に親切にされたりなんて現実であるわけがない。

　現実なんて、こうして皆で集まってドロドロ恋愛小説の話に花を咲かせるのが関の山だ。

　しかし、皆、ロマンス皆かい無む仲間でなんか安心しちゃった。

　これでなんの心配もなくまた明日あすからカップルの跋ばっ扈こする学園で畑仕事に精を出せるわ。

　そうして私は気分よく、お茶うけのクッキーにかじりついた。
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カタリナと仲間たち







クラエス家に庭師として仕えて







　私、トム・ウィズリーがこのクラエス公爵家に庭師として仕えてもうだいぶ長い時が流れた。

　私は貧しい田舎いなかの村に生まれ、まだろくに物心もつかぬうちに奉公に出され、そのまま流されるままに各地を転々としながら生きてきた。

　元来、しゃべることが苦手で、おまけに顔つきもきつく、どこに行っても人とうまく付き合えず、いつも黙々と一人で働いた。

　そして少年から青年になった頃ころ、手先が器用だったことと植物と相性がよかったことで、気が付けば庭師という職が定職となり、金持ちの商人や貴族の屋敷で働くようになった。

　庭師としての腕は次第にあがっていったが、それでも人とうまく付き合えない世渡り下手べたなことが災いし、謂いわれのない因縁をつけられ給金を取り上げられたり、手をあげられることもしばしばあった。

　そんな日々の中、私の前にその人は現れた。

「この庭は君の仕事かい？」

　ある貴族の屋敷の庭で、手入れの作業が終わった時、突然そう声をかけてきたのは自分とそう年の変わらない美しい青年だった。

　その着ているものからすぐに身分の高い者だとわかり、すぐに礼を取ろうとしたのだが……。

「いいから。それでこの庭、君の仕事かい？」

「……はい」

　真ま面じ目めにていねいにいつもどおりに作業したつもりだったが、何か不備があったのだろうかと不安になりつつ私が頷うなずくと、青年はその青い瞳ひとみをキラキラ輝かせた。

「ここの家の庭はいつ見てもひどいセンスだと呆あきれていたのに、一気に見違えたよ。君、素晴らしい腕だね！」

「……あ、ありがとうございます……」

　あまりに真っ直すぐに向けられた瞳に、私は戸惑う。

「ところで、君はこの家の専属かい？」

「……いえ。今だけ雇われているだけです」

「では、どこか他ほかに雇われているところはある？」

「……いえ、ありません」

　人とうまく付き合えず、世渡りが下手な私は、一定の職場に馴な染じめずに点々と職場を渡り歩く生活を送っていた。

「では、うちにきて専属の庭師になってよ」

　瞳をキラキラさせそう言って、強引に私をクラエス公爵家へと引きずった青年。

　彼こそ、先代クラエス公爵家の当主、その人であった。

　そうして半ば、無理やりに引っ張られて連れてこられたクラエス公爵家は――とても働きやすい職場だった。

　気のいい使用人たちに、賃金も休みも安定した職場環境――そして、私を強引に引っ張ってきた当主はとても気さくで親しみのもてる人物だった。

　多くの使用人たちから好かれる彼は、人付き合いが苦手で、他の使用人たちとも、なかなか親しく話せない私にも、気軽に声をかけ、町でのお忍びの遊びにまで引っ張っていかれた。

　そんな風に一度、お忍びの遊びに一緒に行ってしまうと、すっかり遊び仲間にされてしまいその後も、何度も何度も供に連れていかれた。

　そうして、気が付けば公爵家の当主であるはずの彼が、ただの使用人でしかない私を『友』と呼ぶようになり、初めこそ恐縮していた私も、いつしか彼の気持ちに押されて、彼を『友』と思うようになっていた。

　人付き合いが苦手で、口下手な私が、心から『友』だと呼びかけられるのは彼一人だけだった。

　そんな友の傍そばで生きるために、懸命に仕事に励み、気が付けば庭師の頭と呼ばれる存在になった頃――。

　私の唯一の友は病であっさりと私をおいて逝ってしまった。




　それからの私はただ、無為に日々を送った。

　もう私に気さくに声をかけ、造った庭に『素晴らしい』と目を輝かせてくれる友はいない。

　ともに通った町にもすっかり足が向かなくなった。

　早く、私にも迎えがきてくれないだろうか、早く友の所へいきたい……迎えにきてほしい……。

　日々、そんなことを考えるようにすらなってきたある日、その少女は現れた。

「庭に畑を作らせてほしいのですけど」

　水色の瞳をキラキラと輝かせたその少女の姿は、初めて出会った日の彼にとてもよく似ていた。




　そして、その少女は連日、私の元へ通ってくるようになった。

「トムさんきたよ～」

　少女は、いつかの友のように気さくに私に笑いかけてくれる。

　友との思い出が溢あふれていることがつらくて、足が遠のいていた町へも『玩具おもちゃ作成の買い出し！』と引っ張っていかれ、気が付けば自然と向かえるようになっていた。

　そうして少女と時を過ごしていくうちに『早く、友の所にいってしまいたい』という気持ちは消えていった。




『私の大切な友よ。やはり、あなたの元への迎えはもう少し待ってください。その代わり、あなたの元にいくときにはあなたの孫の沢山の土産みやげ話を持っていきますから』







クラエス家にメイド頭として仕えて




　それなりの商家の三姉妹の三女として生まれた私が、クラエス公爵家にメイドとして仕え始めたのは、十六歳の年だった。

　二人の姉は器量もよく、愛らしい性格をしており、結婚の申し出も沢山あった。

　そして年頃になると長女は婿をとり、次女も嫁いでいった。

　しかし、そんな姉たちに比べて、妹である私は器量も悪く、人付き合いも苦手だった。

　きつい顔立ちで、もの言いもきつく聞こえてしまうらしい私は、恋人はおろか友達すら満足につくることができなかった。

　そうして、ろくに友達もつくれず学校を卒業し、家に入った私には姉たちのように結婚の申し込みが来ることもなかった。

　このまま家にいてもきっと、行き遅れになり、家族に迷惑をかけてしまうと、私は古くからの付き合いのあったクラエス公爵家へと働きに出たのだ。







　きっとこんな自分は他の女性のように、結婚して幸せな家庭を持つことはできないと早々に悟った私は、とにかく必死に仕事に励んだ。

　そうして、誰だれよりも懸命に仕事に打ち込み、十年近い時がたった頃、気が付けば私はメイド頭の地位まで登りつめていた。

　丁度、古くから勤めていたメイド頭が引退するということでの、異例の出世だった。

　メイド頭になった私は、若年のせいで舐なめられることがないよう以前より、さらに仕事に厳しく打ち込んだ。

　そうして、努力を重ねた私だったが、きつい顔立ちときつく聞こえてしまう物言い、さらに若年だと舐められないよう厳しくしてきたことで、気が付けば他のメイドたちや使用人たちから遠巻きにされる存在になってしまっていた。

　それでも『一人で生きていくためには』と私は必死に仕事に打ち込んだ。







　そんな私の趣味は可愛かわいいものを愛めでたり、甘いお菓子を作ることだった。

　ヒラヒラの可愛いドレスに愛らしいぬいぐるみ、お姫様の出てくるおとぎ話に、甘いお菓子が私は大好きだった。

　でもそれは、きつい見た目の私にはとても似合わないもので、幼い頃はよくからかわれ、いつしか周りに知られないように、隠れてこっそりと愛でるようになった。

　甘いお菓子も私のイメージにはそぐわないようで、皆が食べていても『甘いものは食べませんよね』などと言われてしまう。

　そのため、趣味のお菓子作りも、仕事の合間に皆にバレないようにこっそり作って、一人で食べていたのだが……。







　数年前、まだ只ただのメイドだった、その時も、仕事の合間に作ったお菓子をこっそり庭の隅に腰掛け一人食べていた。

　先日、同僚メイドの一人に婚礼が決まり、屋敷を去っていった。

　私は、この先、ずっとこうやって同僚たちを見送っていくのだろうな、目の前の茂みをぼんやり見つめながらそんな風に考えていた。

　器量も悪く、誰からも好かれない自分には結婚なんてとうてい無理な話だとわかってはいたが……。

　それでも……幸せそうに笑う同僚たちがとても羨うらやましかった……。

　子どもの頃に読んだおとぎ話のように、今、目の前の茂みの中から魔法使いが現れて、私を素敵なお姫様に変え、王子様の元に運んでくれたらいいのに―――そんな子どものような想像をしていた、その時だった。

　見つめていた茂みがガサガサと動いたと思うと中から、葉っぱまみれの少女が現れた。

　そうして、茂みから現れた少女……このクラエス公爵家のお嬢様は、私の食べていたお菓子をじっと見つめ『ぐ～』と壮大にお腹なかを鳴らした。

「……食べますか？」

　あまりに見つめられ、私が思わずそう言うと。

「いいの!?」

　お嬢様はまるで飛び上がらんばかりに喜んだ。

　そうしてお菓子を食べたお嬢様は……なぜか、こんな素人しろうとの作ったお菓子をひどく気に入り、その後も何度もおねだりしてこられるようになった。

　同僚たちに怖がられ、遠巻きにされている私をお嬢様だけはまったく怖がらず、どんどん懐いてきてくれた。

　私もお嬢様の前ではとても穏やかな気持ちになれた。




　しかし、そんなお嬢様も十五歳を迎え、魔法学園に入学することとなった。

　お嬢様付きのメイドのアンは学園にもついていくと決めたらしい。

　正直、私もお嬢様についていきたいと思ったが、メイド頭という立場をいただいてしまった以上そういう訳にもいかず、とても寂しい気持ちを押しこめてお嬢様を送り出した。







　そうして、お嬢様が学園に行かれた数日後のことだった。

「あの、すみません」

　庭の隅でいつものように作ったお菓子を一人で食べようとしていた時、突然、声をかけられた。

　今まで、この場所を訪れるのはお嬢様だけだった。しかしそのお嬢様も先日、学園へと行ってしまったのに……一体、誰？

　驚いて振り返るとそこには数年前からクラエス家で庭師の一人として雇われている青年が立っていた。

　背が高く、真面目で誠実な彼はメイドたちの間でもかなり人気があり、よくつかまっているのを見かけたが……私は個人的に話したことはなかった。

「……なんでしょう」

　私が動揺しつつそう聞くと。

「……あの、俺おれ、甘いお菓子が好きで、実はあなたの作ったお菓子を何度かお嬢様から分けていただいていたんです……それで、本当にあなたの作ったお菓子が好きで……迷惑でなければこれからも少しでいいので分けていただけないでしょうか！」

「……は、はい」

　真まっ赤かな顔でそう言った青年に、つられて赤くなってしまった顔で私は頷いた。

　そして思わず、持っていたお菓子を差し出すと青年はそれは嬉うれしそうに笑った。




　その後、私はずっと諦あきらめていた幸せな結婚をして、家庭を手にすることになるのだが、それはもう少し先の話だ。




　そうして、私は思うのだった。

　あの日、あの茂みから現れたのは―――本当に――幸せをくれる魔法使いだったのかもしれないと。







夫人会にて







　私、ミリディアナ・クラエスの最大の頭痛の種であった娘カタリナが、この春、魔法学園に入学し屋敷を出たことで我が家はとても平和になった。

　ここ数年で、私の眉み間けんに刻まれつつあった縦ジワも元に戻りつつあった。

　問題児の娘を送り出した学園からも、特に呼び出しや注意も受けておらず、まぁ、さすがにあの娘も学園では少しは大人おとなしくしているのだろうと思っていた。

　そして、夏の休暇で戻ってきた娘は相変わらずほっかむりをし、畑を耕したり、謎なぞの玩具を必死に投げたりと、またよくわからないことを繰り返しているが……まぁ、学園で大人しくしていてくれるなら、家の中での奇行は少しくらい目をつむろう。




　しかし、そんな私の考えが……まったく甘いものだったことを……私は今、心底、思い知らされていた……。

　貴族の夫人たちが集まる夫人会は月に一度のペースで定期的に開かれている。

　本日はその月に一度のお茶会の日である。

　ここには、上流貴族の夫人たちが多く集まっているので、子どもが魔法学園に入っている者も何名かおり、今は丁度、夏の休暇で自宅に戻ってきている。

　そのため、子どもとそして魔法学園のことが話題にのぼったのも自然な流れだった。




　夫人たちが子どもから聞いたという学園の話に耳を傾け、自分が子どもたちから聞いた話をポツポツと話した。

　そうして、そんな話の中で……その噂うわさを聞いたのだ。

「うちの娘から聞いたのですけど、なんでも、魔法学園の中に畑を作っている者がいるという噂が流れているんですって」

「まぁ、畑とは……あの、農民が作る畑ですか？」

「そうらしいですわ。それも、学園の生徒が作っているという話らしいですわ」

「まぁ」

　驚きを浮かべる他の夫人たちの横で――私は必死に内心の動揺を隠し、同じような驚いた表情をつくる。

「……でも、学園の生徒のほとんどは高位な貴族ですのに、そんな方がいらっしゃるとは思えませんが」

「それも、そのとおりですわよね。きっと誰かが冗談でそのような話を作られたのよ」

「きっと、そうですわね」

「それにしても、本当に可笑おかしな話ですわよね」

　そう言って笑い合う夫人たちに合わせて、私も『本当ですわ』と微笑ほほえむ。

　背には冷や汗がつたっていたが……。

　貴族の子どもばかりが通う学園で農民のように畑など作る者がいるはずがない。

　まさに夫人たちが笑ってしまうような冗談だ。

　しかし……今や、クラエス家の庭をジワジワと侵食してきている畑……そしてそれを楽しそうに鍬くわで耕す我が娘……。

　学園では大人しくしているなんて……甘い考えでいたのが大きな間違いだった。

　帰ったら覚えておきなさいよ……。

　私はテーブルの下で強く拳こぶしを握りしめた。







魔法学園に入って







　辺境の田舎男爵家の令嬢として生まれた私はこの春、魔法学園に入学した。

　魔法学園、国中の魔力を持つ者が十五歳の年を迎えると集められる学園である。

　六歳で魔力を発動した私も例に漏れず、こうして学園に入学することとなった。

　しかし、高位の貴族が多数のこの学園は、田舎男爵の娘である私には少し敷居が高すぎた。

　それでも、魔力が高かったり勉強ができたり、特別な美人だったなら……それこそ光の魔力保持者のマリア・キャンベルさんのようだったなら……もう少し自信を持って過ごせたのだろうが……。

　魔力もほとんどなく勉強もついていくのがやっと、顔だって愛あい嬌きょうがあるとは言われるが、美人だと褒められたことなどない私は……はっきり言ってこの学園にはそぐわなかった。

　両親は、辺境の田舎の男爵家から初めて魔力保持者が出たと、とても喜んで学園に送り出してくれたのだが……。

　入学してみれば田舎の貧乏男爵家の令嬢である私は、高位の貴族の方々には見下され、時には使用人のように用事を押し付けられる。

　入学して数か月、私はもう早く家に帰りたくて仕方なかった。




　しかし、そんな私に転機が訪れた。

　それは、家から持ってきたロマンス小説を教室の隅でこっそり広げて読んでいた時だった。

　高貴な方たちには下世話と言われているロマンス小説だったが、私は大好きで田舎にいた頃からずっと愛読しており、こうして学園にもこっそり持ってきていたのだ。

「ねぇ、それは、もしかしてロマンス小説ではありませんか？」

　そう声をかけられ、顔をあげるとそこには田舎男爵の娘では話しかけることもできないほどの高貴な方が立っていたのだ。

　カタリナ・クラエス様、公爵家のご令嬢にして第三王子様の婚約者でもある、まさに国の最高位クラスの方である。

　そのため、いくらクラスメートだからといって気軽に声をかけたりできるわけもなく、入学してから一度も話したことはない。

　そんな方に気軽に声をかけられ、あまりの緊張と混乱に固まる私に、カタリナ様は優しく微笑んだ。

「実は、私もロマンス小説を読むの。よかったら今度一緒にお話ししませんか？」

　そんな風に誘われ、いつの間にか私はカタリナ様とお茶をしたり、小説の話をしたりするようになった。

　カタリナ様とともに過ごすようになると、それまでのように高位の貴族の方に見下されたり、使用人のように使われることもなくなっていった。




　カタリナ様は本当に素晴らしく、そして素敵な方だった。

　公爵家の令嬢らしい凛りんとした佇たたずまい。

　それでいて、他の高位な貴族の方々のように公爵家の令嬢だということを鼻にかけ、身分の低いものを見下すなんてことはしない。私のように身分も低く、なんのとりえもない田舎男爵の娘にもとても優しくしてくれる。

　気が付けば、私はカタリナ様にすっかり心を奪われてしまっていた。

　時には学園の林で子犬と戯れ、時には中庭で植物を愛でるカタリナ様。

　その姿はまさにロマンス小説に出てくる聖女様のようだった。




　そして、先ほど……カタリナ様のお姿に見み惚とれ、つまずいて転びドレスに土をつけてしまった私に、カタリナ様がハンカチを差し出してくださった。

『土で汚してしまうので』と断ろうとした私に、『大丈夫、よかったら差し上げるわ』とカタリナ様は微笑んだ。

　私は、頂いたハンカチを握りしめ『これは宝物にしよう』と胸に抱いた。

　あんなに、早く家に帰りたいと思っていたのに……今では少しでも長くこの学園にいたいと思ってしまう。

　少しでも長くカタリナ様のお傍で過ごしたいと―――。







★★★★★★★







「あれ、義姉ねえさん。いつも頭にかぶっているやつはどうしたの？」

「ああ、ほっかむり？　さっきクラスのお友達にあげたのよ」

「え!?　まさかいつも姉さんがしているみたいに頭にかぶせたの!?」

「違うわよ、転んでドレスが汚れてしまったようだったから、汚れを落とすようにあげたのよ」

「……そうか……よかった……というかハンカチは持ってなかったの？」

「ハンカチは畑仕事の後に手を拭ふいて汚れたままだったのよ」

「……そうか……ん？　あれ、義姉さんの上着の裾すそ、少しほつれてない？」

「ああ、これはこの間、学園の林の中で天敵である犬に絡まれた時にね。まぁ、今回の敵は小さかったから見事に撃退してやったけどね！」

「……そうか……まぁ、よかったね。でも、義姉さん……元気なのはいいことだけど、学園の中ではもう少し落ち着いてね。この間も、中庭で木の実を取って食べていたでしょう。ここは屋敷じゃないのだから、いいかげんに拾い食いはやめなきゃだよ」

「……拾い食いじゃなく……もぎ取って食べてるんだけど」

「……いや、同じだから……いいかげんに、お義母かあ様を誤魔化すのも大変になってきているんだから……頼むからもう少し落ち着いて」

「………わかったわ」

　そうして、しぶしぶ頷いた私を見て義弟は深いため息をついた。







再び夫人会にて







「本当にクラエス様のご令嬢は素晴らしいですわね。他の生徒からは聖女様と呼ばれて、慕う方もとても多いそうですわね」

　月一で開かれる夫人会のお茶会。

　私と同じく子どもが魔法学園に通っている夫人にそう言われ、まず思ったのは自分の聞き間違いだろうということだった。

　しかし再度、聞き返しても、やはり同じ答えが返ってきたので……。

　きっと、誰か別の人物と勘違いしているのであろうという結論に落ち着いた。




　なぜなら、うちに娘は一人しかいない。

　そして、その娘はもうなんでこんな風に育ってしまったのかと思うほどの問題児である。

　貴族のしかも公爵家の令嬢であるというのに、ドレスのまま木に登り、ほっかむりをし畑を耕し、庭に落ちている食べ物を拾い食いするような、本当にどうしようもない娘なのだ。

　これが、学園で猿のような問題児がいると言われているのならば、間違いなく我が娘のことなのだが……。

　聖女などと呼ばれるご令嬢がうちの娘な訳がない。

　しかし……。

「あの、どなたか別のご令嬢と勘違いされているのではないですか？」

「いえいえ。カタリナ・クラエス様のことに間違いありませんよ。実は、うちの娘もカタリナ様の愛好会に入らせて頂いているんですよ」

「……あ、愛好会なんてあるのですか？」

「ええ、非公認なものらしいですが、結構、沢山の方が入っているらしいですわよ」

　あまりの驚きに私は思わず口をポカーンとあけたまま固まりそうになる。




　まさか、そんなはずがない！

　なぜ、あんなとんでもない娘に愛好会!?　あんな猿娘の何を愛好しようというのか!?

　もしかして、キースと間違っているのではないか……。

　実の娘は非常に残念だが、義理の息子であるキースは親の贔屓ひいき目めを差し引いても、非常に優秀で素晴らしい息子に育っていた。

　そう思い、何度も何度も確認するが……どうやら間違いなく、娘、カタリナのことであると判明してしまった。

　それにしても、そうやって他者から聞いた娘の話は、どうやっても自分の知る娘と結びつかないような話ばかりだ。

　植物を愛でる？　いや、確かに木にはよく登るし、その辺の木の実をもぎ取って食べているが……。

　動物に好かれている？　いや、よく犬には吠ほえられて、時には追いかけられており、…とても好かれているようには見えないが……。

　どうしても、自分の娘の話だとは信じられなかったが…………もしかしたら、自分が知っているあのどうしようもない部分はあくまで娘の仮の姿で、本当は話に聞くように立派で聖女のような令嬢なのだろうか？

　都合のよいことに娘は、丁度、学園の休暇で家に帰ってきている。

　帰ったら、真相を尋ねてみようと心に決めた。




★★★★★★★★




「よっこらせ～の、どっこいせ～」

　夫人会を終え、屋敷に戻ると、ほっかむりをし、顔に泥をつけた娘が、謎の掛け声をあげながら、自作の畑を軽快に耕していた。




　その姿を目にして……。

　やはり夫人会での話は、勘違いで間違いないと結論付けた。

『本当は、話に出ていたような立派で素敵な部分があるのかもしれない』と、少しだけ頭をよぎった思いはあっという間に消え去っていく。




「よっこらせ～の、どっこいせ～」

　気の抜けるような、娘の謎の掛け声が、由緒正しきクラエス家の庭に響きわたる。

　その掛け声を聞いていると、なんだか無駄に疲労感を覚え、私は早々に屋敷の中に入った。

　あの話に出てきた聖女のように素敵なご令嬢になれとまでは言わないが……せめて、もう少しまともになってほしい。

　私は自室に戻り深い深いため息をついた。

　その後、畑から屋敷に戻ってきた娘に、あの変な掛け声をやめるように注意したが……。

　翌日、クラエス家の由緒ある庭には「よっこらせ～」という掛け声がまた響いていた。




★★★★★★★★




「今日きょう、またあの娘が――」

　寝室で夫にもう習慣になってきている娘の愚痴をもらすと。

「まぁ、元気があっていいじゃないか」

　いつものように笑顔で返された。

　私の夫、ルイジ・クラエスは顔もよく性格もよく、仕事もできる、本当に素晴らしい人物なのだが、一つだけ欠点がある。それが娘に甘すぎるところだ。

　とにかく娘大好きな彼は、カタリナがどんな問題を起こしても、だいたい苦笑して許してしまう。

　しかし、いい加減にしっかり娘を見て、その現状を知ってもらわなくては困る。

「元気なんて可愛いものじゃありませんのに……だいたい、あの子は思い込みも激しくて、思い立ったらすぐ突っ走って……本当に周りも見えていなくて……まったく誰に似てあんな風になってしまったのかしら」

　そう言って、私が大きなため息をつくと、夫が何か言いたそうにこちらを見ていた。

「なんですか？」

「……いや、なんでもないよ」

　その後も、私はしばらく夫に娘について愚痴をこぼした。

　本当に、誰に似てあんなになってしまったのかしら……。

　そんなことを考えながら、眠りについた私の横で、夫が小声で呟つぶやいた言葉は、幸運なことに私の耳に届くことはなかった。

「カタリナは、見た目だけじゃなくて中身もだいぶ君に似ているところが多いのだけどね……」







あなたに出会えて







　～キース・クラエス～




『おまえなんて産まなければよかった』

『あんな厄介者を引き取らされていい迷惑だ』

『近寄るな！　化け物！』

　なんで、なんで、なんで皆、僕を嫌うの？

　どうして誰も傍にいてくれないの？

　一人は嫌だ。寂しい。お願い、誰か、誰でもいいから僕の傍にいて。




　目を覚ますと、この数か月ですっかり見慣れてきた天井があった。

　そうだ、ここはクラエス公爵家で、僕はここの養子になったんだ。

　僕は、ほっと息を吐いた。

　生まれてからずっと、厄介者、嫌われ者として扱われてきた。

　だけど、このクラエス公爵家にきてからは、とても大切にしてもらっている。

　家族で食べる温かい食事、身体からだを気づかってくれる優しい手。

　今まで、どんなに望んでも手に入らなかったものを沢山もらった。

　それでも時々、こんな風に昔の夢を見る。僕を否定し、蔑さげすむ人たち。

　もう、昔のできごとなのに……胸が苦しくなる。

　今日は義姉のカタリナとともにお茶会に参加することになっている。

　胸に苦しさを残しつつも、僕は支度を始めた。




「キース、今日も一緒にきてくれてありがとう」

　お茶会に行くために、馬車に乗るといつも明るいカタリナがニコニコとそう言ってきた。

　カタリナの笑顔を見ると、胸の苦しさが少し和らいだ。

「一人ではまだ心細いし、なかなか人の顔も覚えられないから。キースがいてくれて本当に助かるわ」

　そう言って、カタリナは水色の瞳で真っ直ぐに僕を見つめた。

「キース。クラエス家にきてくれてありがとう。私はキースと姉弟になれて本当に嬉しいわ」

　その言葉に思わず、泣いてしまうかと思った。

　夢のせいで、苦しくなっていた胸に温かで幸せな気持ちが広がった。

　カタリナ・クラエスは本当に不思議な少女だ。欲しい時に、一番欲しい言葉をくれる。

「……僕も、クラエス家にこられて、義姉さんに出会えて本当に嬉しい」

　そう言うと、カタリナはまた優しい笑みをくれた。

　この人に出会えて本当によかった、僕は心からそう思った。







　～メアリ・ハント～




　カタリナと出会い、彼女の隣に立つのにふさわしい立派な令嬢になろうと決め、努力し始めて数か月がたった。学問、ダンス、マナーの練習などやらなければならないことは沢山あった。

　しかしもともと、特に才能がある訳ではなく、人よりテンポが遅めの私は、何をやってもスムーズにはできなかった。

　だからこそ、人一倍、努力するしかなかった。

　学問は、時間が許す限り家庭教師に質問し、時には深夜まで取り組んだ。

　マナーの練習も同じで、何度も何度もうまくできるまで繰り返した。

　特に苦手なダンスは、それこそ足が靴ですり切れて血が滲にじむほどに練習した。

　そんな私の必死な姿を見て、異母姉たちは笑った。

『才能もないのに、必死になってみっともない』

『あんなに、必死になって貴族令嬢として恥ずかしくないのかしら』

『身分の低い女から産まれたから、できも悪いのね』

　その言葉は、私の心に容赦なく突き刺さり、胸の痛みを覚えた。




　それでも、カタリナと一緒に時を過ごせば、そんな痛みもだいぶ薄れていた。

　そんなある日のことだった。

「……っ」

「どうしたの？　メアリ、大丈夫？」

　突然、立ち止まりしゃがみ込んだ私を、カタリナが心配そうに覗のぞき込んできた。

　カタリナの家に遊びに来て、これから一緒にカタリナの畑に行こうと庭を歩いていた時のことだった。

　私は、足に激しい痛みを感じた。痛みを感じた部分を見ればうっすらと血が滲んでいる。

「大変!?　メアリ、怪我けがをしているわよ！　どこかにぶつけたのかしら！」

　慌てるカタリナに、私も少し慌てて返す。

「……だ、大丈夫です。きっと、昨日、ダンスの練習を長くやりすぎて少しすれてしまっただけですから」

「ダンスの練習を？」

「はい。私はダンスが苦手なので、人よりいっぱい練習しなくてはならなくて……」

　そこまでしゃべって私は、はっとなった。

　これでは、足がすり切れるまで必死に練習しなければ、ダンス一つうまく踊れないと思われてしまうのではないか。

　カタリナに笑われてしまうのではないか……不安になりカタリナを仰ぎ見ると。

　そこには異母姉たちのように馬ば鹿かにした顔はなく、キラキラした瞳があった。

「苦手なモノを頑張って克服しようなんて、メアリは本当に偉いわね。尊敬するわ。私も見習わなきゃ」

　どれほど頑張っても……心ない言葉で馬鹿にされた。

『必死になって』と笑われた。

　でも、もうどんな風に言われたって大丈夫だ。

　だって、ここにいてくれるから。

　頑張る私を、偉いと尊敬すると言ってくれる人がいるから。




『屋敷に戻って傷の手当てをしましょう』とカタリナに手を引かれながら、私はもう何度も何度も思っているその思いを再び強く思う。

　カタリナ・クラエスに出会えて本当によかったと。







婚約について







　俺、アラン・スティアートは本日、婚約者であるメアリ・ハント嬢を話があると呼び出した。

　場所は寮の一室で、人払いもしてあった。

　俺はついにあの話をメアリに話すつもりだった。

　カタリナ・クラエスが闇やみの魔法にかけられた事件からひと月がたとうとしていた。

　一時期はどうなることかと思ったが、事件は無事に解決した。

　事件の当事者であるシリウスこと、ラファエルが学園を去り、生徒会は少しバタバタしたが、それでも今ではいつもどおりの落ち着きを取り戻していた。

　そんな中、俺にはどうしてもやらなければならないことがあった。




　俺、アラン・スティアートは八歳の頃から、ハント侯爵家の四女メアリと婚約していた。

　愛らしく一生懸命なメアリのことを俺は確かに好ましく思っていたのだが……それが、どうやら恋愛感情ではなかったということに気が付いてしまった。




　きっかけはカタリナが命を奪われそうになったあの事件だった。

　あの時、カタリナを失ってしまうと思った時、俺は自分の本当の気持ちに気が付いた。

　俺はカタリナ・クラエスという少女を愛しているのだと。

　そう気づいてしまえば、思いは一気に溢れ出し、止まらなくなった。

　少しでも傍にいて、彼女の笑顔を見ていたかった。

　彼女が兄ジオルドの婚約者であることはよくわかっていた。

　だから、この思いが叶かなわないことも……それでも許される限り彼女の傍にいたいと思ってしまう。




　そうして、そんな思いにとらわれた時、俺はメアリのことを思い出した。

　確かに彼女のことは好ましいと思っているが、それは恋愛感情ではなく家族愛のようなものだった。

　家族愛、それでも確かに構わないかもしれないが……。

　それではメアリにとって失礼になるのではないか。

　こんな風に、別に思い人がいる男と婚約をしているのはメアリにとってよいことなのか。

　悩みに悩みぬいた末、俺はメアリに自分の思いを打ち明けることにした。

　俺が、メアリではない、決して思い届かぬ人を愛してしまっていることを。

　そして、その話を聞いてメアリに決めてもらうつもりだった。

　婚約を破棄するかどうかを……。







　そして、遂にメアリがやってきた。

　愛らしい婚約者は、俺の思いつめたような表情を見て、なんだろうと不思議な顔をしていた。

　そんなメアリに俺は……カタリナの名前こそ出さなかったが、それ以外の俺の思いをすべて話した。

「メアリ、お前には本当に申し訳ないと思っている。だから、お前が望むなら、速やかにお前に迷惑が掛からないように婚約を破棄する」

　初めこそ驚いた様子だったメアリの顔は、次第になんだか困ったような表情を浮かべていった。

　そして……。

「…………想像以上の真面目っぷりね。面倒だわ」

「え、なんだ？」

　メアリが何か呟いたが、その声は小さくて聞き取れなかったため、聞き返したのだが。

　メアリはふんわり微笑んで『何でもありませんわ』と笑った。

　そして――。

「アラン様の気持ちはよくわかりましたわ……でも、そうして婚約を解消してしまうと、我が家のことなのでまたすぐに別の婚約者をあてがわれてしまうと思うのです。それでは、困るのです」

「別の婚約者を得るのが困るのか？　お前は社交界でもとても人気だし、きっとお前をちゃんと愛してくれる素敵な婚約者ができるのではないか？」

　実際、社交界でのメアリの人気は高い、俺と婚約解消したって引く手あまただろう。

　しかし、メアリは険しい顔をして首をふった。

「いいえ。困るのです……アラン様、私もずっと黙っていたことがあるのですが……実は私にもお慕いしている方がいらっしゃるのです」

「ええ!?」

　あまりの展開に、俺は口をあけて固まる。

「黙っていて申し訳ありません。……でも私のお慕いしている方も思いの届かない方なのです」

「………そうか。お前もそうだったのか」

　そうか。まさか、メアリにも……そんな相手がいたなんて。

　まったく気づかなかった俺はかなり鈍い男なのだろうか。

「……でも、私は諦めることができなくて……可能性は高くありませんが、頑張ってみたいのです。ですから、新しい婚約者をあてがわれるよりも、こうして同じような思いを持つアラン様と婚約している方が助かるのです。なので、どうかこのまま婚約を継続させてください」

　メアリはそう言って少し潤んだ瞳で俺を見つめた。

　こんなに儚はかなげなメアリにそんな風に頼まれ、断ることなどできやしない。

「わかった。お前が、その人と結ばれる時まで、婚約者の役目を引き受ける」

　俺が、そう言うとメアリは、それは嬉しそうに微笑んだ。




　そうして微笑む愛らしい少女が、実は俺たちの最大のライバルで、しかもかなりの強敵であることに気が付くのは、しばらく先の話だ。







例のモノ見つかってしまいました







「ねぇ、カタリナ。ずっと気になっていたのですけど、その膨らんだポケットには何が入っているんですか？」

　破滅フラグを回避し、すっかり安心しきってお茶を啜すすっていた私は、ジオルドにそう指摘され、ポケットに手を突っ込んだ。

　あれ、何か入っている？　なんだっけ？

　私はポケットの中のモノを引っ張り出した。

　それは、私の八年間の、最高傑作のヘビの玩具だった。

　そういえば、昨夜、破滅対策のためにポケットに入れていたのを今の今まですっかり忘れていた。

　しかも、よりによってジオルドの前で取り出してしまった。

　八年前に、ジオルドにヘビの玩具を投げつけたことで、ひどい報復を受けてからは彼を警戒し、ヘビの玩具作りも、それを投げる練習もジオルドには気づかれないように注意してきた。

　それなのに……よりによってこんなタイミングで……。

　せっかく、破滅を乗り切ったというのに……このままでは新たな破滅がやってきてしまう。

　私はヘビの玩具を握りしめ固まる。とてもじゃないが顔をあげてジオルドの様子を確認する気がない。

　しかし、どことなく不穏な雰囲気だけは感じとる。

　……これは、やばい。なんとか、なんとかして誤魔化さなくては……。

「……あ、ああ！　これは何かしらいつの間にこんなものが？　一体、誰が私のポケットにこんなものを入れたのかしら？」

　とりあえず、知らないうちに誰かに入れられたという設定にしてみた。

　やや、台詞せりふが棒読みになってしまって気もするが、我ながら素晴らしいアイディアだと思う。

　このヘビの玩具は私のモノではなく、何者かの陰謀によって私のポケットに入れられたものである。

「一体、いつの間にこんなものが……」

　私は迫真の演技を続けた……すると……。

「まさか、誰かに勝手に入れられたの？」

　ジオルドが困惑したような声をあげた。

　その顔を見ると声と同じように強こわ張ばった表情をしている。

　や、やったわ。うまく騙だますことができたわ。私の演技力もかなりのものね。

　これは将来、女優になれるかもしれない。

　そうしてすっかり、調子に乗った私はさらに演技を続けた。

「そ、そうなんです。一体、誰がこんなことをしたのか」

　私は困った表情をつくる。気分はすっかり大物女優だ。

「本当だね、一体、誰がこんなことをしたのでしょうね」

　ジオルドも私の素晴らしい演技にすっかり騙されたようだ。

　よかった、よかった。そうして私がすっかり安心したその時だった。

「――なんて言うと思いましたか？」

「え!?」

　急に声色が変わったジオルドの顔を再び見ると……そこにはかつてヘビの玩具を投げつけた時と同じ邪悪な笑みが浮かんでいた。

　……あれ？　なんで？　私の名演技にすっかり騙されていたはずじゃあ……。

　目を丸くする私に、ジオルドが淡々と告げる。

「普通に考えてあり得ないでしょう、ポケットに物を入れられるなんて、気づかないはずもないでしょうし。おまけに、こんなことしてもまったく意味がない」

「……うっ、確かに……」

　素晴らしいアイディアだと思ったのだが……確かに言われればそのとおりである。

　さすが、天下のジオルド王子様だ。

「そもそも。そんな可笑しな嘘うそで騙される人なんて、カタリナくらいですよ」

「………」

「それに、今まで知らないふりをしてきましたが、カタリナがこそこそと今、手にしているモノを作製していたことも、それを投げる練習をしていることもずっと前からお見通しなのですよ」

「!?」

　なんですと!?　ずっと気づかれていないと思っていたのに……すっかりばれていたとは……。

「それで、カタリナはなんでそんなことをしていたのですか？」

　ジオルドがそれはそれはいい笑顔でそう尋ねてくる。

「……そ、それは……」

　まさか、もしもの時にあなたに投げつけるためです！　とも言えず……私は再び固まる。

「まぁ、なんとなく見当はついていますが……どうします？　またクラエス夫人にご報告しましょうか？」

「え、いや、それだけは……」

　邪悪な微笑みを浮かべるジオルドに、私は慌てた。

　お母様にことが知れれば、また凄すさまじい雷を落とされることは確実だ。

「そうですか……それなら一つ、僕のお願いを聞いてくれたらこのことは忘れてあげましょう」

「本当ですか！　わかりました。なんでもやります！」

　よかった、助かった。

　お母様の雷に比べたら、お願いの一つや二つ喜んで、聞きますとも！

　意気込んで答えた私に、ジオルドはすっとその整った顔を近づけてきた。

「じゃあ今夜、皆に気づかれないように、一人で僕の部屋まで来てもらってもいいですか？」

「へ、あの……なんで？」

　てっきり、授業のノートとっとけとか、売店でパン買ってこい的にパシリにされることを予測していたのに……。

　皆に気が付かれないように部屋にこいとは一体どういうことだろう？

　何か秘密の相談でもあるのだろうか？

「理由は来てくれたらわかりますよ。僕のお願いを何でも聞いてくれるのですよね」

「……あ、はい」

　やはり、何か相談したいことがあるのだろう。私で力になれるかわからないが、最善をつくそう。

「楽しみに待っていますから」

　ジオルドは私の耳元に顔を近づけそう言うと、意味深な笑みを浮かべた。

　その途端、なんだか背筋がぞわぞわした。

　あれ？　なんで？　どうしたんだろう。

　謎の悪寒に戸惑っていると、横から伸びてきた手にぐっと身体を引かれた。

　驚いて、振り返るとそこにはキースが立っていた。

「ジオルド様、少し密着がすぎるのでは」

「カタリナは僕の婚約者なのですから、このくらい普通ですよ。君の方こそ僕のカタリナにあまり気安く触れないでください。いい加減に姉離れしたらどうですか？　キース・クラエス」

　なんだか厳しい声をあげたキースに、ジオルドが相変わらずの笑顔で返すと、なぜかキースではなく、別の声があがった。

「カタリナ様はジオルド様のものではありませんわ。まだ正式に婚姻を結んだわけではありませんでしょう」

　いつの間にか傍にきていたソフィアが珍しく険しい顔でそう言うと、また別の声があがる。

「そのとおりですわ。まだ只の婚約者ではありませんか、今後はどうなるかもわかりませんのに」

「どういう意味ですか？　メアリ・ハント嬢」

「言葉どおりの意味ですわ。ジオルド様」

　にこやかに微笑むメアリに、笑顔で返すジオルド。

　その様子は楽しく談笑しているように見えなくもないが……なぜだろうなんだか空気が、重い気がする。

　気が付けば、それぞれで散らばっていたはずの生徒会の皆が、私たちの傍まで来ており、皆、なんだか険しい顔をしている。

　そしてなんとなく不穏な空気が流れている気がした。

　あれ？　なんで、破滅フラグはなくなったはずなのに……。

「カタリナ様、もうジオルド様とのお話は終わりましたわよね？」

「え、あ……うん」

　どこか威圧感があるようなメアリの言葉に頷くと、そのまま、やや強引に引っ張られる。

「では、あちらで私とお茶を飲みましょう」

「あ……うん」

　そうして、その後はメアリとソフィアとマリアに挟まれて、おしゃべりとお茶を楽しんだ。

　いつの間にかあの謎の悪寒は落ち着いていた。

　なんだったんだろう。あのぞわぞわしたのは……風邪でもひいたのかしら？







　その夜は結局、キースたちに見つかりジオルドの元にはいけなかった。

　そして、今後、そのようなことは決してしないように叱しかられた。

　まぁ、確かに貴族の令嬢として、夜に一人で異性の部屋に行くのは、はしたないことだ。

　次からは相談は日中にしてもらおう。

　それにしても、破滅フラグを乗り越えたはずなのに……友人たちの間に、なんだか不穏な空気を感じたのは気のせいだろうか……。







例のモノの行方ゆくえについて







「おぉ～！　あれ、すげ～！　とうちゃん。俺、あれ欲しい！」

　ともに町に来ていた息子が、そう言って俺の手を引っ張ったのは、ある店の前だった。

　そこは顔馴染みの店で、主に木材で作った器や籠かごなどを扱う店だった。

　品数も豊富で品質もよいと評判で、昨今は貴族の屋敷にもその品物を下ろしているような立派な店ではあるが……そこに現在、八つの息子が目を輝かせて欲しがるものなど果たしてあるのだろうか？

　疑問に思い、息子の指さす先に目をやると―――そこにはヘビがいた。

　店先のテーブルにちょこんと鎮座しているそれに俺はひどく驚いたが……よく見ればそれは作り物であった。

「すげ～、すげ～！」

　息子はテーブルに置かれたそのヘビの作り物にすっかり心を奪われたようで、目をキラキラさせて張り付いている。

　そのヘビは実に精巧に作られていた。私だけでなくだいたいの者が少し見ただけなら本物のヘビだと思ってしまうだろう。

　膝ひざをおりテーブルにしがみ付く息子の頭上から、しみじみとそのヘビの作り物を見つめていると、

「おお、いらっしゃい」

　店の中から店主が出てきて声をかけてきた。

「ああ、邪魔しているよ」

　顔馴染みの店主にそう返すと、俺はこの息子をすっかり夢中にさせているヘビについて尋ねた。すると、

「ある貴族様のお屋敷に品物を下ろしにいった時に、棚の上に飾ってあるのを見かけてね。精巧な作りだと褒めたら、そこの使用人がくれたんだよ。なんでも沢山あって処分に困っているからと言ってね」

「ほぉ、貴族様のお屋敷でね」

　金を持て余している貴族が何かの酔狂で作ったのだろうか？

　それにしてもよくできている。そして―――。

「ねぇ、とうちゃん。これ買って、いいでしょ！」

　息子がそれはキラキラした目で必死にそう頼んでくる。まるで本物そのもののヘビは子供心をとても引き付けたようだ。

　俺は店主に断りを入れ、そのヘビを手に持った。

　それは思いのほか軽く、そしてなぜだかとても手に馴染んだ。

　まるで手に馴染むように、持ちやすいように作られているようだった。

　俺はしばらく考え、そして店主に尋ねた。

「なぁ、このヘビの作り物。俺に譲ってくれないか？」

「ああ、どうせもらい物だし、いいぞ」

　二つ返事で了承をくれた店主にお礼を言いつつ、俺はさらに尋ねる。

「ところで、これはどこの貴族様のお屋敷でもらってきたんだい？」

「ああ、クラエス公爵様のお屋敷だよ。あそこは位が高いのに、使用人も皆気さくでよいお屋敷だよ」

「そうか。クラエス公爵様のところか。ところでこのヘビは沢山あって処分に困っているとのことなんだよな？」

「ああ、そう言っていたが……あんたまさか、もっと欲しいっていうのか？」

　驚いた様子の店主に俺はにやりと笑って言う。

「そのとおりだよ。見ろ、この俺の息子の輝いた目を！　こういう本物そっくりの生き物なんかは子供心をくすぐるんだよ！　しかも軽くて手に馴染む。これは子供の玩具としてすごくいいぞ。町で売り出せば大人気になるぞ！」

「まぁ、俺にはよくわからんがこの辺の商人の顔役で、一番の稼ぎ頭のあんたが言うのなら」

　そう、俺はこのあたりの商人の顔役をしており、自慢じゃないが町でも一、二の稼ぎを叩たたき出している。特に新しく売り出した商品はほとんどがあたっている。

　そんな俺の勘がこれは売れるといっているのだ。

「よし！　そうと決まればさっそくクラエス公爵様のお屋敷に連絡をとらなければ！」

　そう言って、俺は右手に譲ってもらったヘビを、左手に息子の手を引いて歩き出した。

　そうして手に入れたヘビの作り物。見れば見るほど本当によくできている。少しでも本物に近づけようという何か執念のようなものすら感じる気がする。

　それにしても……売り出すでもなく余っているというこのヘビの作り物は、一体、何が目的で作られたものなのだろう。




★★★★★★★




「……ぶへっくしょん」

　突然、鼻がムズムズして大きなくしゃみが出た。それを隣で見ていたキースが眉まゆをしかめる。

「義姉さん、そのくしゃみは貴族令嬢としてなしだと思う」

「しょうがないじゃない。出ちゃったんだもの」

　そして、私はくしゃみとともに出てきた鼻水をズズッと啜る。

　それを見てキースはさらに眉をしかめ深いため息をつくと、今度は棚の上に飾られていた私とトムじぃちゃんの長年の努力の結晶を手にとった。

「……あと、義姉さん。ここ数日、屋敷のあらゆるところに置かれているヘビの作り物だけど……いい加減に捨てない？」

「な、なんてこというの！　キースったら、私とトムさんがどんなに頑張ってこれを作ってきたと思ってるのよ！　捨てるなんてできないわ！」

「……そうは言っても、こんなに屋敷中に飾って……屋敷に来る人たちにも変な目で見られているらしいし」

「だって、せっかく沢山、作ったのに、使い道もなくなってしまってもったいなくて……」

　このまま日の目を見ないのも悲しいので、思いきって屋敷中に飾ってみたのだが……残念ながら屋敷の皆の反応はよくない。

　初めこそ『すごいですね～』とか言ってくれていたのに、今じゃあ『もう邪魔だから捨てたい』なんて……切ない。

　ちょっぴり落ち込んだ私に、キースが微妙な視線を向けてくる。

「そもそも、これ、昔からせっせと作ってたけど……何に使うつもりだったの？」

「……そ、それは……」

　まさか、いざという時にジオルドに投げつけるつもりだったとも言えず、黙る私にキースは、またため息をつく。

「とにかく、そろそろ処分しないと。こんな屋敷中に飾っていると出かけているお義母様が戻られた時にまたお説教をもらうことになるよ」

　確かに……少し前からお父様とバカンスに行っているお母様、きっとこの屋敷中に飾られたヘビを見たら、間違いなく文句を言われそうだ。

　ただでさえ、ヘビを飾りつける時にお母様のお気に入りの花瓶を一つ割ってしまったので……このままでは、かなりやばい気がする。それは、わかっているのだが……。

「……うっ。でもせっかく作ったのに捨てるのは……せめて誰か欲しい人に貰もらってもらいたいわ」

　だって長い年月をかけ必死に作ったのに……日の目を見ないなんて切ない。

「……欲しい人がいればいいのだけど」

　キースがどこか遠い目をして言った。

　こうして皆に、邪魔にされたヘビの玩具が町で大評判になるのはもう少し先の話。







父と母のなれ初めについて







「三番目のお嬢様も無事によい所に嫁がれて、アデス公爵もさぞお喜びでしょう」

「そうですわね。……でも、二番目のお嬢様はまだ嫁ぎ先どころか、婚約相手すら見つかっていないらしいわよ」

「まぁ、そうなのですの？　じゃあ、妹様が先に嫁がれてしまったのですか？」

「そのようですわ。なんでも、二番目のお嬢様は他のご兄妹きょうだいのように社交的でないうえ、お顔立ちもきつめでなかなか貰い手が見つからないとか」

「でもそろそろいいお年でしょう？　このまま行き遅れになってしまいますわね」

「そうなのよ。ですから、アデス公爵もかなり焦って、今必死にお相手を探しておられるとか」

「公爵家のお嬢様が行き遅れてしまうなど恥もいいところですものね。アデス公爵様も大変ですわね」

「本当ですわね」

　そう言うご婦人たちの声には嘲あざけりが滲んでいる、私は彼女たちに気が付かれないようにそっとその場を離れた。

　私はミリディアナ・アデス、アデス公爵家の二番目の娘だ。

　本日、アデス家では三番目の娘、すなわち私の妹の結婚記念パーティーが開かれている。

　沢山のお祝いの言葉が飛び交う中、先ほどのご婦人たちが話していたような話も所々でささやかれていて、私にはだいぶ居心地の悪い場所になっている。

　社交的な兄妹たちとは違い人見知りが強くておまけに顔立ちもきつくて、よく陰で『お高く留まっている』と陰口を叩かれる私には、下の妹に結婚が決まった今でさえ、婚約者すら決まらない。

　家が公爵家という地位にあるため、婚約者はそれなりの身分の相手でなくてはならないと父が探してきてくれた相手は……私より器量よしで愛想もよい他の姉妹たちに心を移してしまうのが常だった。

　そんな私だが、決して家族に邪険にされているわけではない。むしろとても大切にしてもらっている。

　母や兄妹たちは悪く言われる私を庇かばってくれるし、父であるアデス公爵は今も私のために必死になってよい相手を探してくれている。

　そんないい家族であるため、ますます自分の駄目さが嫌になってしまうのだ。

　もっと姉妹たちのように愛想よくできたら、うまく笑うことができたら……。

　そんな風に思うとますます萎い縮しゅくしてしまう自分がいた。

　そのため、今日のようなパーティーもとても苦手だ。ここの会場にいるだけで、もうとてもいたたまれない気持ちになってしまう。

　これがいつも私を庇ってくれていた大切な妹のためのパーティーでなければ、気分が優れないと言って欠席してしまいたいところだった。

「はぁー」

　私はそっとため息を吐いて、会場の隅へ隅へと移動していく。

　できるだけ人目につかない隅で、終わりまで存在を消していよう、そんな風に思った時、会場がにわかに騒がしくなった。

　ざわついている場所に目をやれば、一人の男性が見えた。

　おそらく遅れて、今やってきたばかりなのであろう、到着したてという雰囲気だった。

　ざわつきは、そんな彼を見ているご婦人たちから起こっていた。

　なんだろう？　と好奇心に駆られ隅から少し移動して、その人物の方へと近づく。

　ようやくその人の顔が確認できる所まで行くと、私はご婦人たちがざわついていた意味を理解した。

　その人は、それは見目麗しい男性だった。

　会場の灯あかりをうけてキラキラ輝く金色の髪、青い瞳のまるでおとぎ話に出てくるような王子様のような人。

　あまりの素敵さに、ざわつくご婦人たちと同じように、私も頬ほおを赤くして彼に見惚れてしまった。

「なんて綺き麗れいな方なのかしら」

「ええ、本当になんていう方なのかしら」

「あら、あなたご存じありませんの？　あれはクラエス公爵家のルイジ様ですわよ」

「え！　あの方がルイジ様なのですか」

　ざわつく周りのご婦人たちの話で、私は美しい彼の正体を知った。

　クラエス公爵家の跡取りのルイジ・クラエス。

　社交界が苦手でほとんど参加せず、友人も少ない私でさえも知っているほどの有名人だ。

　見目麗しい容姿に、社交的で明るい性格、学問にも秀で、身体能力も高い。

　そして公爵家の跡取り息子。

　今、社交界の独身令嬢たちの間でもっとも結婚したい男性だと話題の人物だった。

　その美しさに思わず見惚れてしまったが……その正体がルイジ・クラエスとわかれば、身分はともかく……愛想もなく嫁の貰い手も見つからないような自分とはあまりにも違う世界の人間だと感じた。

　私は彼に引き付けられそうになる目をなんとかそらして、もう一度、会場の隅へと戻ろうと足を運び始めた。すると、

「ミリディアナ」

　突然、通る声で呼ばれた。振り返れば、会場の真ん中で、父であるアデス公爵が満面の笑みで私を見ていた。

　そして、なんとその隣にはルイジ・クラエスが立っているではないか！

　驚きょう愕がくして思わず固まった私を父が『こちらにきなさい』と手招いた。

　正直、あんな会場の真ん中、それも女性たちの視線を一身に集めるルイジの傍になど行きたくはなかったが……だからといって振り向いてしまった手前、気が付かなかったと去ることもできず、私はしぶしぶながら父の元へ向かった。

「これが二番目の娘のミリディアナだよ、ルイジ」

　父はそう言ってルイジ・クラエスに私を紹介した。

「初めまして、ミリディアナ・アデスと申します」

　私は淑女らしくていねいにお辞儀をした。

「初めまして、ルイジ・クラエスと言います。アデス公爵にはとてもお世話になっております」

　ルイジはそれはにこやかな笑顔でそう返してきた。

　その爽さわやかな笑顔に周りの女性から感嘆のため息が漏れる。そしてその笑顔を向けられた私には冷ややかな視線が向けられる。いたたまれない……。

　だけど、近くで見るルイジ・クラエスは遠目で見るよりもさらに美しくて……その青い瞳で見つめられると頬に熱が上がってくる。それに、

「ミリディアナ様は本当にお美しいですね」

　なんて見え見えのお世辞にまで、うっとりしてしまいそうになるのだから恐ろしい。




　結局、なぜかその後パーティーが終わるまで私はルイジとともに過ごすことになった。

　きっとルイジからしたら世話になっている父への恩返し的なものだったのだろう。

　主催者の娘がぽつんと一人で壁際にいたなんて外聞が悪いから。

　ずっとルイジを独占する私に彼目当ての女性たちからはそれは恨みがましい視線を向けられ初めこそいたたまれない思いを感じていたが……次第にどうせ今だけだからと開き直った。

　このパーティーが終わればもう彼の目に私が映ることなどないだろう。

　ならば今だけ素敵な王子様との時間を楽しもう。

　そして、私は普段の私では考えられないくらいに、にこやかに浮かれて彼との時間を楽しんだ。

「ミリディアナ様、今日は本当に楽しかった。また次の機会にはぜひご一緒に」

　分かれ際にそう言って微笑んだ王子様に、私はうっとりしながら『はい』と答えた。

　もう次などないことはわかっていたけど……。







　そう、次などなかったはずなのに……。

「……い、今なんとおっしゃったのですか？　お父様」

　私は茫ぼう然ぜんとしながらも、なんとか父に聞き返した。

「だから、お前の婚約者が決まったのだよ、ミリディアナ。求婚してきたのはあのルイジ・クラエスだ。もうしぶんない婚姻だろう」

「……ルイジさま……」

　浮かれる父をどこか遠くに感じながら、私は現実味のなさすぎる話をまるで他人ひと事ごとのように聞いていた。ルイジが、私に求婚？　婚約者に？　あんなに素敵な人がなぜ私に？

　現実を受け入れきれずに茫然とする私を置き去りに、婚姻の話はすごい速さで進んでいき、やがて気が付けばもう式の日取りまで決まっていた。

　なんで、どうして？　と思いながらも、私の元にやってきて優しく声をかけてくれるルイジにすっかり心を奪われていた私に真実を教えてくれたのは社交界の女性たちだった。

「ルイジ様はアデス公爵にとてもお世話になった見返りに、余っていた娘を引き取らされたのですわ」

「あの方は義理堅い方ですからね、アデス公爵が困っていたのを見過ごせなかったのですわ」

「あんなに素敵な方なのに、余りものを引き取らされるなんてもったいない」

　彼女たちの言葉に、私の疑問は解消された。

　ああ、そうかルイジは父に恩を返すために……私を。

　そう言えば最初に会った時に恩があると言っていたじゃない。

　そうか、私は義理で引き取られていくのか……。

　そうして真実がわかっても、育ってしまった気持ちを消すことはできずに……私は複雑な気持ちを抱えながらルイジ・クラエスの元に嫁ぎミリディアナ・クラエスとなった。

　ルイジはとても優しくしてくれたが、義理で引き取った嫁のためかどこかいつも一線引いている感じがあった。

　私はルイジを愛している……でも、彼は違う、彼は私を好いてなどいない。

　彼に優しくされ、その魅力に惹かれれば惹かれるほどに私の胸の痛みは強くなった。

　彼との間に娘を一人産んでも、私たちの仲は変わることがなかった。







　しかし……産んだ娘が八つになり、義理の息子を引き取った時に起きたある事件をきっかけに、今まで私が真実だと思っていたことがまったくの誤解だったと知ることができた。

　ルイジは私を義理で引き取ったのではなくずっと愛してくれていたのだった。

　私の長年の胸の痛みはすっと消えていった。

　そうして、彼との間の誤解が解け、私たちは初めて本当に心から夫婦となることができた。

　今、私は本当に幸せだ。

『よっこらせー』

　ルイジは誤解が解けてから以前より積極的に愛をささやいてくれるようになり、私はまるで新婚のように甘い日々を過ごしている。

『どっこいせー』

　引き取った義理の息子はとても賢く聡明に育っている。

『よっこらー』

　……うるさい。

　穏やかな午後にお茶を飲みながら昔を思い出し、今の自分の幸せを噛かみしめ、とてもよい気分になっていたのに……先ほどから庭から響く掛け声に気分はぶち壊しだ。

　由緒正しき公爵家の庭でこんな声をあげる人物の心当たりなどただ一人だ。

　私は、飲んでいたお茶をそっとテーブルに戻し席を立ち庭へと続く扉へと向かう。

　扉から庭に出て声の方に目をやると、やはり予想どおりの人物が、予想どおりの格好で鍬を振り回していた。

　彼かの人物のお蔭で、それまでそれは美しいと評判だったクラエス家の庭はすっかり、農村の民家の庭へとなりつつある。

「よっこらせーのどっこいせー」

　私は庭へと踏み出し、ご機嫌に畑を耕すその人物に向けて声を張り上げた。

「カタリナー!!」
















キャラクターデータ
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あとがき










　皆さん、こんにちは、山口悟と申します。

『乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…』もついに五巻となりました。

　ここまでこられたのも、応援して下さった皆様のお蔭です。本当にありがとうございます。

　さてその五巻の内容ですが、今回はこれまでの話の裏でおこっていた様々な出来事をまとめた番外編になります。

　小説投稿サイト『小説家になろう』様にて番外編として掲載させて頂いていたクラエス家の使用人たちの話や、クラエス夫婦の結婚話から、書き下ろしのカタリナにライバルが登場する話、ニコルのお見合いの話をはじめ、ジオルド、アラン、キース、メアリ、ソフィア、マリアのいつもの仲間たちの話など、色んな人物の色んな話が盛りだくさんとなっております。

『あぁ、あの話の裏ではこんなことが起こってたんだな～』なんて感じで読んでみてくださいな。




　そしてイラストは、前巻に引き続きひだかなみ様に美しいイラストを描いていただいているのですが……今回はさらに、ひだかなみ様が描いてくださったマンガが大増量で載っております！

　三巻、四巻にもそれは素敵なマンガを描いて頂き、それは嬉しくて何度もにやにやしながら読み返させていただいていたのですが、今回はそんなマンガがさらにたくさん載っているのです！　素晴らしいことです！

　あのキャラたちのあんな話やこんな話が美しいイラストで見られちゃいます。

　そのどれもがとても魅力的で出来上がりを見せて頂いた私は、しばらく悶えてしまったほどです。必見です！

　ひだかなみ様、本当にありがとうございます。




　最後に、編集部の担当様、また本作を出版するのに力を貸してくださったすべての皆様に心よりの感謝をもうしあげます。

　皆様、本当にありがとうございました。

山口　悟










乙女おとめゲームの破は滅めつフラグしかない悪あく役やく令れい嬢じょうに転てん生せいしてしまった…５
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